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特
集
/
各
種
の
道
路

｢各
種
の
道
路
｣
を
特
集
す
る
に
あ
た
っ
て

3

一
般
自
動
車
の
現
状

鹿
児
島
県
企
画
部
交
通
政
策
課
課
長

長
谷
川
伸
一

5

農
道
整
備
事
業
の
概
要

農
林
水
産
省
構
造
改
善
局
開
発
課

御
前
孝
仁

ゅ

林
道
整
備
事
業
の
概
要

林
野
庁
指
導
部
基
盤
整
備
課
課
長
補
佐

杉
山
隆
志

=

漁
港
法
に
基
づ
く
道
路

水
産
庁
漁
港
都
計
画
課
課
長
補
佐

高
木
伸
雄

芻

臨
港
道
路
に
つ
い
て

運
輸
省
港
湾
局
計
画
課
第
調
査
係
長

波
多
野
匠

M

自
然
に
ふ
れ
あ
う
歩
道
づ
く
り

環
境
庁
自
然
保
護
局
施
設
整
備
課
施
設
係
長

岡
本
光
之

"

都
市
計
画
事
業
に
よ
る
道
路
整
備
(街
路
事
業
)

建
設
省
都
市
局
街
路
課
課
長
補
佐

福
本
俊
明

“

土
地
区
画
整
理
事
業
と
道
路

建
設
省
都
市
局
区
画
整
理
課

望
月
一
範

即

北
九
州
都
市
高
速
道
路
と
｢北
九
州
道
路
等
Lと
の
一
体
化
に
つ
い
て

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
計
画
課
課
長

村
山
隆
之

髄

l 本誌の掲載文は、 執筆者が個人の責任において自由に書く建前をとっております。 したがって意見にわたる部分は個人の見 i
l 解です。 また肩書等は原稿執筆時および座談会等実施時のものです。
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室
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井
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･各
種
の
道
路
｣
を

特
集
す
る
に
あ
燈
つ
て

｢道
路
｣
と
は
、
通
常
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
施
設
と
定
義
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
単
一
の
法
の
下
に
建
設
･
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
道
路
の
基
本
法
で
あ
る
道
路
法
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
種
々
の
法

律
に
基
づ
く
も
の
、
特
定
の
法
律
に
根
拠
を
持
た
な
い
も
の
が
あ
る
。

1

道
路
法
に
基
づ
く
道
路

道
路
法
上
の
道
路
に
は
、
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県

道
、
市
町
村
道
の
四
種
類
が
あ
る
。

道
路
法
は
、
道
路
に
関
す
る
基
本
的
･
中
心
的
な
法
律
で
あ
り
、
道
路

の
種
類
、
路
線
の
指
定
お
よ
び
認
定
、
管
理
方
法
、
費
用
負
担
方
法
、
監

督
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
法
は
、
道
路
法
の
特
別
法
と
し
て
、
高
速
自

動
車
国
道
に
関
す
る
道
路
法
の
特
例
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

2

道
路
運
送
法
に
基
づ
く
道
路

道
路
運
送
法
に
基
づ
く
道
路
に
は
、
専
用
自
動
車
道
、
一
般
自
動
車
道

の
二
種
類
が
あ
る
。

専
用
自
動
車
道
は
、
自
動
車
運
送
事
業
者
が
も
っ
ぱ
ら
自
ら
の
自
動
車

運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
た
道
路
で
あ
り
、
一

般
自
動
車
道
は
、
も
っ
ぱ
ら
自
動
車
の
交
通
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
け
ら
れ
た
道
路
で
専
用
自
動
車
道
以
外
の
も
の
を
い
う
。

3

土
地
改
良
法
等
に
基
づ
く
道
路

土
地
改
良
法
等
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
は
、
農
業
用
道
路

(い
わ
ゆ
る

農
道
)
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
基
幹
的
な
農
道
と
し
て
農
林
水
産
省
に
お
い
て
整
備
さ
れ

て
い
る
も
の
に
、
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道

(農
免
農
道
)

と
広
域
営
農
団
地
農
道

(広
域
農
道
)
と
が
あ
る
。
ま
た
、
農
用
地
整
備

公
団
法
に
基
づ
き
、
農
用
地
整
備
公
団
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
農
道

等
も
あ
る
。

各種の
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4

森
林
法
等
に
基
づ
く
道
路

森
林
法
等
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
林
道
が
あ
る
。

林
道
は
、
森
林
の
開
発
･
保
全
を
目
的
と
し
て
森
林
地
帯
に
設
け
ら
れ

る
道
路
で
あ
り
、
法
律
上
の
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
森
林
法
、
林
業
基

本
法
、
森
林
開
発
公
団
法
に
お
い
て
、
そ
の
開
設
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
。

5

漁
港
法
に
基
づ
く
道
路

漁
港
法
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
は
、
漁
港
整
備
計
画
に
基
づ
く
漁
港
修

築
事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
漁
港
施
設
と
し
て
の
道
路
が
あ
る
。

ま
た
、
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
漁
港
関
連
道
と
し
て
整
備
さ

れ
、
完
成
後
は
道
路
法
に
よ
る
道
路
と
し
て
道
路
管
理
者
に
引
き
継
が
れ

る
漁
免
道

(漁
港
関
連
道
)
が
あ
る
。

6

港
湾
法
に
基
づ
く
道
路

港
湾
法
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
は
、
臨
港
道
路
が
あ
る
。

臨
港
道
路
と
は
、
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
臨
港
交
通
施
設
と
し
て
整
備

さ
れ
る
道
路
の
う
ち
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る
港
湾
局
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
が
管
理
す
る
も
の
を
い
う
。

7

自
然
公
園
法
に
基
づ
く
道
路

自
然
公
園
法
に
基
づ
く
道
路
と
は
、
自
然
公
園
内
に
お
い
て
公
園
事
業

と
し
て
整
備
さ
れ
る
道
路
を
い
い
、
車
道
、
自
転
車
道
、
歩
道
が
あ
る
。

8

都
市
公
園
法
に
基
づ
く
道
路

都
市
公
園
法
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
は
、
都
市
公
園
の
効
用
を
全
う
す

る
た
め
に
園
内
に
設
け
ら
れ
る
園
路
が
あ
る
。

9

鉱
業
法
に
基
づ
く
道
路

鉱
業
法
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
は
、
鉱
山
道
路
が
あ
る
。

鉱
山
道
路
は
、
鉱
業
権
者
ま
た
は
租
鉱
権
者
が
鉱
区
若
し
く
は
租
鉱
区

ま
た
は
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
開
発
お
よ
び
採
掘
の
た
め
に
設
置
す

る
道
路
で
あ
り
、
性
格
的
に
は
私
道
で
あ
る
が
、
土
地
の
使
用
、
収
用
権

を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

龍

法
定
外
公
共
物
と
し
て
の
道
路

法
定
外
公
共
物
と
し
て
の
道
路
は
、
一
般
的
に
里
道
ま
た
は
赤
道
と
い

わ
れ
て
お
り
、
道
路
法
等
の
適
用
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
認
定
外
道
路
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

n

特
別
法
の
関
与
し
な
い
私
所
有
権
に
基
づ
く
道
路

も
っ
ぱ
ら
私
人
の
財
産
権
の
行
使
と
し
て
管
理
さ
れ
る
道
路
は
、
私
道

と
い
わ
れ
、
原
則
と
し
て
公
法
上
の
規
制
は
働
か
な
い
が
、
建
築
基
準
法
、

道
路
交
通
法
等
の
規
制
は
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。

掟

そ
の
他

こ
れ
ら
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
度
、
目
的
、
整
備
方
法
等
が
異

な
る
た
め
、
全
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

こ
で
、
今
回
の
特
集
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
道
路
に
つ
い
て
の
認

識
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
以
外
の
道
路
の
概
要
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
局
に
解
説
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。

“ 道行セ 91.7



般
自
動
車
道
の
現
状

鹿
児
島
県
企
画
部
交
通
政
策
課
課
長

(前
運
輸
省
運
輸
政
策
局
運
輸
道
路
業
務
課
補
佐
官
)

一

一般
自
動
車
道
の
意
義

も
っ
ぱ
ら
自
動
車
の
交
通
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
け
ら
れ
た
道
で
、
道
路
法
に
よ
る
道
路
以
外
の

も
の
を
道
路
運
送
法
上

｢自
動
車
道
｣
と
い
い
、
そ
の
う

ち
、
自
動
車
運
送
事
業
者
が
も
っ
ぱ
ら
そ
の
事
業
用
自
動

車
の
交
通
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
る

｢専
用
自
動
車
道
｣
以
外
の
も
の
を

｢
一
般
自
動
車
道
｣

と
い
う
。
ま
た
、
｢
一
般
自
動
車
道
｣を
も
っ
ぱ
ら
自
動
車

交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
、
建
設
･管
理
す
る
事
業
を
｢自

動
車
道
事
業
｣
と
い
う
。

こ
の
定
義
で
わ
か
る
よ
う
に
、
一
般
自
動
車
道
は
、
行

政
庁
が
開
設
す
る
道
路
法
に
基
づ
く
公
道
で
は
な
く
い
わ

ゆ
る
私
道
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
混
合
交
通
の

用
に
供
さ
れ
る
一
般
の
道
路
と
は
異
な
り
、
供
用
の
対
象

が
自
動
車
に
限
ら
れ
る
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。

設
置
主
体
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
の
道
路
が
、
国
、
地

方
公
共
団
体
等
に
よ
り
開
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
一
般
自
動
車
道
は
、
自
動
車
道
事
業
者

(私
人
、
地

方
道
路
公
社
、
地
方
公
共
団
体
等
)
に
よ
り
開
設
さ
れ
る
。

な
お
、
一
般
自
動
車
道
は
、
有
償
で
あ
る
こ
と
を
要
件

と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
来
的
に
は
永
久
的
な
有
料

道
路
事
業
と
し
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
の
道
路
に
あ
っ
て
も
、
道

路
整
備
特
別
措
置
法
に
よ
る
有
料
道
路
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
建
設
費
を
償
還
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
通
行
料
金
収
入
に
よ
り
総
費
用
を
償
還
し
終
え

た
場
合
に
は
無
料
開
放
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い

る
点
が
相
違
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
一
般
自
動
車
道
は
、
道
路

長
谷
川

伸
一

整
備
の
面
に
お
け
る
民
間
活
力
の
有
効
活
用
の
一
形
態
と

し
て
、
道
路
法
の
道
路
の
整
備
の
間
隙
を
埋
め
、
農
道
、

林
道
等
の
他
の
道
路
法
の
道
路
以
外
の
道
路
と
同
様
に
、

道
路
法
の
道
路
と
有
機
的
に
連
携
し
、
全
国
的
、
地
域
的

な
道
路
交
通
網
を
形
成
し
、
国
民
の
交
通
便
益
の
向
上
に

重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

二

自
動
車
道
の
沿
革

一
般
自
動
車
道
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に

か
け
て
、
自
社
の
バ
ス
路
線
の
た
め
に
自
動
車
道
を
設
置

し
た
バ
ス
事
業
者
が
料
金
を
徴
収
し
て
自
社
の
バ
ス
以
外

の
自
動
車
を
通
行
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
私
道
と
は
い
え
交
通
量
も
多
く
、

ま
た
、
バ
ス
輸
送
の
行
わ
れ
る
公
共
性
の
強
い
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
規
制
の
必
要
が
認
識
さ
れ
、
昭
和
六
年

各種の
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に
自
動
車
交
通
事
業
法

(昭
和
六
年
法
律
第
五
二
号
)
が

制
定
さ
れ
、
同
法
に
よ
り
内
務
大
臣
お
よ
び
鉄
道
大
臣
の

免
許
事
業
と
し
て
所
要
の
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
二
年
に
は
同
法
が
廃
止
さ
れ
、
旧

道
路
運
送
法

(昭
和
二
二
年
法
律
第
一
九
一
号
)
と
な
り
、

さ
ら
に
昭
和
二
六
年
に
現
行
の
道
路
運
送
法

(昭
和
二
六

年
法
律
第
一
八
三
号
)
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
↓。こ

の
よ
う
に
、
一
般
自
動
車
道
は
、
そ
の
発
生
経
緯
に

お
い
て
、
社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
民
間
活
力
活
用
の
先

駆
的
事
業
た
る
性
格
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

三

制
度
の
し
く
み

現
行
の
道
路
運
送
法
に
お
け
る
一
般
自
動
車
道
に
関
す

る
制
度
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
点
と
し
て
は
、
自
動
車
道
事
業
を
経
営
し
よ

う
と
す
る
者
は
運
輸
大
臣
お
よ
び
建
設
大
臣
の
免
許
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
免
許
の
基
準
は
、
①
当
該
事
業

の
開
始
が
公
衆
の
利
便
を
増
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

②
当
該
事
業
の
路
線
の
選
定
が
当
該
事
業
の
経
営
の
目
的

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
当
該
一
般
自
動
車
道

の
規
模
が
当
該
地
区
に
お
け
る
交
通
需
要
の
量
お
よ
び
質

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
当
該
事
業
を
的
確
に

遂
行
す
る
に
足
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑤

当
該
一
般
自
動
車
道
の
路
線
の
選
定
が
、
道
路
法
に
よ
る

道
路
で
自
動
車
の
み
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
と

の
調
整
に
つ
い
て
特
に
考
慮
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
⑥
当
該
事
業
の
計
画
が
当
該
事
業
の
長
期
に

わ
た
る
経
営
の
遂
行
上
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で
あ

る
。第

二
点
は
、
一
般
自
動
車
道
の
保
安
に
関
す
る
規
制
で

あ
る
。
一
般
自
動
車
道
は
、
一
般
の
自
動
車
交
通
の
用
に

供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
安
全
に
つ
い
て
は
十

分
な
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
一
般
自
動
車
道
の
構
造
お
よ
び
設
備
に
つ
い
て

は
、
運
輸
大
臣
お
よ
び
建
設
大
臣
の
定
め
る
一
般
自
動
車

道
構
造
設
備
規
則
に
従
っ
て
建
設
･
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車
道
事
業
の
免
許
を

受
け
た
者
が
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
お
よ
び
工

事
が
完
成
し
た
場
合
に
は
、
工
事
方
法
ま
た
は
一
般
自
動

車
道
の
構
造
お
よ
び
設
備
が
一
般
自
動
車
道
構
造
設
備
規

則
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ

き
審
査
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
工
事
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
お
よ
び

構
造
ま
た
は
設
備
の
変
更
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

さ
ら
に
一
般
自
動
車
道
の
利
用
に
関
す
る
危
険
を
防
止

す
る
た
め
、
通
行
す
る
自
動
車
の
重
量
、
速
度
等
に
つ
い

て
保
安
上
の
供
用
制
限
を
定
め
、
運
輸
大
臣
お
よ
び
建
設

大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

第
三
点
は
、
一
般
自
動
車
道
の
事
業
運
営
に
関
す
る
規

制
で
あ
る
。
一
般
自
動
車
道
の
利
用
は
、
事
業
者
と
利
用

者
の
私
契
約
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
事
業
の

公
共
的
性
格
か
ら
、
料
金
、
利
用
条
件
等
は
公
衆
の
利
便

を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
自
動

車
道
事
業
者
は
一
般
自
動
車
道
の
供
用
を
拒
絶
し
て
は
な

ら
な
い
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
供
用
約
款
に
つ
い
て
は
、

運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
自
動
車
道
の
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
運

輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
認
可
の

基
準
は
、
①
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価

を
償
い
、
か
つ
、
適
正
な
利
潤
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
、

②
特
定
の
使
用
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る

も
の
で
な
い
こ
と
、
③
使
用
者
の
使
用
料
金
を
負
担
す
る

能
力
に
か
ん
が
み
、
使
用
者
が
当
該
事
業
を
利
用
す
る
こ

と
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で

あ
る
。

な
お
、
一
般
自
動
車
道
事
業
に
関
す
る
免
許
か
ら
供
用

ま
で
の
一
連
の
法
令
手
続
を
図
解
し
た
も
の
を
図
1
に
示

す
こ
と
と
す
る
。

四

一般
自
動
車
道
の
現
状

平
成
三
年
四
月
現
在
、
供
用
中
の
一
般
自
動
車
道
は
、

四
〇
事
業
者
に
よ
る
五
一
路
線
で
あ
り
、
そ
の
供
用
総
延

長
は
、
四
六
0
･
七
如
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
経
営
主
体
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強
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
車
種
別
構
成
を
み
る
と
表
3
の

と
お
り
で
あ
り
、
乗
用
自
動
車
の
比
率
が
約
八
四
%
と
圧

倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
自
動
車
道
に

観
光
道
路
的
性
格
の
路
線
が
多
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ



る
が
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

利
用
台
数
の
推
移
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
五

○
年
度
末
に
比
し
て
約
三
六
%
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、

昭
和
六
○
年
度
末
に
比
し
た
場
合
で
は
、
約
=

%
の
伸

び
と
な
っ
て
い
る
。

自
動
車
道
事
業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
道

事
業
報
告
規
則
に
基
づ
き
自
動
車
道
事
業
者
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
営
業
報
告
書
を
も
と
に
、
平
成
元
年
度
の
収
支

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。

近
年
の
景
気
の
拡
大
等
を
背
景
と
し
て
全
般
的
に
収
支

は
良
好
に
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
四
〇

年
度
以
前
に
供
用
さ
れ
た
路
線
と
昭
和
四
一
年
度
以
降
に

供
用
さ
れ
た
路
線
と
を
比
べ
る
と
、
前
者
が
減
価
償
却
の

す
す
ん
だ
路
線
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
た
め
好
調

に
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
収
支
が
ほ
ぼ
均
衡

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

表 2 延長キ口別路線数
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五

自
動
車
道
事
業
に
対
す
る
助
成
等

ー

助
成

以
上
み
て
き
た
と
お
り
、
一
般
自
動
車
道
事
業
は
、
民

間
資
金
の
活
用
に
よ
り
道
路
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

国
の
施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
公
共
事
業
に
よ
る
道
路
整

(単位 :千台
表 3 車種別通行台数 (平成元年度)

乗合型自動車
乗用自動車 貨物自動車 その他 合 計

路 線 その他

178 518 鸚 騙 郷 箏0
.
7 % 2

.
0 % %鋭 挑a %湛 艦m

備
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
社
会
的
意
義
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
一
方
、
事
業
の
性
格
上
そ
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
動
車
道

事
業
に
つ
い
て
は
、
融
資
お
よ
び
税
制
の
面
で
次
の
よ
う

な
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

の

融
資

表 4 利用台数の推移
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自
動
車
道
事
業
は
、
事
業
開
始
に
当
た
り
、
多
額
の
資

金
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
昭
和
三
四
年
度
か

ら
日
本
開
発
銀
行
の
長
期
資
金
融
資
の
対
象
と
さ
れ
、
ま

た
、
同
様
に
北
海
道
･
東
北
開
発
公
庫
か
ら
も
融
資
が
行

わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
四
六
年
度
か
ら
中
小
企
業
者
で
あ
る
自
動
車
道

事
業
者
に
対
し
て
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
の
特
別
融
資
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

②

税
制

自
動
車
道
事
業
は
、
多
額
の
固
定
資
産
を
も
っ
て
営
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
事
業
者
が
年
々
支
払
う
固
定
資
産

税
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
自
動
車
道
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
一
〇
年

間
、
一
定
の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
車
道
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
公
共
性
等
に
か
ん
が
み
、
特
別
土
地
保
有
税

が
非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
四
年
一
月
導
入
の
地
価

税
に
つ
い
て
も
非
課
税
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
。

2

土
地
の
収
用
等

自
動
車
道
事
業
は
、
公
共
の
利
益
と
な
る
事
業
で
あ
る

た
め
、
土
地
収
用
法
に
お
い
て
土
地
を
収
用
し
、
ま
た
は

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

道
路
運
送
法
に
お
い
て
、
測
量
、
実
地
調
査
ま
た
は
工
事

の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
、
他

人
の
土
地
に
立
ち
入
り
、
ま
た
は
そ
の
土
地
を
一
時
材
料

置
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

3

道
路
法
の
道
路
と
の
調
整

一
般
自
動
車
道
は
も
っ
ぱ
ら
自
動
車
の
交
通
の
用
に
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
点
に
お
い
て
、
高
速
自
動
車
国

道
お
よ
び
道
路
法
の
自
動
車
専
用
道
路
と
機
能
的
に
類
似

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
速
自
動
車
国
道
法
に
お
い
て
、

運
輸
大
臣
お
よ
び
建
設
大
臣
が
高
速
自
動
車
国
道
の
予
定

路
線
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
自
動
車
道
と
の

調
整
に
つ
い
て
特
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
道
路
法
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
が

自
動
車
専
用
道
路
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
一
般
自
動
車
道
と
の
調
整
に
つ
い
て
特
に
考
慮
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
自
動
車
道
事
業
の
免
許
に
当
た
っ
て
も
、
当
該

自
動
車
道
の
路
線
の
選
定
が
道
路
法
に
よ
る
道
路
で
自
動

車
の
み
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
と
の
調
整
に
つ

い
て
特
に
考
慮
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

免
許
基
準
の
一
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で

あ
る
。六

お
わ
り
に

一
般
自
動
車
道
事
業
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年

代
に
か
け
て
著
し
い
増
加
を
み
た
が
、
多
大
の
初
期
投
資

を
必
要
と
す
る
上
に
資
本
回
転
率
が
極
め
て
低
い
等
経
営

的
に
難
し
い
点
が
あ
る
等
の
た
め
、
昭
和
五
四
年
に
一
路

線
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
現
在
工
事
中
で
あ
る
大
分
県

の
久
住
高
原
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ま
で
新
規
路
線
の
開
設
が
な

か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
自
動
車
道
は
観
光
道
路
等
と
し

て
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
一

方
、
公
共
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の

内
で
今
後
既
存
道
路
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
が
増
大

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
民

間
資
金
の
活
用
に
よ
り
一
般
自
動
車
道
の
整
備
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

観
光
道
路
あ
る
い
は
特
定
の
施
設
の
利
用
に
関
連
す
る

道
路
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
十
分
な
交
通
需
要
が

見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
!
、
観
光

業
者
、
関
係
地
方
道
路
公
社
等
関
係
者
と
十
分
に
連
携
を

と
り
つ
つ
、
今
後
と
も
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
整
備
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
動
車
道
事
業
者
に
お
い
て
は
、
効
率
的
な
維

持
管
理
を
行
う
等
一
層
の
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
る
こ
と
に

加
え
、
自
動
車
道
に
附
帯
す
る
施
設
の
充
実
、
適
切
な
情

報
の
提
供
、
公
私
の
観
光
関
係
諸
機
関
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
等
積
極
的
な
誘
客
策
の
推
進
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道行セ 91.7 9



農
遵
整
備
事
業
の
概
要

農
林
水
産
省
構
造
改
善
局
開
発
課

御
前

孝
仁

一

は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
古
く
か
ら

｢農
道
｣
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
林
道
な
ど
の

よ
う
に
特
定
の
目
的
を
持
っ
た
道
路
の
呼
称
で
あ
っ
て
、

一
般
道
路
と
は
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
農
道
と
は
主
と
し
て

農
耕
に
付
随
し
て
、
作
ら
れ
た
｢耕
作
道
｣
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
耕
作
道
は
、
今
も
な
お
存
在
す
る
。

し
か
し
、
農
用
地
の
形
質
が
改
良
さ
れ
、
農
作
業
が
人
畜

力
か
ら
機
械
化
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
構
造
の
改
善
が
進
む

に
つ
れ
て
い
ま
ま
で
の
耕
作
道
だ
け
で
は
農
業
面
の
要
請

に
応
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
我
が
国
経
済
が
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
国

民
所
得
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
農
業
と
他
産
業
と
の
所
得

格
差
の
拡
大
、
農
業
労
働
力
の
他
産
業
へ
の
流
出
、
農
家

の
兼
業
化
等
が
進
み
、
農
業
の
機
械
化
に
よ
る
労
働
生
産

性
の
向
上
、
需
要
の
動
向
に
沿
っ
た
農
業
生
産
の
再
編
成
、

農
産
物
流
通
の
合
理
化
等
が
強
く
要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
、

農
村
地
域
に
お
け
る
混
住
化
の
進
展
等
に
伴
い
、
農
村
に

お
け
る
生
活
環
境
の
改
善
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
た
め
、
新
し
い
視
点
か
ら
の

農
道
整
備
へ
の
地
域
の
要
請
が
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か

ら
に
わ
か
に
高
ま
り
を
み
せ
は
じ
め
た
。

こ
れ
に
対
応
し
、
農
道
整
備
事
業
は
、
従
来
の
団
体
営

事
業
に
加
え
、
基
幹
農
道
の
整
備
を
行
う
事
業
と
し
て
昭

和
四
〇
年
に
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備

事
業
が
、
昭
和
四
五
年
度
に
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
が
制
度
化
さ
れ
る
な
ど
、
高
生
産
性
農
業
の
促
進
、
農

業
の
近
代
化
等
の
実
現
を
図
る
た
め
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

二

農
道
事
業
の
実
施
体
系

1

農
道
の
分
類

農
道
は
、
農
業
生
産
に
直
接
利
用
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
農
村
の
生
活
環
境
の
改
善
、
さ
ら
に
は
、
農
業
後
継

者
の
育
成
等
多
面
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
主
と
し

て
農
業
上
の
機
能
、
役
割
か
ら
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に

区
分
で
き
る
。
(図
1
参
照
)

の

基
幹
的
農
道

基
幹
的
農
道
は
、
農
業
生
産
活
動
、
農
産
物
流
通
等
の

農
業
用
の
利
用
を
主
体
と
し
、
併
せ
て
農
村
の
社
会
生
活

活
動
に
も
利
用
さ
れ
る
農
道
で
あ
る
。

②

圃
場
内
農
道

圃
場
内
農
道
は
、
圃
場
へ
の
通
作
、
営
農
資
材
の
搬
入
、

圃
場
か
ら
の
農
産
物
の
搬
出
等
の
農
業
生
産
活
動
に
主
に

各種の



農道の分類

　　 　　　　 道

道

道

　　　

利
用
さ
れ
る
農
道
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
細
分
さ
れ
る
。

①

幹
線
農
道

集
落
と
圃
場
区
域
、
圃
場
区
域
、
圃

場
区
域
相
互
間
、
一
般
道
路
や
基
幹
的
農
道
と
圃
場

区
域
、
圃
場
区
域
と
生
産
･
加
工
･
流
通
施
設
等
を

そ
れ
ぞ
れ
結
ぶ
農
道
で
あ
る
。

②

支
線
農
道

幹
線
農
道
か
ら
分
岐
し
、
圃
区
、
耕

区
に
連
絡
す
る
農
道
で
圃
場
作
業
の
た
め
の
往
来
、

肥
料
、
農
薬
等
の
営
農
資
材
の
搬
入
、
収
穫
物
の
圃

場
か
ら
の
搬
出
に
用
い
ら
れ
る
。

③

耕
作
道

収
穫
お
よ
び
防
除
作
業
等
に
利
用
す
る

た
め
耕
区
の
境
界
部
ま
た
は
耕
区
内
に
も
う
け
ら
れ

る
農
道
。

表 - 農道の事業制度
農道の事業制度

分 類 事 業 制 度

を
価
制

道
整
業

農
で
事

独
る

1
単
す
度

饑
劫

拗麗

業
袷

拾翳

事
業

業
源

離繃
業臨機

道
酪
業
事
改
汕

農
場
事
備
な
発

離鑿離滋繊朧

農
離
道
農
の
業

嘴朧椴獺翳獺

広
(

一
団
(

農

①

②
③

④

を
一
備
制

道
ュ
盛
業

農
ニ
て
事

メ
し
る

2
1
と
す
度

業轢

轢靴

事
良

ル
事

商
改

業
デ
備

･
地
業

事
モ
整

案
合
土
事

備
備
合

事
総
合
発

整
整
総

備
良
総
開
業
全
合
盤

整
改
帯
地
事
保
総
基

場
地
地
用
拓
地
村
村

圃
土
畑
農
千
農
農
農

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

3 その他 鞠他
改
業

造
事覇優麗

性
帯

活
付鮒鈴

業
換

農
交

①
②

2

農
道
の
整
備
を
含
む
事
業
制
度

農
道
の
整
備
を
事
業
内
容
に
含
む
事
業
制
度
は
単
独
で

整
備
す
る
も
の
、
一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
整
備
す
る
も

の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
事
業
制
度
は
表
-
の
と

お
り
で
あ
る
。

三

膿
道
整
備
事
業
制
度
と
予
算

農
道
は
、
農
耕
の
発
生
と
と
も
に
始
ま
り
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
機
能
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
農
道
整
備

事
業
は
時
代
の
要
請
に
よ
り
事
業
制
度
の
拡
充
を
図
り
な

が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

農
道
整
備
事
業
の
背
景
お
よ
び
経
緯

農
道
整
備
事
業
の
各
事
業
の
関
係
を
図
2
に
示
す
。
各

事
業
制
度
創
設
の
背
景
お
よ
び
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
↓。①

団
体
営
農
道
整
備
事
業

昭
和
二
四
年

(
一
九
四

九
年
)
の
土
地
改
良
法
は
、
耕
地
整
理
法
に
規
定
さ

れ
た
諸
種
の
旧
制
度
を
、
農
地
改
革
後
の
新
体
制
に

切
り
替
え
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
の

土
地
改
良
と
名
づ
け
て
進
め
ら
れ
て
き
た
種
々
の
事

業
は
全
て
個
々
に
区
分
さ
れ
、
耕
地
整
理
は
、
区
画

整
理
と
呼
び
か
え
、
農
道
も
こ
の
法
律
の
規
定
す
る

土
地
改
良
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
耕
地
整
理
の
一
環
と
し
て
の
み
行
わ
れ
て

き
た
農
道
事
業
が
団
体
営
土
地
改
良
事
業
の
一
部
と

し
て
単
独
で
実
施
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

②

農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業

揮
発
油
税
が
昭
和
二
四
年
に
創
設
さ
れ
国
の
一
般
財

源
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
八
年
度
道
路
整
備
の

財
源
に
関
す
る
臨
時
措
置
法

(現
在
の
道
路
整
備
緊

急
措
置
法
)
の
制
定
に
伴
い
、
本
税
の
収
入
額
は
道

路
整
備
財
源
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、｢農
林
漁
業
用
に
使
用
さ
れ
る
揮
発
油

に
つ
い
て
は
、
課
税
を
免
除
す
べ
き
で
あ
る
｣
と
の

世
論
が
昭
和
三
四
年
頃
か
ら
強
く
な
り
、
免
税
の
代

わ
り
に
免
税
相
当
額
を
財
源
と
し
て
、
昭
和
四
○
年

度
か
ら
本
事
業
が
発
足
し
た
も
の
で
、
本
事
業
で
は

農
業
を
振
興
す
べ
き
地
域
に
お
い
て
基
幹
と
な
る
農

推す"〒ヤ 91 7 !′
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道
の
新
設
ま
た
は
改
良
を
実
施
し
て
い
る
。通
称
｢農

免
農
道
｣
と
呼
ば
れ
る
。

③

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

昭
和
四
四
年
当

広域営農団地
農道整備事業

一般農道整備
事 業

　　

　
　

　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

都
農

団
整

繃
整

農
油
道

図 2 農道整備事業の分類

油税財源身替農

-撥道の字な l改 良 事 業

農
道
整

備
事

業

時
は
米
の
供
給
過
剰
問
題
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
食
糧
供
給
体
制
の
整
備
、
農
産

物
価
格
の
安
定
と
流
通
の
合
理
化
、
農
業
従
事
者
の

所
得
の
増
大
と
福
祉
の
向
上
等
、
い
わ
ゆ
る
総
合
農

政
へ
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
農
道
事
業
に
お
い

て
は
、
農
免
農
道
を
中
心
と
し
て
局
所
的
な
流
通
経

路
の
整
備
を
実
施
し
て
い
た
が
、
広
域
に
わ
た
る
大

規
模
な
農
道
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
、
昭
和

四
五
年
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
地
域
内
で
孤
立
併

存
し
て
い
た
生
産
団
地
が
連
結
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

併
せ
て
集
出
荷
等
の
施
設
が
計
画
的
に
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
に
農
産
物
の
大
生
産
団
地

が
次
々
と
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
広
域
農
道

の
整
備
は
、
農
業
の
高
生
産
性
の
促
進
は
も
と
よ
り
、

農
産
物
流
通
の
改
善
に
併
せ
て
地
域
住
民
の
生
活
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

④

一
般
農
道
整
備
事
業

昭
和
四
六
年
度
か
ら
、
従

来
団
体
営
事
業
に
限
定
さ
れ
て
い
た
一
般
農
道
整
備

事
業
が
都
道
府
県
営
事
業
で
も
行
え
る
よ
う
に
な
る

と
共
に
、
昭
和
四
七
年
度
に
は
、
米
の
生
産
過
剰
や

食
生
活
の
変
化
な
ど
も
あ
っ
て
、
樹
園
地
を
主
体
と

し
た
農
用
地
に
お
い
て
農
道
網
の
一
体
的
な
整
備
を

行
う
た
め
の
樹
園
地
農
道
網
整
備
事
業
、
お
よ
び
農

業
の
近
代
化
や
農
産
物
流
通
の
合
理
化
を
図
る
た
め

の
基
幹
的
農
道
舗
装
事
業
が
制
度
化
さ
れ
た
。

⑤

農
道
の
軽
微
な
改
良
事
業

昭
和
五
〇
年
頃
か
ら

農
道
整
備
事
業
の
完
了
地
区
が
増
加
す
る
と
共
に
、

農
道
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
管
理
強
化
の
た
め
に
地
方

交
付
税
の
増
額
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
農
道

管
理
に
対
す
る
国
か
ら
の
助
成
が
強
く
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
昭
和
五
〇
年
度

に
農
業
基
盤
整
備
事
業
で
実
施
し
、
農
道
と
し
て
管

理
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
排
水
施
設
の
整
備
、

法
面
保
護
等
の
整
備
お
よ
び
橋
梁
塗
装
の
整
備
、
昭

和
五
三
年
度
か
ら
は
、
防
護
柵
、
道
路
標
識
等
の
安

全
施
設
の
整
備
、
ま
た
、
昭
和
六
二
年
度
に
は
、
路

面
の
整
備
等
が
補
助
対
象
と
な
っ
た
。

⑥

農
道
離
着
陸
場
整
備
事
業

近
年
の
日
本
経
済
の

進
展
に
伴
う
国
民
所
得
の
向
上
を
背
景
と
し
て
、
食

品
に
対
す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
た
。

と
く
に
、
生
鮮
食
料
品
に
対
し
て
は
、
よ
り
新
鮮
な

も
の
、
よ
り
安
全
な
も
の
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
輸
送
の
一
層
の
高
速
化
が
必
要
と

な
っ
て
き
た
。
ま
た
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
の
動
き

の
中
で
、
生
産
性
の
向
上
が
一
層
求
め
ら
れ
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
作
業
の
効
率
改
善
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応

し
、
農
道
を
活
用
し
て
小
型
航
空
機
の
離
発
着
が
可

能
な
農
道
離
着
陸
場
を
建
設
し
、
農
産
物
輸
送
の
高

速
化
お
よ
び
農
作
業
の
効
率
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
、
7つ "片“〒ユヴ 01ワ

農道離着陸場
整 備 事 業

(農道空港)
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表 3 農道整備事業の採択要件及び補助率

事 業 名 事 業 の 内 容 採 択 基 準 (内地) 事 業 主 体 国庫補助率

都

道

府

県

営

事

業

広 域 農 道 広域営農団地の基幹農道の
新設または改良

受益面積 1,0ooha以上
車道幅員 5,om 以上
延 長 1okm以上

都道府県 65%

農道
離着陸場 農道離着陸場の新設

飛行機用 1流通上一体とみなせる
農地面積 ･ 1,0ooha以上

都道府県 40%

ヘリコプター用 lヘリコプターはる農作業上
一体とみなせる農地面積 1,0ooha以上

都道府県 30%

一 般 農 道 農道の新設または改良
受益面積 50ha以上
全 幅 員 4.5m以上
延 長 1 km以上

都道府県 45%

団体営農道

軽微改良

農道の新設または改良
受益面積 20ha以上
全 幅 員 4,5m以上
延 長 1km以上

市町村、土地改良区
農協等の団体 45%

安全施設 ･橋梁塗装
路面の改良整備等 受益面積 20ha以上 市町村、土地改良区

農協等の団体
45%
40%
1/ 3

農免農道整備事業 農道の新設または改良
受益面積 50ha以上
車道幅員 4.om以上
総事業費 5千万円以上

都道府県、市町村
土地改良区 2/ 3

化
さ
れ
た
。

昭
和
六
三
年
度
に
農
道
離
着
陸
場
整
備
事
業
が
制
度

表 2 農道整備事業の変遷

年 代 事 項

明治32年

昭和24年

昭和26年

昭和36年

昭和40年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和50年

昭和52年

昭和62年

昭和63年

平成 2 年

耕地整理法が制定され、 はじめて法制上の農道が誕生
土地改良法が制定され、 農道もこの中で位置づけられた
土地改良事業の団体営事業としての農道整叡薦事業の制度化
農業基本法制定

農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業の制度化
農道舗装事業の制度化

広域営農団地農道整備事業の創設

県営一般農道整留蔵事業の制度化

農道の軽微な改良事業 (団体営事業)の創設
農道整備事業制度の整理 ･統合
農道の軽微な改良事業の拡充 (特殊改良の制度化)
農道離着陸場整謝薦事業の制度化

農道の軽微な改良事業の拡充 ･再編(路面の改良整劉薦の制度化)



2

事
業
採
択
要
件
お
よ
び
補
助
率

各
農
道
整
備
事
業
の
事
業
採
択
要
件
お
よ
び
補
助
率
の

概
要
は
表
3
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

3

農
道
整
備
事
業
の
実
施
状
況

①

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

ア

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

相
当
広
範
囲

な
農
業
地
域
を
対
象
に
、
そ
の
地
域
の
基
幹
と
な

る
作
目
の
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
ま
で
の
各
段
階

を
有
機
的
、
一
体
的
に
整
備
し
、
生
産
、
集
出
荷

販
売
体
制
の
組
織
化
と
管
理
体
制
の
整
備
を
促
進

す
る
た
め
、
広
域
営
農
団
地
育
成
対
策
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
都

道
府
県
に
よ
っ
て
広
域
営
農
団
地
整
備
計
画
が
樹

立
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
事
業
は
、
こ
の
広
域
営
農
団
地
育
成
の
一
環

と
し
て
広
域
営
農
団
地
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
都

道
府
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
団
地
内
に
お
け
る

農
道
網
の
基
幹
と
な
る
農
道
を
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

な
お
、
本
事
業
に
よ
る
農
道
の
整
備
が
、
幹
線

市
町
村
道
と
路
線
ま
た
は
機
能
が
重
複
す
る
場
合

は
、
建
設
省
に
お
い
て
そ
の
促
進
を
図
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

(平
成
三
年
度

実
施
地
区

三
一
九
地
区
)

イ

農
道
離
着
陸
場
整
備
事
業

本
事
業
は
、
農
林

水
産
物
の
輸
送
の
合
理
化
、
農
作
業
の
効
率
改
善

化
等
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
農
道
を
活
用
し
、
航
空
機
の
発
着
も
可
能
な

農
道
離
着
陸
場
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

(平
成
三
年
度

実
施
地
区

七
地
区
)

②

一
般
農
道
整
備
事
業

本
事
業
は
、
都
道
府
県
が

行
う
広
域
農
道
、
農
免
農
道
以
外
の
農
道
網
の
基
幹

と
な
る
農
道
の
整
備
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア

基
幹
と
な
る
農
道
の
新
設
ま
た
は
改
良

(過
疎

地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
に
よ
る
基
幹
農
道
、
山

村
振
興
法
に
よ
る
基
幹
農
道
、
お
よ
び
半
島
振
興

法
に
よ
る
基
幹
的
農
道
を
含
む
。)

イ

樹
園
地
、
野
菜
指
定
産
地
の
畑
地
ま
た
は
田
畑

輪
換
田
に
お
け
る
農
道
網
の
一
体
的
整
備
。

ウ

基
幹
と
な
る
既
設
農
道
の
舗
装

(平
成
三
年
度

実
施
地
区

八
四
三
地
区
)

③

団
体
営
農
道
整
備
事
業

本
事
業
は
、
市
町
村
、

土
地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
団
体
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
農
道
の
整
備
を
行
う
も
の
で
、
そ
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア

農
道
の
新
設
ま
た
は
改
良

イ

農
道
橋
の
新
設
ま
た
は
改
良

ウ

軌
道
等
運
搬
施
設
の
新
設
ま
た
は
改
良

エ

樹
園
地
、
野
菜
指
定
産
地
の
畑
地
、
ま
た
は
田

畑
輪
換
田
に
お
け
る
農
道
網
の
一
体
的
整
備

オ

農
道
の
軽
微
な
改
良

(排
水
施
設
、
法
面
保
護

工
等
の
安
全
施
設
の
整
備
、
橋
梁
塗
装
の
整
備
、

路
面
の
改
良
整
備
お
よ
び
交
通
安
全
施
設
の
整
備

等
)

(平
成
三
年
度

実
施
地
区

一
、
六
五
二
地
区
)

④

農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業

本
事
業
は
、
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
措
置

の
一
環
と
し
て
、
農
業
生
産
の
近
代
化
お
よ
び
農
産

一圏
鴨融

｢算予
数

費
区

国
地轌

圏
範 霞 豆蟹郎望

小＼ 剖囲剖囲 、、

麗
鰯囲囲

霊

醐薑公閥

g匹窪
国田田圃囮
弱腰鑄豊岡

、竪国

孫錨 瞬袋“絞
瞬袋“絞 “

年度

図 4 農道整備事業の地区数および国費予算の推移

10

8

6

4

2

0

地
区
数

(単
位
･,千
地
区
)

国
費
予
算

(億
円
)



写真 2 団体営農道 ｢中三坂J 地区 (福島県)

物
流
の
合
理
化
を
図
り
、
併
せ
て
農
村
環
境
の
改
善

に
資
す
る
た
め
、
都
道
府
県
、
団
体

(市
町
村
、
土

地
改
良
区
)
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
農
道
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

(平
成
三
年
度

実
施
地
区

一
、
一
六
〇
地
区
)

四

農
道
整
備
事
業
の
効
果

農
道
整
備
事
業
の
効
果
は
、
農
業
上
の
直
接
効
果
だ
け

で
は
な
く
、
農
村
地
域
に
お
け
る
社
会
的
･
経
済
的
影
響

に
波
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
正
し

く
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ

る
と
図
5
に
示
す
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

表 4 農道の全国計 (市町村、土地改良区等管理農道)
(平成 2 年 8月 1 日現在 km

幅 員 別 内 訳

4
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1 広域嬢道 ｢出雲東部｣ 地区 (島根県)



図 5 農道整備事業の主な効果

農産物通体系整備

五

農
道
整
備
事
業
を
と
り
ま
く
課
題
と
今
後

の
方
向

ー

農
道
の
維
持
管
理

既
に
整
備
さ
れ
た
農
道
の
機
能
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
昭
和
五
〇
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た
農
道
の
軽
微
な
改

良
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
度
に
一
部
制
度
拡
充
す
る

な
ど
、
農
道
の
維
持
管
理
的
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
町
村
が
管
理
す
る
農
道
に
対
す
る
地
方
交
付

税
措
置
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
、
農
道
延
長
を
基

も
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の

｢う
る
お
い
｣
や

礎
数
値
と
す
る
地
方
交
付
税
の
算
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
と

｢
ゆ
と
り
｣
と
い
っ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上

へ
の
ニ
ー
ズ
に

な
っ
た
。
一
方
、
農
道
の
適
正
な
管
理
お
よ
び
維
持
改
修

も
応
え
る
た
め
、
平
成
三
年
度
か
ら

｢う
る
お
い
施
設
｣

に
資
す
る
農
道
台
帳
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
が
緊
要
と

の
整
備
が
農
道
整
備
事
業
費
の
一%
の
範
囲
以
内
で
実
施

な
っ
て
い
る
。

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

｢う
る
お
い
施
設
｣
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
今
ま
で
以

2

交
通
安
全
対
策

上
に
地
元
関
係
者
の
意
志
の
疎
通
を
図
り
、
創
意
工
夫
を

最
近
、
農
村
地
域
に
お
い
て
も
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
シ
ョ
ン

生
か
し
た
事
業
の
実
施
が
重
要
で
あ
る
。

2

交
通
安
全
対
策

最
近
、
農
村
地
域
に
お
い
て
も
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
シ
ョ
ン

の
進
展
に
伴
っ
て
農
道
へ
の
通
過
交
通
の
増
大
等
、
交
通

事
故
の
防
止
、
交
通
安
全
対
策
等
農
道
の
管
理
面
の
充
実

が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

農
道
は
、
高
速
車
両
と
低
速
車
両
と
の
混
合
交
通
と
な

る
ほ
か
、
農
作
業
の
た
め
の
駐
停
車
場
所
、
農
産
物
等
の

積
卸
し
場
所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
な
ど
一
般
公
共
道
と

は
利
用
形
態
が
異
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
農
道
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
農

道
の
機
能
が
、
安
全
か
つ
有
効
に
発
現
さ
れ
る
よ
う
構
造

設
計
な
ら
び
に
管
理
の
面
で
特
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

整
備
目
的
に
合
致
し
た
管
理
が
行
え
る
よ
う
、
交
通
安
全

体
制
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。

3

景
観
に
配
慮
し
た
農
道
整
備
事
業
の
実
施

昨
今
の
自
然
環
境
に
関
す
る
国
民
の
関
心
の
高
ま
り
の

中
で
、
自
然
環
境
の
維
持
や
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境

の
創
出
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
農
道
整
備
事
業
は
、
本
来
の
事
業
目
的
を



林
道
整
備
事
業
の
概
要

林
野
庁
指
導
部
基
盤
整
備
課
課
長
補
佐

杉
山

隆
志

は
じ
め
に

森
林
は
、
木
材
の
生
産
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か

ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
･
形
成
や
地
球
温
暖
化
の
防
止

な
ど
、
個
人
レ
ベ
ル
や
地
域
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
地
球

レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
様
々
な
働
き
を
も
ち
、
人
間
生
活
に

と
っ
て
不
可
欠
の
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
生

活
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
能
は
、
森
林
を
単
に
自
然
の
推
移
に
ま
か

せ
る
だ
け
で
は
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
適
切
な
林

業
経
営
や
森
林
施
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
身
近
な
緑
が
減
少
し

て
い
る
な
ど
国
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
中
で
、
国
民
の
生
活
意
識
は
｢物
の
豊
か
さ
｣
か
ら
｢心

の
豊
か
さ
｣
を
求
め
る
方
向
へ
と
変
化
し
て
き
て
お
り
、

森
林
に
対
す
る
要
請
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
化
･
高
度

化
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
活
発
な
生
産
活
動
を
通
じ
て
、
健
全

な
森
林
の
造
成
維
持
を
支
え
て
き
た
林
業
は
、
木
材
需
要

の
停
滞
と
木
材
価
格
の
低
迷
、
林
業
経
営
諸
経
費
の
増
嵩
、

山
村
地
域
の
高
齢
化
や
過
疎
化
等
の
労
働
力
事
情
の
悪
化

な
ど
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
お
り
、
林
業
の
活

性
化
が
林
政
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
(図
-
)

林
道
は
、
か
つ
て
は
林
産
物
の
搬
出
の
た
め
の
施
設
で

あ
る
と
の
認
識
が
強
か
っ
た
が
、
輸
送
手
段
の
近
代
化
、

林
業
の
機
械
化
等
の
進
展
を
背
景
と
し
て
森
林
の
造
成
･

管
理
、
林
産
物
の
生
産
･
流
通
な
ど
林
業
生
産
の
全
過
程

を
通
ず
る
生
産
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

の
適
正
な
森
林
施
業
を
行
う
上
で
不
可
欠
の
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
更
に
、
林
道
は
、
農
山
村
地
域
に
お
い
て
重
要

な
交
通
施
設
と
し
て
地
域
社
会
の
振
興
に
も
寄
与
す
る
度

合
い
が
高
ま
っ
て
お
り
、
林
道
の
役
割
は
、
多
様
化
し
高

度
化
し
て
き
て
い
る
。

一
林
道
の
意
義

｢林
道
｣
と
い
う
用
語
を
条
文
に
有
す
る
法
律
は
、
林
業

基
本
法
、
森
林
法
等
の
森
林
･
林
業
に
関
す
る
も
の
だ
け

で
は
な
い
が
、
林
道
を
定
義
し
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
林
道
が
優
れ
て
歴
史
的
な
重
さ
を
も
っ
た
用
語
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

林
道
は
、
一
般
的
に
、
｢森
林
の
内
外
に
通
じ
、
森
林
の

総
合
的
か
つ
合
理
的
な
管
理
、
経
営
を
行
う
た
め
の
必
要

な
交
通
を
目
的
と
し
て
造
ら
れ
る
恒
久
的
施
設
｣
と
定
義

各種の
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さ
れ
る
。

昭
和
六
二
年
七
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢森
林
資
源
に

関
す
る
基
本
計
画
｣
に
お
い
て
は
、
｢林
道
は
、
外
材
、
代

替
材
に
互
し
て
競
争
し
得
る
効
率
的
な
林
業
経
営
の
展
開

や
森
林
の
適
性
な
維
持
管
理
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
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り
、
ま
た
、
森
林
空
間
の
総
合
的
な
利
用
の
推
進
、
山
村

の
生
活
環
境
の
整
備
、
地
域
産
業
の
振
興
等
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
道
の
整
備
促

進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。｣
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
林
道
は
農
山
村
地
域
に
お
け
る
交
通
施

設
の
一
部
と
し
て
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
や
産
業
の
振

興
等
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
結
果
的
に
都
道
府
県

道
、
市
町
村
道
な
ど
の
一
般
道
路
と
同
様
の
機
能
を
併
せ

て
発
揮
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

し
か
し
、
林
道
は
林
業
経
営
お
よ
び
森
林
管
理
の
基
盤

と
し
て
開
設
、
管
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
法
上
の

道
路
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

林
道
整
備
の
方
針

1

森
林
計
画
の
体
系

森
林
は
、
そ
の
造
成
に
超
長
期
間
を
必
要
と
し
、
そ
の

多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定
の
ス
ト

ッ
ク
を
必
要
と
す
る
な
ど
か
ら
、
長
期
的
計
画
的
な
取
扱

い
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
図
は
、
林
業
基
本
法
、
森
林
法
に
基
づ
き

森
林
計
画
の
体
系
化
を
図
っ
て
お
り
、
林
道
は
、
最
も
重

要
な
林
業
生
産
基
盤
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
段
階
で
整

備
計
画
量
等
を
定
め
て
い
る
。

2

林
道
の
整
備
目
標

林
道
の
整
備
目
標
は
、
林
業
基
本
法
第
一
〇
条
の
規
定

に
基
づ
く
｢森
林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
｣
(昭
和
六
二

年
七
月
二
四
日
閣
議
決
定
)
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
近
年
の
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
条

件
を
克
服
す
る
上
で
林
道
整
備
の
重
要
性
の
観
点
か
ら
、

労
働
事
情
、
林
業
技
術
対
系
等
を
踏
ま
え
て
き
め
細
か
い

森
林
施
業
の
展
開
に
見
合
っ
た
合
理
的
な
林
業
経
営
と
森

林
管
理
の
た
め
に
必
要
な
林
道
延
長
を
確
保
す
る
た
め
、

二
八
万
五
、
0
0
0
如
を
林
道
の
整
備
目
標
と
し
、
森
林

に
対
す
る
多
様
な
要
請
に
こ
た
え
得
る
森
林
資
源
が
整
備

で
き
る
よ
う
、
平
成
三
七
年
度
ま
で
に
全
量
を
完
了
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
法
第
四
条
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
樹

立
す
る

｢全
国
森
林
計
画
｣
に
お
い
て
は

｢森
林
資
源
に

関
す
る
基
本
計
画
｣
に
即
し
て
一
五
箇
年
間
の
林
道
整
備

計
画
量
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

3

林
道
整
備
の
考
え
方

林
道
網
の
量
的
基
準
と
し
て
一
般
的
に
単
位
面
積
当
た

り
の
林
道
延
長
と
し
て
林
道
密
度

(m
/
蛆
)
で
と
ら
え

て
い
る
。

こ
の
林
道
密
度
の
算
定
の
理
論
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

現
在
採
用
し
て
い
る
も
の
は
、
林
道
開
設
費
を
含
め
て
森

林
施
業
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
最
少
と
す
る
コ
ス
ト
･
"ミ

マ
ム
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
森
林
の
中
に
は
、

公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
の
施
業
制
限
が
課
さ
れ
る
森
林

ノβ 道行セ 91 .7



等
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト

･
"
"
-
マ
ム
の
考
え
方

に
よ
る
と
通
常
の
施
業
を
行
う
森
林

(皆
伐
↓
新
植
)
で

は
二
0
m
/
m
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
森
林
内
に
は
、
現
実
に
一
般
道
路
や
農
道
等
も

存
在
し
、
林
業
生
産
活
動
に
寄
与
し
て
い
る
分
野
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
前
述
の
密
度
か
ら
こ
れ
ら
の
道
路
の
密
度
を

差
引
い
た
も
の
が
純
粋
の
林
道
密
度
で
あ
り
、
も
と
の
密

度
を
林
内
道
路
密
度
と
い
っ
て
い
る
。

表 1 林道の構造 (林道規程)
自動車道の構造

項 目
級

級n乙 級QJ車線の数を 2
とするもの

1 車線のもの

設 計 速 度 (km / 時) 40または3鮑の 40
,
30または20 30または20 20

車 道 幅 員 ( m ) 2
,
75 4

.
O 3

,
O 2

.
0または1

.
8

路 肩 幅 員 (m ) 0
.
75(0

.
50) 0

.
50(0

.
25) 0

.
50(0

,
25) 0

,
50(0

.
25)

曲
線
半
径

設計速度(km / 時)
40 禰 鰡 - ー

30 -rhu戦 鯏 鯏 ー

20 20 15 鵞 崎
縦
断
勾
配

設計速度(km / 時)
40 獅 燭 ー -

30 8(12) 効 繊 -

" 螂 螂 閲
製 同

期
(注)1 . 設計速度欄の( )は、 地形の状況その他の理由により

やむを得ない場合。
2 . 路肩幅員欄の( )は、 長さ50 m 以上の橋、 高架の自転
車道または地形の状況その他の理由によりやむを得ない
場合。

3 . 曲線半径欄の( )は、 地形の状況その他の理由により
やむを得ない場合。

4 . 縦断勾配欄の( )は、 地形の状況その他の理由により
やむを得ない場合、〔 〕は、 loo m 以内に限る。

三

林
道
の
種
類
、
規
格
等

林
道
の
整
備
に
あ
っ
て
は
、
補
助
金
や
融
資
な
ど
制
度

的
な
援
助
を
受
け
な
い
で
自
己
資
金
の
み
に
よ
り
開
設
す

る
自
力
林
道
も
あ
る
が
、
大
部
分
の
林
道
は
補
助
金
、
融

資
等
を
受
け
て
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
。

林
道
の
種
類
、
林
道
の
規
格
･
構
造
に
つ
い
て
は
、
林

道
規
程

(林
野
庁
長
官
通
達
)
に
お
い
て
基
本
的
事
項
を

定
め
て
お
り
、
制
度
に
係
る
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
こ
れ

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

林̂
道
の
種
類
〉

例

自
動
車
道

①
自
動
車
道
一
級

国
道
、
都
道
府
県
道
等
と
連
絡
す
る
幹
線

②
自
動
車
道
二
級

自
動
車
道
一
級
お
よ
び
三
級
以
外
の
も
の

③
自
動
車
道
三
級

小
利
用
区
域
に
か
か
る
支
線
お
よ
び
分
線

の

軽
車
道

全
幅
員
一
･
八
m
以
上
三
･
o
m
未
満
の
も
の
で

軽
自
動
車
の
通
行
で
き
る
も
の

以
上
の
よ
う
に
林
道
規
程
に
は
、
林
道
の
種
類
と
し
て

銹
、
④
の
二
種
類
が
、
ま
た
、
自
動
車
道
の
区
分
と
し
て

一
級
j
三
級
の
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

へ自
動
車
道
の
規
格
･
構
造
〉

主
な
規
格
･
構
造
は
表
-
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

林
道
の
開
設
実
績
等

林
道
は
、
民
有
林
林
道
と
国
有
林
林
道
に
大
別
さ
れ
、

こ
れ
を
更
に
助
成
制
度
等
に
よ
り
体
系
化
し
た
も
の
が
図

2
で
あ
る
。

林
道
の
現
況
お
よ
び
開
設
等
実
績
は
、
表
2
5
4
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。

林
道
開
設
量
は
、
昭
和
四
六
年
度
前
後
を
ピ
ー
ク
と
し
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図 2 林道事業の体系
戸二 親拠法令等 -- ｢
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て
、
そ
の
後
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る

諸
資
材
の
高
騰
、
保
全
工
法
の
採
用
や
労
務
費
の
上
昇
等

開
設
コ
ス
ト
の
増
嵩
に
よ
っ
て
減
少
し
、
平
成
元
年
度
で

は
、
二
、
六
〇
〇
畑
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

林
道
の
現
況
は
、
平
成
元
年
度
末
で
約
十
一
万
如
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
五
年
前
の
現
況
と
比
較
し
て
み
る
と

そ
の
間
に
開
設
さ
れ
た
延
長
の
量
を
相
当
下
回
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
差
の
相
当
部
分
は
、
公
道
等
に
移

管
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
林
道
が
山
村

･

森
林
地
域
の
路
網
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
役
割
を
結
果
と
し
て

担
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

五

民
有
林
林
道

民
有
林
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
林
道
は
、
二
つ
に
大
別

で
き
る
。

一
つ
は
、
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
開
設
さ
れ
る
国
庫
補

助
林
道
で
あ
る
。

二
つ
は
、
そ
れ
以
外
の
非
国
庫
補
助
林
道
で
あ
る
。

国
庫
補
助
林
道
は
、
公
共
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

も
の
と
、
特
定
の
目
的
の
た
め
の
非
公
共
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
非
国
庫
補
助
林
道
と
し
て
は
、
農
林
漁
業
金
融

公
庫
の
長
期
、
低
利
の
融
資
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も

の
と
、
都
道
府
県
の
み
の
補
助
金
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

お
よ
び
自
己
資
金
の
み
に
よ
り
開
設
す
る
自
力
林
道
が
あ

る
。

公
共
事
業
に
係
る
林
道
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
森

林
組
合
等
が
事
業
実
施
主
体
と
し
て
行
っ
て
い
る
一
般
補

2

助
林
道
と
豊
富
な
森
林
資
源
の
開
発
が
十
分
行
わ
れ
て
い

91

な
い
広
域
な
特
定
地
域
の
開
発
の
た
め
、
森
林
開
発
公
団

セ行

が
施
行
主
体
と
な
っ
て
行
う
公
団
林
道
と
に
区
分
さ
れ
る
。
道

ま
た
、
昭
和
五
三
年
度
か
ら
は
、
国
有
林
野
事
業
改
善

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
国
有
林
林
道
に
対
す
る
繰
り
入
れ

が
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
二
年
度
か
ら
は
、
N
T
T
株
式
の
売
り
払
い
収

入
に
よ
る
国
債
整
備
基
金
の
一
部
を
運
用
し
、
社
会
資
本

の
整
備
の
促
進
を
図
る
N
T
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
三
年
度
に
お
い
て
は
、
ゆ
と
り
と
う
る

お
い
の
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
と
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
の
た
め
、
生
活
関
連
重
点
化
枠
を
予
算
化
し
、
林
道

等
の
整
備
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
有
林
林
道
の
主
な
国
庫
補
助
林
道
の
補
助
率
、
採
択

基
準
等
は
、
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

一
般
補
助
林
道

民
有
林
林
道
の
開
設
に
対
す
る
国
の
補
助
は
、
大
正
一

五
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
補
助
大
系

は
、
大
き
く
分
け
て
木
材
搬
出
効
果
の
発
揮

(大
正
一
五

年
度
ー
昭
和
四
一
年
度
)、未
開
発
林
へ
の
林
業
経
営
圏
拡

大
効
果
の
発
揮
(昭
和
四
二
年
度
-
昭
和
四
七
年
度
)、
森

林
の
多
面
的
機
能
の
総
合
的
な
発
揮

(昭
和
四
八
年
度
以

表 4 林道舗装の推移

年 度 62年度 63年度 平成元年度

舗装延長(km) 劇鰍 鰡舗 装 率(% ) 朧 酩 加

表 3 林道の開設量の推移

年

度

開 設 量 &m)

民有林 国有林 計

臨

御
錠

銘

篤

元

中
郷
親
剥
鮒
蝋

AU
RU
14
“/
ハリ
り“

14
00
RU
ワ‘
AU
AU

･し 233

113

915

瑯
872

弼

表 2 林道の現況
(単位km )

※ 民有林 国有林 計

年
況
年
況

即
現

元
現

和
末
成
末

昭
度
平
度 霧総総



降
)
等
森
林
･
林
業
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
要
請

に
対
応
し
て
変
遷
し
て
き
て
い
る
。

一
般
補
助
林
道
に
は
、
民
有
林
林
道
開
設
お
よ
び
改
良

事
業
、
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
、
農
林
漁
業
用
揮
発
油

税
財
源
身
替
林
道
整
備
事
業

(農
免
林
道
整
備
事
業
)
等

が
あ
る
。

ア

林
道
開
設
事
業

へ広
域
基
幹
林
道
〉

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
広
域
な
森

林
地
域
を
開
発
管
理
す
る
骨
格
的
林
道
で
あ
っ
て
、
そ
の

起
･
終
点
は
国
、
県
道
等
に
連
絡
し
、
地
域
内
の
林
業
団

地
、
市
場
、
集
落
、
森
林
景
勝
地
等
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
林
業
労
働
力
を
有
効
に
活
用
し
つ
つ
、
林
業
団
地
の

広
域
化
、
組
織
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
適
正
な
森
林

管
理
に
よ
る
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
と
も
に
山
村

地
域
の
振
興
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
林
道
で
あ
る
。

へ普
通
林
道
〉

広
域
基
幹
林
道
を
補
完
し
て
林
道
網
を
形
成
し
、
直
接

林
業
経
営
活
動
に
必
要
と
な
る
林
道
で
あ
っ
て
、
森
林
施

業
の
効
率
化
等
に
効
果
を
発
揮
す
る
林
道
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
戦
後
の
積
極
的
な
人
工
林
化
に
伴
い
間

伐

(抜
き
伐
り
)
を
必
要
と
す
る
人
工
林
の
増
大
に
対
処

す
る
間
伐
林
道
や
、
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
水
需
給
の

ひ
っ
迫
等
に
対
処
す
る
た
め
、
森
林
の
有
す
る
水
土
保
全

機
能
の
強
化
に
資
す
る
林
道
な
ど
、
近
年
の
重
要
な
林
政

上
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
林
道
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

イ

林
道
改
良
事
業

開
設
当
時
の
規
格
･
構
造
で
は
、
車
両
の
大
型
化
、
重

量
化
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
既
設
林
道
に
つ
い
て
、
自

動
車
の
走
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
、
そ
の
局
部
的
構

造
等
の
質
的
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

ウ

林
業
地
域
総
合
整
備
事
業

林
業
の
健
全
な
発
展
と
林
業
従
事
者
の
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
、
林
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
を
対
象
に
し

て
、
林
道
網
の
整
備
を
主
体
と
し
て
、
併
せ
て
生
活
環
境

の
整
備
を
総
合
的
に
行
う
も
の
で
あ
り
五
五
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

へ事
業
の
内
容
〉

例

林
道
整
備
事
業

地
域
森
林
計
画
に
定
め
る
林
道
の
開
設
お
よ
び
改

良
の
事
業

の

集
落
林
道
整
備
事
業

林
道
を
補
完
し
、
主
と
し
て
林
業
生
産
活
動
に
供

す
る
集
落
林
道
を
整
備
す
る
事
業

@

用
排
水
施
設
整
備
事
業

林
業
経
営
お
よ
び
集
落
の
用
･
排
水
に
必
要
な
施

設
を
整
備
す
る
事
業

⑭

用
地
整
備
事
業

地
域
林
業
お
よ
び
山
村
の
整
備
育
成
に
･必
要
な
施

設
を
整
備
す
る
事
業

一
地
区
当
た
り
標
準
事
業
費

九
億
三
千
万
円

標
準
進
度

一
四
%

(お
お
む
ね
七
年
)

工

林
業
集
落
定
住
基
盤
整
備
事
業

林
業
従
事
者
が
定
住
で
き
る
健
全
な
山
村
の
生
活
環
境

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
山
間
地
域
の
林
業

集
落
を
中
心
に
、
林
道
整
備
と
併
せ
、
用
排
水
施
設
等
の

生
活
環
境
基
盤
の
早
急
な
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
平

成
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

へ事
業
の
内
容
〉

③
j
⑭
の
事
業
は
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
と
同
じ

④

融
雪
施
設
整
備
事
業

積
雪
地
域
に
お
け
る
林
道
お
よ
び
集
落
林
道
の
冬

季
の
通
行
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
整

備
す
る
事
業

②

林
業
集
落
内
健
康
増
進
広
場
整
備
事
業

林
業
集
落
内
に
お
い
て
林
業
者
等
の
労
働
環
境
整

備
を
目
的
と
し
た
健
康
増
進
の
た
め
の
広
場
を
増
進

す
る
事
業

,

③

林
業
集
落
内
防
災
安
全
施
設
整
備
事
業

林
業
集
落
内
の
防
災
安
全
の
た
め
の
施
設
を
整
備

す
る
事
業

一
地
区
当
た
り
標
準
事
業
費

三
億
六
千
万
円

標
準
進
度

二
0
%

(お
お
む
ね
五
年
)

オ

高
密
路
網
重
点
整
備
事
業

(林
業
基
盤
緊
急
整
備
事
業
)

流
域
等
の
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
林
業
地
域
を
対

象
と
し
て
、
専
ら
森
林
施
業
を
目
的
と
す
る
比
較
的
安
価



表 5 民有林国庫補助林道一覧表

区 分
補 助 率 採 択 基 準 等

施 行 主 体内 地 北 海 道
離 島 沖 縄 奄美群島 利用区域の森林面積 (ha) 林業効果指数等

事

開

般

林

広 域 基 幹 林 道 鵲 (静 擶 (詩 100 轟 く嵩) 1,000以上 (農林一体、奥地広域500以上) 1.2以上 都道府県

市町村

森林組合等

森林開発公団

普 通 林 道

(過疎 ･振山)

森林造成林道

(過疎 ･板山)

地域改善対策林道

奄美過疎基幹林道

45
100

50
100

50
100 50以上

(過疎~林振、農林一体、水特

林産、間伐促進、沖縄、

森災、30以上)

0.9以上

50
100 母 艦 ) 80

100 語誌 (嵩)
森林造成林道

(過疎 ･板山)

地域改善対策林道

奄美過疎基幹林道

50
100 擶 (墨) 100 擶 (嵩)
擶 (嵩) 擶 (霧な 80

100 擶 母 )
｣も
3 30以上

鵲 (墨) 200以上

農
免
林
道

峰級連絡林道 (幹線)

(その他)

÷ (嵩) 擶 (晶) 80
100 奪 (鵲) 500以上 1.2以上

0.9以上50 80
100 100 100以上

公
団
林
道

大 規 模 林 業 圏

開 発 林 道 事 業
÷(署)

森林開発公団

改

良

幹 線

そ の 他

50 500以上 (リフレッシュ200以上) 1.2以上 都道府県~市町村

森林組合等30
100 50以上 (過疎 30以上 0.9以上

農
免
舗
装

幹 線

そ の 他

50
100 500以上 g フレッシュ 200以上) 都道府県、市町村

森林組合等1
3 500未満

林業地域総合整備 事業 林道擶 (嵩)それ以外ああ以内(嵩以内) 都道府県、市町村、森林組合等

林業集落定住基盤整備事業 林道嵩 (母 )それ以篤鵤以内(墨以内) 都道府県、市町村、森林組合等

高密路網重点整備 事業 林道鵲 (過疎･振山北海道遂待) 都道府県、市町村、森林組合等

林業基盤緊急整備 事業 林道擶 (過疎･振山北海端先)作業ポイント途誌以内 都道府県~市町村、森林組合等

林 道 網 緊急 整 備 事 業 林道語 (過疎振山嵩 )施業ポイント寿竜以内 都道府県、市町村、森林組合等

非

公

共

事

業

開

設

･

改

良

林業構 造 改 善 林 道 50
100 30以上~ 500未満 市町村、森林組合等

特用林産産地化形成林道 ÷ 以内 即以上~ 30未満 都道府県、市町村、森林組合等

間 伐 対 策 林 道 45
loo 10以上~ 30未満 市町村、森林組合等

小 規 模 林 道 な以内 lo以上~ 100未満 市町村、森林組合等

農林業地域改善対策林道 奪 10以上~ 30未満 市町村、森林組合等

(潮騒藁鬘嬢美嚢娑 婆凝熟議麓鱈皺も“,縦.一蹴

r1でも垪!



に
開
設
で
き
る
施
業
林
道
等
に
よ
る
路
網
整
備
を
進
め
、

一
地
区
当
た
り
標
準
事
業
費

二
十
億
円

一
定
期
間
内
に
目
標
と
す
る
林
内
道
路
密
度
を
達
成
す
る

(付
帯
事

と
と
も
に
、
機
械
化
の
促
進
施
業
組
織
の
育
成
等
を
図
る

こ
と
に
よ
り
国
産
材
安
定
供
給
基
地
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
平
成
三
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

へ事
業
の
内
容
〉

例

広
域
基
幹
林
道
整
備
事
業

五
‘-
=
ー
ア
の
広
域
基
幹
林
道
と
同
じ

の

普
通
林
道
整
備
事
業

五
ー
①
,ー
ア
の
普
通
林
道
と
同
じ

@

施
業
林
道
整
備
事
業

地
形
、
地
質
に
馴
染
ん
だ
線
形
の
採
用
等
従
来
の

林
道
よ
り
も
比
較
的
安
価
に
開
設
で
き
る
林
道
を
整

備
す
る
。
な
お
、
直
接
利
用
区
域
は
一
0
m
と
す
る
。

⑭

作
業
ポ
イ
ン
ト
整
備
事
業

高
能
率
機
械
等
に
よ
る
伐
木
造
材
、
集
運
材
等
広

範
な
作
業
に
利
用
で
き
る
用
地
お
よ
び
取
り
付
け
道

等
を
整
備
す
る
。

節

そ
の
他

付
帯
事
業

(非
公
共
事
業
)
と
し
て

①
継
続
的
な
使
用
に
耐
え
る
基
幹
的
な
作
業
道
を
整

備
し
路
網
の
高
密
化
を
図
る

｢基
幹
作
業
道
整
備
事

業
｣

②
高
能
率
機
械
を
導
入
し
各
種
森
林
施
業
を
展
開
す

る

｢高
能
率
機
械
導
入
事
業
｣

を
実
施
す
る
。

(付
帯
事
業
を
除
く
)

標
準
進
度

二
0
%

(お
お
む
ね
五
年
)

力

林
道
網
緊
急
整
備
事
業

森
林
資
源
が
成
熟
し
つ
つ
あ
る
地
域
に
お
い
て
林
内
路

網
の
基
幹
と
な
る
林
道
網
を
緊
急
に
整
備
し
、
併
せ
て
公

道
の
林
業
利
用
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
を
総

合
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
国
産
材
安
定
供
給
基
地
の
形

成
を
図
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

へ事
業
の
内
容
〉

例

地
域
林
道
網
重
点
整
備
事
業

普
通
林
道
を
開
設
す
る
事
業

の

施
業
ポ
イ
ン
ト
整
備
事
業

国
、
県
道
等
の
公
道
の
主
要
な
地
点
に
造
林
か
ら

集
運
材
ま
で
の
森
林
施
業
の
各
工
程
に
係
る
作
業
等

に
広
範
に
利
用
で
き
る
用
地
お
よ
び
取
り
付
け
道
等

を
整
備
す
る
。

一
地
区
当
た
り
標
準
事
業
費

五
億
九
千
万
円

標
準
進
度

二
0
%

(お
お
む
ね
五
年
)

キ

農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
林
道
整
備
事
業
(略

称

農
免
林
道
整
備
事
業
)

林
業
用
機
械
が
消
費
す
る
揮
発
油
の
税
額
に
相
当
す
る

財
源
を
も
っ
て
、
昭
和
四
一
年
度
か
ら
峰
越
連
絡
林
道
の

開
設
を
、
ま
た
、
昭
和
四
六
年
度
か
ら
林
道
の
舗
装
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

へ峰
越
連
絡
林
道
〉

民
有
林
、
国
有
林
の
既
設
林
道
と
他
の
既
設
林
道
ま
た

は
公
道
等
と
の
相
互
間
を
峰
越
し
等
に
よ
り
連
絡
し
、
市

場
距
離
の
短
縮
、
林
業
経
営
の
合
理
化
、
更
に
は
農
山
村

地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
林
道
を
開
設
す
る
。

表 6 大規模林道開設経過表

地域名 該 当 道 県
基本計画策定済 度

績
可

年
実
は

2
の翼

路線数 延長(km)

北海道 北海道 リム 160 36

北上 青森
、

岩手 リム 133 75

最上･会津 山形
、

福島 QJ 281 75

飛越 鴫山富 4了 郷 62

国中
･

口=
抽島広山間廉靭 ワー 408 161

四国西南 鞠嚴 rhy 323 81

祖母 椎葉
･ 五木 崎官枌鮴 QJ 郷 91

計 第 廓 581



へ林
道
舗
装
事
業
〉

林
道
の
機
能
向
上
を
図
り
、
農
山
村
地
域
の
環
境
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、
既
設
林
道
を
舗
装
す
る
。
(表
5
)

2

公
団
林
道

へ大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道
〉

林
野
庁
は
、
低
位
利
用
の
広
葉
樹
が
広
範
に
存
在
し
、

か
つ
、
林
野
率
が
極
め
て
高
い
山
村
地
域

(大
規
模
林
業

圏
)
に
お
い
て
、
林
業
を
中
心
と
し
て
総
合
的
な
地
域
開

発
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
四
八
年
度
に
大
規
模
林
業
圏

開
発
基
本
計
画
を
策
定
し
、
全
国
七
地
域
の
大
規
模
林
業

圏
を
対
象
に
圏
域
開
発
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
大
規

模
林
業
圏
開
発
林
道
は
、
そ
の
基
幹
と
な
る
林
道
で
あ
る
。

当
該
林
道
は
、
県
道
･
市
町
村
道
等
の
公
道
と
有
機
的

に
連
携
し
、
圏
域
の
林
道
網
の
枢
要
部
分
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
利
用
は
多
目
的
か
つ
広
域
に
お
よ
び
、
山
間

僻
地
の
産
業
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
等
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
林
道
の
性
格
を
反
映
し
、
構
造
･
規
格
は

原
則
と
し
て
二
車
線
(全
幅
員
七
m
)、
舗
装
と
な
っ
て
い

る
。当

該
林
道
の
整
備
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
本

計
画
に
基
づ
き
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
二
年

度
末
ま
で
の
実
績
は
表
6
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
一
部
の
圏
域
に
お
い
て
は
、
大
規
模
林
業
圏
開

発
林
道
の
開
設
効
果
が
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
豊
富
な
森
林

国有林林道

うち間伐林道………間伐の実施を目的として開設されるもの

……森林の管理経営からみて利用区域の根幹となる路線であり利用
区域森林面積がおおむね1oooha以上のもの

……利用区域森林面積がおおむねloooha未満のもの

図3 林道事業の区分

表 7 林道事業における一般会計繰入れ対象の推移

年度 53年度 54年度 58年度 61年度

入

象
繰
対

林

)

線

設

規

幹

開

令

の

新

政
道
( *鬘

林
復

)

線
書

親

幹
災

令
の

新

政

道

旧
(

間

設

)

林

開

規

鰕
勤

令
林
新

政

伐

(

饑 62年度 鰔 皸職 鍍緘
線
糘

林
の

)

安
道
旧
規

保
材
復

令
伐
害
新

政
間
災
(

林
の

災

)

安
道
び

規

保

林

及

旧

令
業
設
復
新

政
施
開
害
(

連

開

害

)

域
の

災

規

地

道

び

令

林

及

旧

新

政

絡

設

復

(

積
林
良

面

の

改

規

城
上
設
害

区
以

開
災

用

脳

の

び

旧
新

利
50

道
及

復

(

資
源
を
有
し
な
が
ら
、
そ
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い

地
域
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
地
域
の
振
興
を
図
る
た

め
、
既
存
の
大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道
の
支
線
と
し
て
公

道
等
に
連
絡
し
、
幹
線
林
道
路
網
を
形
成
す
る
大
規
模
林

業
圏
開
発
林
道
を
平
成
三
年
度
末
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

六

国
有
林
林
道

国
有
林
林
道
は
、
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
負
担
に

よ
っ
て
開
設
さ
れ
る
林
道
で
あ
り
、
国
有
林
の
伐
採
、
造



表 8 平成 3年度予算における国有林林道の繰入対象の要件及び繰入率

林 道 区 分 要 件 開 設 改 良 災害復旧

幹

線

林

道

政令広域

幹線林道
利用区域森林面積 loooha以上

うち民有林面績 20oha以上

林道延長 15km以上

道路網を形成するもの

65/ 100

※ 3

50 / l00

.･･.･･.･･.･-

※ 4

30 / 100

65 / 100

政令広域

地域連絡
林道

利用区域森林面積 1oooha以上

道路網を形成するもの 45 / 100

45 / 100

65 / 100

政令幹線
林道

利用区域森林面積 1oooha以上 65 / 100

事

業

林

道

政令保安林
間伐林道

利用区域森林面積 20oha以上

国有保安林の間伐に必要なもの ※ 1

50 / 100 ※ 3 65/100
※ 4 50/100

政令保安林
施業林道

利用区域森林面積 20oha以上

国有保安林の施業に必要なもの ※ 2

45/ 100 ※ 3 65/100

※ 4 50/100

政令地域
連絡林道

利用区域森林面積 20oha以上
道路網を形成するもの

45/ 100 ※ 3 65/100

※ 4 50/100

※ 3 65/100

※ 4 50/100
政令施業
林道

利用区域森林面積 50ha以上 45/ 100

その他の

林道
利用区域森林面積 50ha未満

※ 1 国有保安林の間伐に必要なものとは、 その林道に係る森林の利用区域の概ね50 % 以上

が保安林として指定された国有林で、 かっ要間伐林分 (植栽後概ね11年から35年までの

林分) である場合、 その間伐を行うために必要なものをいう。
※ 2 国有保安林の施業に必要なものとは、 その林道に係る森林の利用区域の概ね50 % 以上

が保安林として指定された国有林で、 かつ森林施業を行うために必要なものをいう。
※ 3 利用区域森林面積500ha以上のもの

※ 4 利用区域林面積50ha以上50oha未満のもの

林
等
の
森
林
施
業
や
管
理
の
た
め
に
必
要
な
基
盤
施
設
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
公
道
や
民
有
林
林
道
等
と
道
路
網

を
形
成
し
、
農
山
村
地
域
の
振
興
に
も
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
｢森
林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
｣
お
よ

び
こ
れ
に
即
し
て
樹
立
さ
れ
る

｢全
国
森
林
計
画
｣
等
に

基
づ
い
て
、
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
有
林
林
道
は
、
幹
線
林
道
と
事
業
林
道
に
大
別
さ
れ

る
。
幹
線
林
道
は
、
当
該
林
道
に
係
る
森
林
の
利
用
区
域

面
積
が
概
ね
一
、
○
○
o
m
以
上
の
林
道
で
あ
り
、
公
道

や
民
有
林
林
道
等
と
連
絡
し
、
国
有
林
の
管
理
･
経
営
の

根
幹
と
な
る
林
道
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
林
道
は
、
幹
線
林
道
以
外
の
林
道
で
あ
る

(図
3
)

国
有
林
林
道
の
開
設
、
改
良
等
に
要
す
る
経
費
は
国
有

林
野
事
業
の
林
産
物
販
売
収
入
等
で
賄
う
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
が
、
近
年
の
国
有
林
野
事
業
の
財
務
事
情
の
厳

し
さ
の
下
で
、
円
滑
な
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
林
道
の
整
備
に

必
要
な
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
三
年
度
か
ら

国
有
林
野
事
業
改
善
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
一
般
会
計

か
ら
資
金
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
般

会
計
の
繰
入
対
象
と
な
る
林
道
の
要
件
は
政
令
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
国
有
林
野
事
業
の
財
務
事
情
を
勘
案
し
な
が

ら
逐
次
対
象
を
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
平
成
三
年
度
に
は

利
用
区
域
森
林
面
積
が
五
0
m
以
上
の
林
道
の
開
設
、
改

良
お
よ
び
災
害
復
旧
が
繰
入
対
象
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ



る
。
(表
7
)

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
率
は
、
民
有
林
林
道
の
助
成
制

度
を
勘
案
し
て
、毎
年
度
の
予
算
で
定
め
て
い
る
。
(表
8
)

七

林
道
の
維
持
管
理

開
設
さ
れ
た
林
道
が
良
好
な
状
態
で
維
持
さ
れ
、
十
分

に
そ
の
機
能
、
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
適
切

な
維
持
管
理
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
民
有
林
林
道
の
管
理

主
体
は
、
大
部
分
が
市
町
村
で
あ
る
。

市
町
村
が
管
理
し
て
い
る
林
道
の
維
持
管
理
費
は
、
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
て
い
る
が
、

車
両
の
大
型
化
等
の
ほ
か
、
近
年
、
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
林
業
用
以
外
の
車
両
の
林
道

へ
の
乗
り
入
れ
の
増
加
に
伴
い
、
林
道
の
維
持
管
理
に
必

要
な
経
費
が
増
大
し
て
き
て
お
り
、
地
方
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
の
積
算
単
価
が
実
勢
単
価
に
比
べ
、
十
分
で

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

林
道
の
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙
普
及
お
よ
び
安
全
指
導

等
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人
林
道
安
全
協
会
が
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
同
協
会
で
は
、
林
道
の
利
用

者
に
対
す
る
P
R
、
愛
護
意
識
の
啓
蒙
等
を
図
る
た
め
林

道
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

森
林
･
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
担
い
手
の
減
少
･

高
齢
化
、
生
産
基
盤
の
立
ち
遅
れ
等
極
め
て
厳
し
く
、
こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
適
切
な
森
林
の
育
成
に
支
障
が
生

ず
る
と
と
も
に
、
山
村
の
過
疎
化
等
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
林
道
は
、
林
業
生
産
コ
ス
ト

の
引
き
下
げ
と
と
も
に
山
村
地
域
社
会
の
振
興
に
と
っ
て

そ
の
重
要
度
を
増
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
森
林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
、
全
国
森

林
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
、
更
に
積
極
的
な
林
道
の
整
備

促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

林道の利用者に対する P R、 啓蒙等を
図る林道のシンボルマーク



漁
港
法
に
基
づ
く
道
路

水
産
庁
漁
港
部
計
画
課
課
長
補
佐

高
木

伸
雄

は
じ
め
に

我
が
国
に
は
全
国
約
四
、
一
〇
〇
の
港
が
あ
り
、
こ
の

内
漁
港
法

(昭
和
二
一
年
五
月
制
定
)
に
言
う
い
わ
ゆ
る

漁
港
が
二
、
九
五
二
港

(平
成
三
年
六
月
一
日
現
在
)
指

定
さ
れ
て
い
る
(表
ー
)。
漁
港
は
水
産
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
様
々
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
こ
の
漁
港
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
整
理
す
る
と

①

漁
業
者
の
主
要
な
財
産
で
あ
る
漁
船
の
安
全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
出
漁
準
備
、
休
憩
お
よ
び
漁
獲

物
陸
場
等
の
生
産
活
動
の
基
盤
で
あ
る
。
ま
た
、
漁

獲
物
等
の
水
産
物
に
つ
い
て
、
陸
揚
げ
、
荷
捌
、
市

場
取
引
お
よ
び
加
工
等
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
消
費
地

等
に
出
荷
す
る
た
め
の
流
通
拠
点
で
あ
る
。
特
に
比

較
的
規
模
の
大
き
い
漁
港
で
は
、
漁
港
に
水
産
関
連

表 1 漁港の種類と指定漁港数

種 別 指定漁港数 性 格

巻

巻

漁

漁

魚

魚

種

種

種

種

1上

?“

nく〕
｣4

第

第

第
第

巷

巷

巷

巷

を

よ

な

の
漁

避

業

港
さ

も

て

の

漁

漁

層

な

っ
船

の

極
に

的

あ

漁

の

元

1

港

国
に

は

も

地

第

漁

全

地

た

な

か
の

が

種

が

辺

ま

要

囲
も

團

3

囲

他

、
必

籠

る

範
第

範
の
発

に

の
す

の
く

の

の

そ

開

特

用
と

用

広

も

用

島

の

上

利
主

利

り

い
利

離

場

難

計 2
,
952 港

産
業
が
立
地
し
、
漁
港
を
中
心
と
し
た
水
産
都
市
と

な
っ
て
い
る
。

②

漁
村
の
人
々
の
雇
用
の
場
所
で
あ
り
、
ま
た
離
島

や
辺
す
う
の
地
に
お
い
て
、
漁
村
と
外
部
社
会
を
結

ぶ
交
通
、
情
報
の
拠
点
と
し
て
、
漁
村
地
域
社
会
の

核
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

③

海
洋
性
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
基
地
、
都
市
と
漁

村
の
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

④

陸
上
交
通
の
不
便
な
半
島
の
先
端
等
の
辺
地
あ
る

い
は
離
島
に
お
け
る
物
流
、
八
流
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
の
役
割
も
あ
る

(図
1
)。

漁
港
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
漁
港

お
よ
び
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
漁
業
従
事
者
、
漁
港
利
用

者
等
の
交
通
の
利
便
を
図
っ
た
り
、
漁
獲
物
や
漁
業
用
各

種
資
材
の
搬
出
入
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
漁
港
関
係

事
業
に
よ
っ
て
道
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

各種の



霊

幹 線 道 路
　

臨 港 道 路 漁港施設間の連絡および幹線道路との連絡

漁港関連道 漁港と背後の主要道路との連絡

集 落 道 漁港と背後集落との連絡

図 2 漁港関係の道路

一

漁
港
関
係
事
業
に
よ
る
道
路
の
整
備

漁
港
を
巡
る
道
路
の
整
備
と
し
て
は
、
臨
港
道
路
、
漁

港
関
連
道
お
よ
び
漁
業
集
落
道
の
三
種
類
が
あ
る
(図
2
)。

こ
の
内
、
臨
港
道
路
は
漁
港
区
域
内
の
漁
獲
物
の
輸
送

等
を
迅
速
に
行
う
必
要
か
ら
、
漁
港
法
に
基
づ
く
専
用
道

路
と
し
て
第
三
条
の
漁
港
の
輸
送
施
設
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
。

漁
港
関
連
道
は
、
一
般
の
道
路
建
設
と
同
じ
よ
う
に
ガ

ソ
リ
ン
税

(正
式
に
は
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
身
替
漁
港

関
連
道
整
備
事
業
)
を
財
源
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
漁
獲

物
お
よ
び
漁
業
用
資
材
を
輸
送
し
、
漁
港
機
能
を
有
効
に

し
、
か
つ
漁
業
生
産
を
近
代
的
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
更

に
、
漁
村
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
事
業
に
よ
り
漁
港
と
主
要
道
路
と
を
結
ぶ
道
路
、
漁
港

と
漁
港
と
を
結
ぶ
道
路
、
ま
た
は
漁
港
と
当
該
漁
港
と
密

接
な
関
連
を
有
す
る
漁
場
と
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

漁
港
関
連
道
は
主
要
漁
港
関
連
道
、
一般
漁
港
関
連
道

に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
主
要
関
連
道
は
第
二

種
、
第
三
種
、
第
四
種
漁
港
ま
た
は
漁
港
の
整
備
計
画
、

も
し
く
は
改
修
事
業
に
採
択
さ
れ
た
第
一
種
漁
港

(主
要

漁
港
)
を
対
象
と
す
る
も
の
、
ま
た
一
般
関
連
道
は
そ
れ

以
外
の
漁
港
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
路
事

業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
道
路
の
特
徴
は
漁
港
の
区
域
外

で
あ
っ
て
も
整
備
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
の
終
了
後

ノメタ
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は
、
当
該
漁
港
を
管
理
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
が
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
あ
ら
か
じ
め
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、
道
路
法
に

よ
る
所
定
の
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

漁
業
集
落
道
は
、
昭
和
五
三
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
漁
業

集
落
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
漁
業
活
動
お
よ
び
漁
港
の
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め

に
実
施
す
る
臨
港
道
路
な
ど
の
漁
港
施
設
、
漁
港
関
連
道

ま
た
は
環
境
改
善
施
設
と
集
落
と
を
結
ぶ
道
路
を
い
う
。

一
般
に
、
漁
港
背
後
の
漁
業
集
落
の
多
く
は
狭
隔
で
背
後

に
山
が
迫
っ
て
い
る
よ
う
な
地
形
条
件
に
あ
っ
た
り
、
飛

地
や
辺
地
に
立
地
す
る
な
ど
都
市
や
農
村
に
較
べ
て
そ
の

立
地
条
件
な
ど
に
よ
る
制
約
か
ら
道
路
、
水
道
、
排
水
、

用
地
な
ど
の
生
活
環
境
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
極
め
て

劣
悪
な
状
況
下
に
あ
る
。

こ
の
た
め
漁
港
の
施
設
整
備
と
併
せ
て
、
漁
港
背
後
の

生
活
環
境
施
設
を
整
備
し
、
生
産
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
漁
業
集
落
道
も
そ
の
事
業

種
目
の
中
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
漁
業
者
等
が
利
用
で
き
る
公
共
性
の
高
い
道
路
で

あ
り
、
漁
港
区
域
内
に
お
い
て
整
備
で
き
る
。
な
お
、
当

写真 2 漁業集落道
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事
業
の
実
施
は
当
該
漁
港
の
所
在
地
の
市
町
村
が
行
い
、

事
業
終
了
後
は
市
町
村
道
と
し
て
、
道
路
管
理
者
が
管
理

す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
道
路
管
理
者
等
と
協
議
す
る
必

要
が
あ
る

(写
真
2
)。

次
に
漁
港
法
に
基
づ
い
て
整
備
さ
れ
る
臨
港
道
路
の
概

要
を
述
べ
る
。

二

臨
港
道
路
の
概
要

先
に
述
べ
た
漁
港
関
連
道
お
よ
び
漁
業
集
落
道
は
、
事

業
が
終
了
し
た
後
は
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
道
路
法
上

の
道
路
と
な
る
が
、
こ
の
臨
港
道
路
に
つ
い
て
は
漁
港
法

に
基
づ
い
て
整
備
す
る
道
路
で
あ
る
た
め
、
漁
港
施
設
の

一
部
と
し
て
漁
港
管
理
者
が
管
理
す
る
道
路
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

漁
港
は
、
漁
港
法
第
五
条
に
よ
っ
て
そ
の
区
域
が
指
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
防
波
堤
、
岸
壁
、
泊
地
、
護
岸
等

の
基
本
施
設
と
荷
捌
所
、
加
工
場
、
冷
凍
･
冷
蔵
施
設
、

道
路
な
ど
の
機
能
施
設
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
施

設
は
漁
港
法
第
三
条
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る

(表

2
)
0こ

の
内
、
道
路
は
鉄
道
、
橋
、
運
河
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

駐
車
場
と
と
も
に
輸
送
施
設
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

“　

漁
港
法
第
五
条
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
水
域
お
よ
び
陸
域

の
区
域
内
に
あ
る
全
て
の
道
路
は
同
法
第
三
条
に
い
う
漁

較

港
施
設
と
解
さ
れ
、
道
路
法
上
の
道
路
等
も
含
ま
れ
る
こ

ハ

と
に
な
る
。

写真 1 漁港関連道



し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
も
の
は
、
道
路
法
上
の

道
路
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
漁
港
管
理
者
が
管
理
す

る
道
路

(こ
れ
を
臨
港
道
路
と
い
う
)
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
臨
港
道
路
の
管
理
は
漁
港
管
理
者
が
管
理
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
管
理
の
根
拠
は
漁
港
法
第
三
四
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
管
理
者
が
定
め
た
漁
港
管
理
条
例
に

よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
台
帳
に
相
当
す
る
漁
港
台
帳

(漁
港
法
三

六
条
の
二
)
に
構
造
、
延
長
、
幅
員
な
ど
の
必
要
事
項
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

臨
港
道
路
は
漁
港
の
機
能
上
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
漁
港
修
築
事
業
、
漁
港
改
修
事
業
、
漁
港

局
部
改
修
事
業
の
い
わ
ゆ
る
漁
港
三
事
業
に
よ
っ
て
新
設
、

改
良
な
ど
の
整
備
が
図
ら
れ
る
。

2 漁港法第 3条施設

飢基
本
施
設

外 郭 施 設 訊競蝋繊叛彌孵鰔鰄
磯川

係 留 施 設 、鉋羽場場、係船杭、係船浮標
水 故 施 設

鱸
機

能

地

裁

輸 送 施 設 鉄道、道路、鴎““、橋、運河及びヘリポート
航行補助施設 標孟並びに瀘銹}の入出港のための信号施設及び照明絶讃
漁船潰箕保全皰報 修理場及び独呉保管修理橇設
補 給 施 設 のための給水、給水、給油及び給電施設
屑柚及び蓬柚用
施設

葹條棚蓬鞠鯛鍬違憲搬搬姥
鰍

鮒
鱗

燻
繊

徐畑物の処理{保蔵及び加1き施設 鮴鰯嫉構事掩工備鰤
淵
緘

魚常用通常施設 薩1~無謀電同、陸上無鞠電話及び気象儲け所
漁港厚生施設 舐1関係者-の宿泊所、浴場、診報所その他のrh･科j厚生施設
魚港管理施設 齪の鰕難麟鮪理論鍔鬱厘

の
魚赴浄化施設 公害の防l十のための粋水施設、その他の浄化麓寂
雌油処理施設 {員船内において生じた廃油の処理のための施設
隣節処理施設

鰻め

狡
轢
砺瀦勅

確
彼
旅

鑓
概薇鰻

鯰
鰯颯赴環境辞偽枯誌広場、柚技、休憩所その他の負港の環境のt

穐港施設用地 1ば弱者施設に必要な用地

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
道
路
は
臨
港
道
路
で
な
い
こ
と

か
ら
、
漁
港
施
設
と
し
て
の
整
備
は
で
き
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

①

漁
港
区
域
外
に
あ
る
道
路

②

漁
港
区
域
内
に
あ
る
道
路
で
、
道
路
法
上
の
道
路

に
認
定
さ
れ
て
い
る
道
路

た
だ
し
、
②
の
道
路
に
つ
い
て
は
所
定
の
手
続
き
を
経

て
道
路
法
上
の
道
路
の
認
定
を
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
臨
港
道
路
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
臨
港
道
路
は
漁
獲
物
や
水
産
加
工
物
な
ど
を
迅

速
に
か
つ
集
中
的
に
輸
送
す
る
必
要
性
か
ら
、
こ
れ
ら
荷

役
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。そ

の
他
車
道
、
歩
道
、
中
央
帯
、
路
肩
等
が
整
備
で
き
、

ま
た
そ
の
附
帯
設
備
と
し
て
は
当
該
施
設
の
機
能
上
、
ま

た
は
安
全
上
お
よ
び
管
理
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

限
り
、
防
護
柵
、
車
止
め
、
照
明
設
備
、
街
路
樹
、
植
栽
、

道
路
標
識
ま
た
は
、
橋
梁
桁
下
の
標
識
等
、
防
雪
設
備
お

よ
び
、
防
雪
･
融
雪
設
備
等
が
設
置
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
臨
港
道
路
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
道

路
構
造
令
を
準
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

な
お
、
臨
港
道
路
は
先
に
述
べ
た
漁
港
の
三
事
業
で
整

備
で
き
る
が
、
そ
の
補
助
率
は
表
3
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

表 3 臨港道路の補助率

き＼虱
修 築 改 修

局 改

(参考)

漁 港 関 連 道 *壽1 種漁港 2 種漁港 3 種漁港 主要関連道 一般関連道

本 土
50 50 印 卸
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嫡
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注) 下段( )書は昭和61年度の r国の補助金等の臨時特例等に関する法律｣ による補助率である。



三

臨
港
道
路
の
機
能
と
特
色

臨
港
道
路
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
漁
港
区
域
内
に
お

け
る
漁
港
施
設
を
相
互
に
有
機
的
に
関
連
さ
せ
、
物
お
よ

び
人
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

①

漁
獲
物
の
地
区
内
外
へ
の
輸
送

②

漁
具
、
漁
業
用
資
材
の
地
区
内
外
へ
の
輸
送

③

漁
船
員
、
仲
買
人
等
漁
港
内
の
業
務
に
携
わ
っ
て

路

い
る
労
働
者
の
交
通

縦

④

漁
港
の
視
察
や
朝
市
な
ど
へ
の
訪
問
者
等
の
交
通

臨

⑤

そ
の
他
漁
港
に
係
わ
る
交
通

邸

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

(写
真
3
)
o

写

一般
の
道
路
と
漁
港
の
臨
港
道
路
の
機
能
の
最
大
の
相

図 3 臨港道路の配置例

達
点
は
、
一
般
の
道
路
は
も
っ
ぱ
ら
人
、
物
の
交
通
ま
た

は
、
輸
送
を
主
体
と
し
た
迅
速
な
通
過
機
能
を
要
求
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漁
港
の
臨
港
道
路
は
、
漁

港
の
機
能
が
円
滑
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

見
方
を
変
え
れ
ば
、
大
工
場
に
お
け
る
構
内
道
路
と
同

様
な
性
質
を
有
し
て
お
り
、
走
行
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
す
る

配
慮
は
あ
ま
り
要
求
さ
れ
な
い
が
、
漁
獲
物
、
漁
業
用
資

材
等
の
漁
港
地
区
内
お
よ
び
、
地
区
外
へ
の
搬
入
、
搬
出

並
び
に
、
地
区
内
で
の
円
滑
な
移
動
と
そ
れ
ら
に
付
随
す

る
作
業
へ
の
便
利
さ
等
に
対
す
る
配
慮
が
要
求
さ
れ
る
。

以
上
の
ほ
か
に
一
般
道
路
と
特
に
異
な
る
点
と
し
て
は
、

き
わ
め
て
短
時
間
の
間
に
多
種
多
様
な
車
両
が
地
区
内
の

　
　
　
　

①

所
荷

あ
る
一
点
を
め
ざ
し
て
集
中
し
、
あ
る
時
間
を
過
ぎ
る
と

そ
の
数
が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
臨
港
道
路
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点

に
留
意
し
て
幅
員
等
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、

そ
の
機
能
か
ら
見
て
、

①

漁
港
と
背
後
道
路
と
を
結
ぶ
主
要
臨
港
道
路

②

荷
捌
所
背
後
の
道
路

③

漁
港
内
の
各
施
設
を
結
ぶ
道
路

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

四

幅
港
道
路
の
計
画
に
つ
い
て

臨
港
道
路
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
特
色
を
考
慮
し
て
、

そ
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
図
3
の
配
置
例
に
示
す
よ
う
に
、

前
述
の
①
…
②
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
発
生
す
る
交
通
量

が
他
の
漁
港
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
道
路
の
規
模
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漁
獲
物
の
輸
送
の
た
め
に
漁
港
区
域
内
に
出
入
り
す
る

車
両
は
、
陸
場
、
荷
捌
が
行
わ
れ
て
い
る
時
間
帯
に
集
中

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
盛
漁
期
に
お
け
る
標

準
的
に
発
生
す
る
交
通
量
、
ピ
ー
ク
時
間
当
た
り
の
発
生

交
通
量
を
予
測
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

=

漁
港
と
背
後
道
路
と
を
結
ぶ
主
要
臨
港
道
路

大
規
模
な
漁
港
の
場
合
に
は
発
生
す
る
交
通
量
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
地
区
外
幹
線
道
路
の
交
通
混
雑
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
外
へ
の
搬
出
に
は
大
型
保
冷
車
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
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言□ の 図 5 荷捌所背後の道路の幅員構成の例
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1

施
幅

日
め"

の

な
ど
の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
車
線
の
幅
員
は
十
分
な

余
裕
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
漁
港
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
隣
接
す
る
各
種
漁

港
施
設
を
利
用
す
る
た
め
の
駐
車
帯
、
中
央
分
離
帯
、
歩

道
等
を
必
要
に
応
じ
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
(図
4
)。

更
に
、
幹
線
道
路
へ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
は
、
幹
線

道
路
の
交
通
量
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
と
事

前
に
十
分
に
調
整
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②

荷
捌
所
背
後
の
道
路
(陸
場
量
の
多
い
漁
港
の
場
合
)

荷
捌
所
の
背
後
の
道
路
は
、
陸
場
時
間
帯
に
は
短
時
間

で
漁
獲
物
の
搬
出
の
た
め
の
車
両
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め

に
待
機
す
る
車
両
、
荷
捌
所
の
氷
等
の
供
給
の
た
め
の
車

両
な
ど
種
々
の
目
的
を
も
っ
た
大
、
小
の
車
両
が
多
数
入

り
ま
じ
っ
て
集
中
す
る
た
め
著
し
く
混
雑
す
る
。
従
っ
て
、

荷
捌
所
の
背
後
に
は
必
ず
幅
員
の
広
い
道
路
を
設
け
る
か

ま
た
は
、
荷
捌
所
背
後
の
道
路
は
一
方
通
行
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
関
連
す
る
道
路
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
こ
の
た
め
次
の
こ
と
を
考
慮
し
て
幅
員
を
決
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

①

積
込
を
終
了
し
た
車
両
が
移
動
を
開
始
し
て
進
行

態
勢
に
入
る
ま
で
の
準
備
行
動
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

②

走
行
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

③

待
機
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

積
込
場
は
一
0
･
o
m
j
一
三
･
o
m
の
幅
員
で
荷
捌

所
用
地
の
中
に
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
通
常
漁
獲
物

の
搬
出
に
当
た
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
縦
付
け
に
な
る
の
が
普

通
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
積
込
は
荷
捌
作
業
の
一
環
と
し

て
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
捌
所
用
地
の

中
で
所
要
の
幅
員
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
の
幅
員
構
成
の
例
を
図
5
に
示
す
。

③

漁
港
の
施
設
間
を
結
ぶ
道
路

漁
港
区
域
内
の
施
設
間
を
結
ぶ
臨
港
道
路
の
車
道
幅
員

は
、
最
小
六
･
o
m
、
標
準
的
に
は
三
一
･
o
m
程
度
の

も
の
が
多
く
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
駐
車
帯
、
歩
道
等
を

設
け
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
に
一
度
建
設
さ
れ
た
臨
港
道
路
の
拡
幅

は
非
常
に
困
難
で
、
さ
し
て
広
く
な
い
漁
港
施
設
用
地
に

各
種
の
施
設
が
建
設
さ
れ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
は
道
路
を

拡
幅
し
よ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
主
要
な
施

設
間
を
結
ぶ
臨
港
道
路
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
車
道
に
付

随
し
て
必
要
と
す
る
緑
地
帯
、
中
央
分
離
帯
等
を
考
慮
し

て
広
く
確
保
す
べ
き
で
あ
る

(図
6
)。

帥

辺
地
、
小
漁
港
の
臨
港
道
路

辺
地
、
小
漁
港
の
臨
港
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は

発
生
交
通
量
が
少
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
大
規
模
な
漁

港
の
臨
港
道
路
幅
員
の
算
定
方
法
を
用
い
る
必
要
は
な
く
、

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
て
臨
港
道
路
の
幅
員
を
決
定
す
る

の
が
よ
い
。
そ
の
場
合
車
道
幅
員
と
し
て
最
小
限
六
･
○

m
程
度
は
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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一

臨
港
道
路
の
概
要

港
湾
は
、
一
定
の
範
囲
の
陸
域
と
水
域
か
ら
な
る
、
水

陸
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
を
核
と
し
て
、
多
種
多

様
な
役
割
を
担
う
空
間
で
あ
る
。
こ
の
役
割
を
担
う
た
め

に
必
要
な
港
湾
を
構
成
す
る
施
設
と
し
て
、
港
湾
法
第
二

条
第
五
項
に
お
い
て
、
｢港
湾
施
設
｣を
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
港
湾
区
域
お
よ
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
臨
港

地
区
内
に
お
け
る
第
一
号
か
ら
第
一
一
号
に
掲
げ
る
施
設

(航
路
、
防
波
堤
、
岸
壁
等
の
固
定
式
施
設
)
並
び
に
港

湾
の
利
用
ま
た
は
管
理
に
必
要
な
第
三
一号
か
ら
第
一
四

号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

(荷
役
機
械
等
の
移
動
式
施
設
)

と
定
義
し
て
い
る
。
固
定
式
施
設
に
つ
い
て
は
同
条
第
六

項
で
港
湾
区
域
お
よ
び
臨
港
地
区
に
な
い
も
の
に
つ
い
て

も
運
輸
大
臣
が
港
湾
管
理
者
の
申
請
に
対
し
て
認
定
す
る

臨
港
道
路
に
つ
い

運
輸
省
港
湾
局
計
画
課
第
一
調
査
係
長

波
多
野

匠

こ
と
に
よ
っ
て
港
湾
施
設
と
み
な
す
道
を
開
い
て
い
る
。

同
法
第
二
条
第
五
項
第
四
号
に
規
定
さ
れ
る
臨
港
交
通
施

設
と
し
て
道
路
、
駐
車
場
、
橋
梁
、
鉄
道
、
軌
道
、
運
河
、

お
よ
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
臨

港
道
路
と
は
、
臨
港
交
通
施
設
と
し
て
の
道
路

(橋
梁
も

含
む
)
の
こ
と
を
さ
す
。
港
湾
内
お
よ
び
港
湾
か
ら
港
湾

背
後
圏
へ
の
港
湾
関
連
交
通
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
お
よ
び

円
滑
な
流
動
の
重
要
性
は
極
め
て
高
い
た
め
、
臨
港
交
通

施
設
に
つ
い
て
は
、
防
波
堤
や
岸
壁
等
と
と
も
に
直
轄
ま

た
は
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
臨
港
交
通
施
設
の
国
庫

負
担
率
ま
た
は
補
助
率
は
、
港
湾
法
上
港
格
、
直
轄
･
補

助
の
別
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
う
え
、
特
定
重
要
港
湾

の
直
轄
工
事
の
場
合
以
外
に
は

｢予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
｣
の
文
言
が
入
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
の
補
助
金
等
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
カ
ッ
ト
を
受
け
て
い
る

表 1 臨港交通施設の国庫負担率 ･補助率

港 格 特定重要港湾 重要港湾 地方港湾

直轄 ･ 補助の別 醸 拗 酵 微 補 助

法律上の国庫負
担率･補助率 75 %

%
内

第
以 艦

%
内

即
以

%
内

御
以

実質の国庫負担
率･補助率 60 % 艦 艦 艦 檄

た
め
、
内
地
に
お
け
る
法
律
上
の
補
助
率
と
実
際
の
補
助

率
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
の
直
轄
工
事
で
施
工
さ
れ
た
臨
港
道
路
は
国
有
財
産

各種の

3イ ー直行セ 91,7



と
な
る
が
、
当
該
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

て
港
湾
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
仕
組
み
と
な

、

二

港
湾
計
画
と
の
関
係

α :自動車分担率= 自動車輸送分/ 全交通機関輸送分

β :月変動率= ピーク月貨物量/ 平均月貨物量

γ :日変動率= ピーク日貨物量/ 平均日貨物量
W :トラック実車積載量 (フレートトン/ 台)

積荷を積んでいるトラック 1 台あたりの貨物輸送量 (調査により又は他港の実績を

ゴ :関連車率= 関連車台数/ 全トラック台数
ぴ :時間変動率= ピーク時時間当り発生交通量/ 日発生交通量
ただし、 ほかに適切な推定根拠がある場合は、 この算定式によらなくてもよい。

一、 旅客船又はスポーツ若しくはレクリエーションの用に供する船舶を
に至る道路にあっては、 車両の集中率を十分配慮して、 別途算定するも

っ
て
い
る
た
め
に
、
防
波
堤
や
岸
壁
と
同
様
港
湾
管
理
者

に
管
理
委
託
す
る
こ
と
と
な
る
。
臨
港
道
路
の
維
持
･
管

理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
港
湾
管
理
者
の
負
担
に

な
る
が
、
臨
港
道
路
の
通
行
に
利
用
料
を
徴
収
し
て
い
る

港
湾
法
で
は
、
重
要
港
湾
の
管
理
者
は
港
湾
計
画
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

(同
法
第
三

条
の
三
第
一
項
)、
港
湾
計
画
で
は
、
次
の
事
項
を
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
(同
法
施
行
例
第
一
条
の
五
)

①

港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
港
湾

に
隣
接
す
る
地
域
の
保
全
の
方
針

②

港
湾
の
取
扱
貨
物
量
、
船
舶
乗
降
旅
客
数
そ

の
他
の
能
力
に
関
す
る
事
項

③

港
湾
の
能
力
に
応
ず
る
水
域
施
設
、
係
留
施

設
そ
の
他
の
港
湾
施
設
の
規
模
及
び
配
置
に
関

す
る
事
項

④

港
湾
の
環
境
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
事

項
等

臨
港
交
通
施
設
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
港
湾
施
設
と

し
て
規
模
お
よ
び
配
置
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
港
湾
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
交
通
の
状
況
、

港
湾
施
設
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
状
況
を
考
慮
し
て
、

輸
送
需
要
の
質
お
よ
び
量
に
適
合
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

港
湾
計
画
の
策
定
手
続
き
と
し
て
は
、
①
港
湾
管

理
者
が
港
湾
計
画
を
定
め
ま
た
は
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
地
方
港
湾
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
②
運

輸
大
臣
に
提
出
し
、
③
運
輸
大
臣
は
港
湾
審
議
会
の

意
見
を
聴
き
、
④
変
更
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

港
湾
管
理
者
に
対
し
て
変
更
を
求
め
、
⑤
そ
の
必
要
な
き

と
き
と
は
そ
の
旨
を
港
湾
管
理
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
運
輸
省
令
で
さ
だ
め
る
軽
易
な
変
更
を
し
た
と
き

は
当
該
計
画
を
運
輸
大
臣
に
送
付
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て

い
る
。
臨
港
道
路
の
関
係
で
は
車
線
数
二
以
下
の
道
路
の

追
加
、
削
除
ま
た
は
規
模
も
し
く
は
配
置
の
変
更
が
軽
易

な
変
更
に
あ
た
る
。

三

港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

港
湾
の
施
設
は
港
湾
法
第
五
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、

運
輸
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に

建
設
し
、
改
良
し
、
ま
た
は
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
臨
港
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
道
路
構
造
令
を
準
用
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

港
湾
特
有
の
交
通
事
情
か
ら
同
基
準
で
は
、
車
線
数
の
決

定
は
表
2
の
方
法
に
よ
っ
て
行
い
、
ま
た
計
画
交
通
量
は

埠
頭
の
年
間
取
扱
貨
物
量
を
基
に
表
3
の
方
法
で
算
定
し

て
い
る
。

四

臨
港
道
路
整
備
の
動
向
と
課
題

以
前
の
港
湾
整
備
は
増
大
す
る
貨
物
需
要
へ
の
対
応
が

急
務
で
あ
っ
た
た
め
に
、
臨
港
交
通
施
設
へ
の
投
資
は
必

ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
港
湾
関
連
車
両
の
市
街
地
混
入

や
港
湾
貨
物
の
円
滑
な
流
動
の
阻
害
を
生
じ
る
こ
と
も
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
海
運
を
軸
と
し
た
複
合
一
貫
輸
送
の
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臨港道路の計画交通量の算定

(3) 計画交通量の算定方法は、 式 (1,1)によることを標準とする。
計画交通量 (台 / 時間) = 年間取扱貨物量 (フレートトンノ年)



表 3 臨港道路の車線数の決定

車道おょぴ車線は、 そのふ頭に発生する貨物を円滑に輸送するために十分なものとするo
(1) 計画交通量が表 3 - 1 の道路の種類に応じた設計基準交通量 (道路の時間当り最大許容自動

車交通量をいう。 以下同じ。)の欄に掲げる値以下である道路の車線 (登坂車線、 屈折車線およ

び変速車線を除く。 以下同じ。)の数は、 2 とするものとする。

表 3 - 1 道路の種類と設計基準交通量

道 路 の 種 類
設計基準交通量

(台/時間)

港湾と国道等を連絡する道路 650

その他の道路 500

(2) (1定規定する道路以外の道路の車線数は、 4 以上 (交通の状況により必要のある場合を除き、
2 の倍数) とし、 表 3 - 2 の道路の種類に応じた 1 車線当たりの設計基準交通量に対する当該

道路の計画交通量の割合によって定めるものとする。

表 3 - 2 道路の種類と設計基準交通量

道 路 の 種 類
設計基準交通量

(台/ (時間 ･車線))

港湾と国道等を連絡する道路 600

その他の道路 350

進
展
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
方
式
の
普
及
、
労
働
力
不

足
対
策
の
切
り
札
と
も
い
え
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
の

必
要
等
の
最
近
の
物
流
を
巡
る
様
々
な
動
き
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
港
湾
に
お
け
る
高
度
な
物
流
空
間
の
形
成
の

た
め
に
も
、
臨
港
道
路
の
整
備
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増

大
し
て
い
る
。
ま
た
、
港
湾
関
連
車
両
を
一
般
市
街
地
か

ら
分
離
し
、
そ
の
円
滑
な
流
通
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

埠
頭
間
の
貨
物
の
大
幅
な
迂
回
等
を
回
避
し
、
港
湾
空
間

内
の
連
絡
の
強
化
を
図
る
た
め
の
臨
港
道
路
を
整
蒲
が
必

要 内 埠 ら
と の 豆 -
な
っ
て
い
る

表 4 臨港道路の事業概要(主な実施港湾)

港 名 事業費 地 区 施設延長 構造形式

新 潟

東 京
大 阪

博 多

5,310

19,770

7,258

2,832

西 港
中 部

港区~ 南港

香 椎

延長 約 3,2km

3 .5km

2 .3km

2 .lkm

沈埋トンネル

橋梁
沈埋トンネル

橋梁

整 港 と
備 湾 も
が 空 に
必 日

、

最
近
の
臨
港
道
路
整
備
の
状
況
と
し
て
は
、
港
湾
整
備

事
業
に
お
け
る
シ
ェ
ア
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
現
在
で
は

一
割
強
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
三
年
度
に
お
け
る
主
な
臨

港
道
路
の
事
業
概
要
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。

臨
港
道
路
の
整
備
は
、
交
通
施
設
の
利
用
者
の
み
な
ら

ず
周
辺
に
も
種
々
の
便
益
を
与
え
開
発
利
益
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
臨
港
道
路
の
整
備
は
今
後
と
も
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

は
開
発
利
益
の
還
元
方
策
を
含
め
た
費
用
負
担
や
施
設
の

整
備
、
管
理
主
体
お
よ
び
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
も
の
は
規
格
や
構
造
か
ら
特

に
多
大
な
維
持
補
修
費
が
必
要
と
な
る
た
め
、
利
用
料
金

の
徴
収
等
の
検
討
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ネバ "首垳〒ヤ 91 7



は
じ
め
に

｢歩
く
｣
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ
て
生
き
て
い
く

上
で
の
最
も
基
本
的
な
行
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
生
活

空
間
の
都
市
化
が
進
み
、
日
常
の
生
活
の
中
で
自
然
と
ふ

れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
近
年
、
自
然
の
中
で
歩
く

こ
と
の
意
義
が
再
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
国

民
の
要
求
は
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
自
然
公
園
の
利
用

者
は
年
間
延
べ
九
億
五
四
八
三
万
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る

(図
ー
)。
そ
の
利
用
の
仕
方
は
、
マ
イ
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
な
ど
の
交
通
機
関
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
公
園

の
核
心
部
に
つ
い
て
は
歩
く
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
大
量
輸
送
機
関
に
よ
る
利
用
は
自
然
に
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
自
然
破
壊
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が

あ
る
と
と
も
に
、
真
に
自
然
に
ふ
れ
あ
う
た
め
に
は
、
地

面
に
足
を
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
を
理
解
し
環
境
と
共
存
す
る

気
持
ち
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
良
好
な
自
然
地
域

の
中
で
歩
く
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

｢自
然
歩
道
｣を
整
備
し
て
い
,く

こ
と
は
言
わ
ば
積
極
的
な

自
然
保
護
策
の
ひ
と
つ
と
も
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
湿
原
や
高
山
地
帯
な
ど
脆
弱
な
自
然

環
境
の
地
域
で
は
、
歩
く
こ
と
す
ら
自
然
破
壊
を
ま
ね
く

こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
環
境
庁
が
進
め
て
い
る
歩
道

整
備
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
、
特
に
自
然
保
護
に
留
意
し

た
歩
道
整
備
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。

一
自
然
公
園
制
度
と
道
路

1

自
然
公
園
制
度

単位:万人

lめ I5I I52 I53 lM l55l56 I 57 I58 I59 I6o I61I62 -63 -劉
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図 2 国立公園および国定公園配置図(平成 2年 8月末現在)

自
然
公
園
と
は
、
美
し
い
自
然
の
風
景
、
特
異
な
景
観
、

原
始
性
の
高
い
野
生
生
物
の
生
息
地
な
ど
の
自
然
風
景
地

を
実
態
的
要
件
と
し
な
が
ら
、
自
然
の
保
護
や
野
外
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
す
る
公
園
の
一
種
で
あ
る
。

原
始
的
な
自
然
を
国
家
の
責
任
に
お
い
て
子
孫
に
継
承

し
て
い
こ
う
と
す
る
目
的
で
、
世
界
最
初
の
国
立
公
園
が

ア
メ
リ
カ
に
誕
生
し
た
の
は

一
八
七
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、

我
が
国
に
お
い
て
は
昭
和
六
年
に
国
立
公
園
法
が
制
定
さ

れ
、
昭
和
三
二
年
に
自
然
公
園
法
と
改
め
ら
れ
、
現
在
の

自
然
公
園
体
系
が
形
づ
く
ら
れ
た
。

我
が
国
の
自
然
公
園
は
、
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
利
用
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
国
民
の
保
健
、
休
養
、
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
国
立
公
園
、
国
定
公
園
、
都

道
府
県
立
自
然
公
園
の
三
種
類
が
あ
り
、
国
土
の
一
四
･

一%
の
面
積
を
占
め
て
い
る
(表
ー
、
図
2
)。
環
境
庁
関

連
の
歩
道
整
備
事
業
は
、
自
然
公
園
の
中
で
整
備
さ
れ
る

も
の
、
こ
れ
ら
自
然
公
園
を
結
び
な
が
ら
整
備
さ
れ
る
長

距
離
自
然
歩
道
、
お
よ
び
身
近
な
自
然
の
地
域
で
整
備
さ

れ
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
自
然
公
園
の

制
度
と
道
路
の
関
係
を
次
に
ご
説
明
す
る
。

2

公
園
計
画
と
道
路

我
が
国
の
自
然
公
園
は
、
都
市
公
園
や
ア
メ
リ
カ
の
国

立
公
園
な
ど
の
よ
う
に
土
地
を
公
園
目
的
に
専
用
す
る
営

造
物
公
園
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
農
林
業
や
住
民
の
生
活

表 1 自然公園の面積 (単位ha : % )

種 別 公園数 公園面積 国土面積に対する比率

国 立 公 園 第

“ 弼
園

園公然

ノ

自立卓
卜弱

窿円

国 定
麒繃

弱

廓 綿
299

螂 弼
382

繰 即

u
y
◎

'

利
尻礼
文
サ
ロ
ベ
ッ



保護地区- (分離中でとく‘こすぐれた自然景観原始状態を保持してい)

‐特別地域一億癈鑿翳醗酵農務製避難ろ兵菱翳り

　　　　　　　　　　　　　　　
特別地域･鱗滲雑務之毛讓肇馨驚歎琴離簇聯"衿事}

　
　

　

　

　
　

　

　

種

挿

特

第

第

第

　

自然公開

　

　

-

-

　　

(鰡紐鰡鬱殼 % 綸-鱗堆鼻穀難拐炉の現況等から計画的)利用モリ礬“擁護鰭聴講襲撃繊麗響き鱗!
(注)都道府県立自然公園においては、特別保護地区および海中公団地区の制度はない。

通 地域- (特別地域に含まれない地域で風景の維持を図る地域)
公園地区- (熱帯魚、さんご、海藻その他の生物や海底地形がとくにすぐれている地区)
通 地 域- 燈毎中公間地区に含まれない地域で風景の維持を図る地域)

(修景、復元、防火、病虫害防除、砂防、危険防止等の施設)

な
ど
多
目
的
な
土
地
利
用
を
許
容
す
る
、
い
わ
ゆ
る
地
域

制
公
園
の
制
度
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
を
所

有
す
る
か
管
理
権
を
有
し
て
公
園
を
設
定
す
る
の
で
は
な

く
、
公
有
地
や
民
有
地
の
区
別
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
地

域
を
指
定
し
、
自
然
を
改
変
す
る
一
定
の
行
為
を
規
制
す

る
と
い
う
公
用
制
限
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
風
致
景
観
の

保
護
を
図
り
、
併
せ
て
公
園
利
用
の
障
害
と
な
る
行
為
を

防
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
然
公
園
内
に
は

自
然
歩
道
の
ほ
か
国
道
や
県
道
、
林
道
な
ど
の
各
種
道
路

が
通
っ
て
い
る
。

自
然
公
園
は
、
多
様
な
所
有
形
態
の
土
地
に
お
い
て
前

述
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
法
律
に
基
づ
き

(都
道
府

県
立
自
然
公
園
は
条
例
に
基
づ
く
)
公
園
計
画
を
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
公
園
計
画
と
は
そ
の
公
園
の
保
護

と
利
用
の
方
針
を
定
め
る
基
礎
的
な
計
画
で
あ
り
、
個
々

の
公
園
の
特
性
に
応
じ
て
立
て
ら
れ
る
。

図
3
が
そ
の
体
系
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
利
用
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
道
路
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が
自
然
公
園

を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
と
し
て
公
園
事

業
の
執
行
が
承
認

(認
可
)
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
道
路

に
つ
い
て
は
工
作
物
と
し
て
要
許
可
行
為
と
な
り
、
規
制

の
対
象
の
道
路
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二

環
境
庁
の
進
め
て
い
る
歩
道
整
備
事
業

環
境
庁
で
は
お
も
に
以
下
の
事
業
に
お
い
て
歩
道
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

図3 自然公園計画体系



1

国
立
･
国
定
公
園
計
画
に
基
づ
く
歩
道

自
然
公
園
に
お
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
公
園
計
画
の

利
用
計
画
に
基
づ
い
て
歩
道
や
車
道
な
ど
の
整
備
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
車
道
に
つ
い
て
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
等

の
道
路
サ
イ
ド
が
整
備
に
係
る
こ
と
が
多
い
。

環
境
庁
で
は
、
直
轄
お
よ
び
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助

事
業
で
、
国
立
･
国
定
公
園
に
お
い
て
公
園
計
画
の
歩
道

計
画
や
園
地
計
画
な
ど
に
基
づ
く
歩
道
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

2

長
距
離
自
然
歩
道

長
距
離
自
然
歩
道
は
、
国
民
が
自
ら
の
足
で
広
く
自
然

や
史
跡
な
ど
を
訪
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
心
身
を
育

成
し
、
自
然
保
護
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で
、
自
然
公
園
や
文
化
財
な
ど

を
有
機
的
に
結
ぶ
長
距
離
に
わ
た
る
探
勝
歩
道
で
あ
る
。

昭
和
四
五
j
四
九
年
の
東
海
自
然
歩
道
の
整
備
を
皮
切

り
に
九
州
、
中
国
、
四
国
、
首
都
圏
の
各
自
然
歩
道
の
整

備
を
終
え
、
現
在
、
東
北
自
然
歩
道
の
新
規
整
備
と
東
海
、

九
州
、
中
国
の
各
自
然
歩
道
の
再
整
備
を
都
府
県
に
対
す

る
補
助
事
業
で
行
っ
て
い
る
(図
4
)。
路
線
決
定
に
つ
い

て
は
、
環
境
庁
が
都
府
県
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
決
定
し

て
い
る
。

3

そ
の
他
の
制
度
に
よ
る
自
然
研
究
路
等

環
境
庁
で
は
、
上
記
の
他
に
、
身
近
な
自
然
の
地
域
に

お
い
て
、
昆
虫
や
カ
エ
ル
な
ど
の
小
動
物
が
生
息
し
自
然

学
習
が
で
き
る
場
と
し
て

｢自
然
観
察
の
森
｣
や

｢
ふ
る

さ
と
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
｣
の
整
備
を
補
助
事
業
で

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
中
核
的
な
施
設
と
し

て
自
然
研
究
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
両
事
業
で
は
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

(そ
の
地
域
の
自
然
を
解
説
し
た
り
園

内
の
利
用
の
し
か
た
な
ど
を
案
内
す
る
セ
ン
タ
ー
)
を
整

備
し
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
自
然
解
説
活

動
が
行
わ
れ
、
自
然
研
究
路
の
利
用
効
果
を
高
め
て
い
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
立
自
然
公
園
で

｢
ふ
る
さ
と
国
民
休

養
地
｣
の
整
備
を
補
助
事
業
で
進
め
て
い
る
が
、
同
様
に

探
勝
歩
道
な
ど
の
歩
道
を
整
備
し
て
い
る
。

三

自
然
保
護
に
留
意
し
応
歩
道
整
備

ー

歩
道
の
種
類
と
機
能

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
歩
道
を
そ
の
機
能
別
に
分
類
す

る
と
、
お
お
よ
そ
図
5
の
よ
う
に
な
る
。

長
距
離
自
然
歩
道
は
こ
の
う
ち
の

｢探
勝
歩
道
｣
に
あ

た
り
、
自
然
公
園
の
歩
道
整
備
は
｢自
然
研
究
路
｣
｢探
勝

歩
道
｣
｢登
山
道
｣
の
三
種
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2

歩
道
の
設
定
、
設
計
の
考
え
方

歩
道
の
路
線
決
定
を
す
る
際
に
は
、
設
置
目
的
や
機
能

に
よ
り
沿
線
の
自
然
景
観
や
人
文
景
観
等
を
ど
こ
か
ら

(位
置
)、
ど
う

(方
向
)
見
せ
れ
ば
最
も
効
果
が
あ
が
る

か
を
考
え
、
さ
ら
に
、
安
全
性
や
快
適
性
に
も
十
分
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
単
に
目
的
地
に
到
達
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

歩
道
に
テ
ー
マ
を
も
た
せ
、
興
味
地
点
を
通
す
た
め
に
迂

回
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
特
に
自
然
研
究
路
や
探
勝

歩
道
に
あ
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
歩
道
は
、
計
画
目
的
に
適
合
し
た
ル
ー
ト
、
規

模
、
構
造
お
よ
び
形
態
と
す
る
と
と
も
に
、
造
成
が
自
然

環
境
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
、
既
存
植
生
の
保
全
斜

面
の
安
定
、
侵
食
の
防
止
な
ど
に
留
意
し
て
設
計
す
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
急
勾
配
の
歩
道
は
雨
水
に
よ
る
侵
食
を

“" 道行セ 91.7

図 4 長距離自然歩道の路線図



ま
ね
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
急
勾
配
の
ル
ー

な
自
然
環
境
の
地
域
で
は
、
歩
く
こ
と
す
ら
自
然
破
壊
を

ト
は
用
い
ず
に
蛇
行
す
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ま
ね
く
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
の
最
後
に

｢自
然
に
や
さ
し

い
。

3

自
然
に
や
さ
し
い
歩
道
の
例

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
湿
原
や
高
山
地
帯
な
ど
脆
弱

(自然観察路) もっぱら、 自然の地形や動植物などが容易に観察できる
コースをとり、 歩きながら自然のしくみや営みが理解できるようにする。
亙離はおおむね 4 km程度が限度のループ式歩道が適当である。 なお、 起点
こはビジターセンターなどがあり、 歩道沿いに設置する解説板はおおむね
0ポイント程度あることが望ましい。

もっぱら、名所、 IH蹟、 景勝地などを劇的な構成によりめぐるコース
をとり、 家族単位で容易に歩ける歩道とし、 距離はおおむね 8 ~ 1okmを標
準とする。 なお、 コースの起点には案内板を設置し、 コースの距離、 時間、
興味地点などを明記し、 興味地点には随時解説板を設置する。 また、 コー
スの起終点は交通機関に接続するようにする。

もっぱら、 山登りを目的とする歩道で、 山の地形により歩道の延長、 歩
行の難易がきまる。 他の歩道と異なり登uI道は、 地形、 気象、 高度等条件
の悪い地域に設置され、 利用者も相当の危険を承知の上で利用すると思わ
れ、また、 設置後の維持管理を考えると徒らに構造物を設けることは避け
るべきである。 しかし、 安全対策も必要であるので指導標の設置箇所や、
場所によっては避難小屋の設置を考慮する。 また、 コースの難易によって

･ づと を 夕炙 - の注意を喚起することも必要なことである。

営
歩
い

劇
、を
解
る

山
i
p
ら
あ

oる

や
式
沿

を
し
板
時
す

、山
危
徒
で
る
す

夕
み
プ
道

ど
と
内
随
に

で
登
の
と
要
す
起

地
く

一
歩

o
な
道
案
は
う

造
り
当
る
必
慮
喚

の
し
ル

、い

地
歩
は
に
よ

歩
な
相
え
も
考
を

然
の
の
り
し

勝
る
に
点
る

る
異
も
考
策
を
意

自
然
度
あ
ま

景
け
点
地
す

ず
と
者
を
対
置
注

、白
眼
が
望

、歩
起
味
続

と
適
用
理
全
設
の

ら
ら
が
ど
が

蹟
に
の
興
接

的
歩
利
管
安
の
者

ぱ
が
度
な
と

旧
易
ス

、に

目
の

、特

、屋
山

っ
な
程
一
こ

、容

-
し
関

を
他
れ
維
し
小
登

も
き
麺
夕
る

所
で
コ
記
機

り

0さ
の
か
難

、

歩
4
ン
あ

名
位

、明
通

登
る
置
後
し
遅
て

)

、ね
セ
度

、単
お
を
交

山
ま
設
置

0は
し

路
り
む
一
程

ら
族
な
ど
は

、き
に
設
る
て
を

寮
と
お
タ
ト

ぱ
家

oな
点

ら
が
域

、あ

っ
け

観
を
お
ジ
ン

っ
、る
点
終

ば
易
地
た
で
よ
づ

然
ス
は
ビ
イ

も
り
す
地
起

っ
難
い
ま
き
に
ク

　
　　　　

　　　
　
　　　
　　　　

　　

路

道

道

の

聡

歩

山

道

右

勝

J歩

　

　
　

　

道

図

御
箙

浄
360

木道側面図

o吟の

00の

"にU

[

8
の言

図

い
｣
歩
道
の
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

印

湿
原
を
通
る
歩
道
の
例

へ釧
路
湿
原
国
立
公
園
〉

釧
路
湿
原
は
、
日
本
で
最
大
の
広
さ
を
も
つ
湿
原
で
あ

り
、
昭
和
六
二
年
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
現
在
環

境
庁
の
管
理
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
厳
正
な
保
護
に

あ
た
る
と
と
も
に
、
直
轄
お
よ
び
北
海
道
へ
の
補
助
事
業

で
、
湿
原
の
様
々
な
動
植
物
を
観
察
す
る
た
め
の
湿
原
探

勝
路
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
歩
道
は
、
湿
原
の
貴
重
な
植
物
等
へ
の
影
響
を
最



小
限
に
抑
え
る
た
め
、
木
道
構
造
と
し
て
い
る
が

(図
6
、

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
た
ち
を
引
き
つ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
雲

四
〇
〇
か
ら
二
、
五
〇
0
m
に
広
が
る
が
、
こ
こ
の
自
然

7
)、場
所
に
よ
っ
て
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の
営
巣
地
に
近

の
平
や
五
色
が
原
な
ど
の
広
大
な
高
山
植
物
の
お
花
畑
も

も
非
常
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
る
。

い
た
め
、

一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ
と
も
あ
る

(図
8
)。

さ
ら
に
、
比
較
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
し
や
す
い
歩
道
に
お

い
て
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
人
も
利
用
で
き
る

よ
う
車
椅
子
で
の
利
用
も
可
能
な
幅
と
し
て
い
る
。

②

高
山
植
物
帯
を
通
る
歩
道
の
例

へ中
部
山
岳
国
立
公
園

雲
の
平
、
五
色
が
原
地
区
〉

中
部
山
岳
国
立
公
園
は
、
北
ア
ル
プ
ス
と
呼
ば
れ
る
日

本
を
代
表
す
る
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
急
峻
な
岩
山
は

ぎ
愈

の
平
や
五
色
が
原
な
ど
の
広
大
な
高
山
植
物
の
お
花
畑
も

点
在
す
る
。
こ
の
別
天
地
と
も
い
え
る
お
花
畑
は
標
高
二
、

　　
　
　

　

　

　
　

　
　

　
　　
　　
　

ま
歩

て
な

J
･

　

　
　
　　

　
　

蜘祷ん
撚さぞ

　
　　

　

　 　　　　　　　 　
　

ノノノ
＼‐" き≦≦:;ききマリノとも瞬き.〃/“

　　　　　　　　
　 　

　
　　　

図 9 高山地帯での登山道の複線化
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高
山
植
物
は
、
溶
岩
台
地
上
の
火
山
灰
の
表
面
に
数
千

年
か
か
っ
て
で
き
た
一
〇
か
ら
二
○
伽
の
厚
さ
の
土
壌
の

上
に
生
育
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
表
を
覆
っ
て
い
る

高
山
植
物
は
人
間
が
歩
き
、
踏
み
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

枯
れ
て
し
ま
い
、
数
年
間
登
山
道
と
し
て
歩
か
れ
る
と
裸

地
化
し
貴
重
な
土
壌
も
雨
水
に
よ
っ
て
流
亡
し
て
し
ま
う
。

い
っ
た
ん
裸
地
化
し
た
道
は
歩
き
に
く
く
、
人
は
新
た
な

･

植
生
帯
を
歩
く
た
め
、
再
現
な
く
裸
地
が
広
が
っ
て
し
ま

う

(図
9
)。

こ
の
よ
う
な
悪
循
環
を
絶
つ
た
め
に
、
こ
こ
で
も
木
道

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
木
材
の
輸
送
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
費
用
は
か
か
る
が
、
植
物
を

保
護
し
人
間
も
歩
き
や
す
い
と
い
う
一
石
二
鳥
の
｢
み
ち
｣

で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
環
境
庁
が
進
め
て
い
る

｢自
然
に
ふ
れ
あ
う
た

め
の
歩
道
｣
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
き
た
が
、
人
間

は
な
ぜ
自
然
に
親
し
み
た
い
と
思
う
の
か
、
ま
た
自
然
と

接
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
な
の
か
と
い

7L

う
テ
ー
マ
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
今
後
も

｢人
と
自
然
に

9セ

や
さ
し
い
歩
道
｣
の
整
備
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

行道

い
る
。

2　
　



都
市
計
画
事
業
に
よ
る

道
路
整
備
(街
路
事
業
)

建
設
省
都
市
局
街
路
課
課
長
補
佐

福
本

俊
明

一

都
市
計
画

都
市
計
画
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備

を
図
る
た
め
、
適
正
な
制
限
の
も
と
に
土
地
の
合
理
的
な

利
用
や
都
市
基
盤
施
設
の
形
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
公
共
団
体
が
行
う
開
発
行
為
は
も
ち
ろ
ん
、

民
間
が
行
う
建
築
行
為
に
至
る
ま
で
全
て
の
開
発
行
為
が
、

一
つ
の
統
合
体
と
し
て
秩
序
あ
る
都
市
整
備
に
資
す
る
よ

う
誘
導
す
る
た
め
の
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
計
画
が
都
市

計
画
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
た
め
、
必
要
な
事
項
を
都
市
計
画
の
内
容
と
し
て

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
の
目
的
実
現
の
た
め
に
必
要
な

規
制
と
、
開
発
整
備
の
方
策
も
併
せ
て
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

1

都
市
計
画
区
域

都
市
計
画
区
域
は
、
市
ま
た
は
一
定
の
市
町
村
の
中
心

市
街
地
を
含
み
、
自
然
的
お
よ
び
社
会
的
条
件
等
か
ら
み

て
一
体
の
都
市
と
し
て
総
合
的
に
整
備
･
開
発
･
保
全
す

る
必
要
の
あ
る
区
域
か
、
あ
る
い
は
新
し
く
住
居
都
市
、

工
業
都
市
、
学
園
都
市
等
と
し
て
開
発
す
る
必
要
の
あ
る

区
域
で
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
。

前
者
は
、
い
わ
ば
自
然
発
生
的
な
都
市
を
核
と
し
そ
の

周
辺
部
を
含
め
た
区
域
を
想
定
し
て
お
り
、
後
者
は
、
筑

波
や
京
阪
奈
の
研
究
学
園
都
市
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
市
町
村
と
い
う
行
政
区
域
に
拘
わ

ら
ず
一
体
的
に
形
成
さ
れ
る
べ
き
区
域
を
一
つ
の
都
市
計

画
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
指
定
に
あ
た
っ
て
知
事
は
市
町
村
の
意
見
を
聞

き
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
い
、
二
以
上
の
都
府

県
に
わ
た
る
場
合
は
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
。

2
･
都
市
計
画
の
内
容

都
市
計
画
の
内
容
は
、
の
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化

調
整
区
域
⑬
地
域
地
区
8
都
市
施
設
e
市
街
地
開
発
事
業

の
四
種
類
か
ら
な
る
。

ま
ず
、
④
の
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
は
、

無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る

た
め
定
め
る
も
の
で
、
市
街
化
区
域
は
、
既
成
市
街
地
と

概
ね
一
〇
年
以
内
に
優
先
的
･
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る

べ
き
区
域
で
あ
り
、
市
街
化
調
整
区
域
は
当
面
市
街
化
を

抑
制
す
べ
き
区
域
で
あ
る
。
こ
の
区
域
区
分
に
基
づ
い
て

各
種
の
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
る
。

⑲
の
地
域
地
区
は
、
建
築
規
制
等
の
方
法
に
よ
り
都
市

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
定
め
る
も
の
で
、
土
地
利
用
の

各種の
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全
体
像
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
用
途
区
域
に
は
第
一
種
、

第
二
種
の
住
居
専
用
地
域
、
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
近

隣
商
業
地
域
の
八
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域

に
応
じ
て
各
種
の
規
制
が
働
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
規
制

に
よ
っ
て
都
市
の
望
ま
し
い
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
経
済
社
会
活
動
の
高

度
化
に
伴
い
、
開
発
行
為
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

区
レ
ベ
ル
で
の
土
地
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
問
題
が

公
聴
会
説
明
会
等
に
よ

る
住
民
の
意
見
反
映

注

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

6
の
都
市
施
設
は
都
市
構
成
の
骨
格
を
な
し
、
円
滑
な

都
市
活
動
と
良
好
な
都
市
環
境
を
保
持
す
る
た
め
不
可
欠

な
施
設
に
つ
い
て
都
市
計
画
と
し
て
定
め
る
。
都
市
施
設

に
関
し
て
は
、
通
常
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
定
め

る
が
、
道
路
や
都
市
高
速
鉄
道
等
の
施
設
は
全
て
を
都
市

計
画
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
市

街
化
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
区
域
で
は
都
市
構
成
上
必

告
示
及
び

"

縦

覧

S

(注4 ) 地区計画等に関する都市計画に
ついては、原案の作成段階で一定
の利害関係者に対する意見聴取手
続が条例で定められている。

ロ.市町村が定める都市計画の決定手続 注4

　

　　

　
　

注

都
市
計
画

地
方
審
議
会

華 の都
の 決寮
承 S 19① 定画

意
見
書
の
提
出

注 公
聴
会
等
に
よ
る

住
民
の
意
見
反
映

図 1 都市計画決定手続

原
案
の
作
成

市町村の審議会など

要
な
道
路
･
公
園
･
下
水
道
を
都
市
計
画
と
し
て
定
め
る
。

最
後
に
@
の
市
街
地
開
発
事
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
事

業
の
実
施
に
よ
っ
て
都
市
計
画
の
目
的
を
実
現
し
て
行
く

も
の
で
、
面
的
な
整
備
方
式
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
、

工
業
団
地
造
成
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
が
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
内
容
の
他
、
街
区
レ
ベ
ル
で
の
良
好
な

居
住
環
境
の
形
成
の
た
め
、
主
と
し
て
街
区
内
の
居
住
者

等
の
利
用
に
供
さ
れ
る
道
路
、
公
園
等
の
施
設
整
備
、
建

築
等
に
関
し
て
一
体
的
に
定
め
る
地
区
計
画
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
が
具
体
的
目
的
を
明
確
に
し
そ
の
実

現
を
図
っ
て
行
く
た
め
、
都
市
整
備
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
併
せ
て
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
都
市
整

備
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
整
備
、
開
発
、
保
全
の
方

針
に
お
い
て
は
、
①
人
口
、
産
業
、
市
街
地
の
規
模
等
の

都
市
計
画
の
目
標
②
主
要
用
途
の
配
置
、
市
街
地
の
密
度
、

土
地
利
用
の
方
針
③
市
街
地
の
開
発
お
よ
び
再
開
発
の
方

針
④
道
路
、
都
市
高
速
鉄
道
等
の
交
通
体
系
の
整
備
方
針

等
、
を
都
市
計
画
に
定
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
必
要
な
都
市

計
画
を
決
定
し
て
、
効
率
的
に
都
市
整
備
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

二

都
市
計
画
道
路

1

総
合
都
市
交
通
体
系
の
中
で
の
位
置
付
け

都
市
交
通
施
設
が
そ
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
し
、
快
適

44 道々テセ 91.7



で
活
力
あ
る
都
市
機
能
の
維
持
、
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、

広
域
計
画
や
土
地
利
用
計
画
等
と
の
整
合
の
も
と
に
、
各

交
通
機
関
相
互
の
適
正
な
機
関
分
担
の
あ
り
方
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
体
系
が
総
合
都
市
交
通
体
系
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
目
標
を
定
め
た
も
の
が
都
市
交
通
体
系
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

総
合
都
市
交
通
体
系
は
、
各
都
市
圏
の
交
通
特
性
、
土

地
利
用
、
都
市
規
模
に
応
じ
適
切
に
定
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
中
で
都
市
計
画
道
路
の
果
た
す
べ
き
役
割
が

明
示
さ
れ
る
。

な
お
、
都
市
圏
の
分
類
と
計
画
課
題
を
類
型
化
し
た
内

容
を
表
ー
に
示
す
。

2

都
市
計
画
道
路
の
役
割
と
整
備
目
標

都
市
計
画
道
路
は
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
、
都
市
生
活

を
支
え
る
基
幹
的
な
都
市
施
設
で
あ
り
、
土
地
利
用
計
画

と
と
も
に
都
市
計
画
の
基
本
を
成
す
も
の
で
あ
る
(表
2
)。

都
市
計
画
道
路
は
、
の
広
域
道
路
網
体
系
を
形
成
し
、

都
市
圏
の
骨
格
と
な
る
都
市
高
速
道
路
お
よ
び
主
要
幹
線

道
路
、
⑭
近
隣
住
区
の
外
郭
お
よ
び
住
区
内
の
骨
格
を
形

成
し
、
都
市
内
交
通
を
処
理
す
る
幹
線
街
路
お
よ
び
補
助

幹
線
道
路
、
6
街
区
の
外
郭
を
形
成
し
宅
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
確
保
す
る
区
画
街
路
、
等
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
が
体
系
的
、
段
階
的
に
構
成
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
都
市

計
画
道
路
網
が
効
率
的
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
望
ま
し
い
整
備
水
準
は
、
都
市
規
模
や
都
市
構
造

表 1 都市圏分類と計画課題

大都市圏 地方中枢都市圏 地方中核都市圏 地方中心都市圏

現 況

道
化

ド
率
大
公
"
発

ぴ
激
に
一
効
増
通
翳
の

ょ
難
点
モ
革
の
交
窃
)

お
混
結
る
の
量
る
6
等

道
の
通
け
換
通
よ
け
音

鉄
路
夜
お
変
交
に
害
騷
生

道
化
発

の

ぴ
激
の

力

よ
雑
害

送

お
混
公

輪

道
の
通

ス
下

鉄
路
交
生
バ
抵

激

発

バ
の

雑

の

、力

混

害

車
送

の

公

電
輸

路

通

面
の
下

道
化
交
生
路
ス
抵

左

左

左

同

同

同

計

画

課

題

麺籔椴好め

共
関

、シ
ノ

公
機
道
通
ム

ワ
端
新
ム
通
)
-

の

ト
(

の
テ
交
入
し

点

ッ
傷
て
ス
共
導
用
置
節

ネ
略
し
シ
公
の
専
設
結

道
ク
と
通
の
関
ス
の
通
備

鉄
一末
交
等
機
バ
ン
交
整

交
等
機

新
ム
通

、テ
交
入

鉄
ス
共
導

左

左

下
シ
公
の

地
通
の
関

同

同

-アス
入

シ
導

通
の

左

左

交
等

新
ム

同

同

備
の

整
通
進

の
交
増

網
ス
の

左

左

路
バ
便

道
と
利

同

同

通
乗
ト
)

交
℃

、ク

別
関
車
ッ

個
機
用
ラ

礬
癈
鰯

麺獺縣離効麺叡楜利

物
道
交

、鉄
体

線
、立

左
状
点
続
)
左

環
拠
連
化

同
(
流
の
差
同

の
整繕勘

左
廉
縣
)

左

同
(
道
備

同

の路道
左
線
)

左

幹
備

同
(

整

同

金‐自転

の

の

専

間

間

、

空

空

場

者

車

車
)

行
備
転
備
駐
道

歩
整
目
整
(

用

左同 左同 左同

対象都市圏

中
阪

･
京

圏
･

市
圏
圏

都
市
市

京
都
郡

東
京
神

仙
島
九

･広
部

圏
･
北

市
圏
･
圏

都
市
圏
市

央
都
市
都

道
台
都
井

岡
圏
等

圏
市
圏

市
都
市

都
南
郡

沢
県
崎

金
山
宮

津
吉圏

入
市
圏
等

都
市
圏

路
都
市

釧
山
都

都市圏 数 3 4了 46 134

に
よ
り
異
な
る
が
、
土
地
利
用
別
に
は
望
ま
し
い
水
準
を

設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
妥
当
で
あ
る
。
住
居
系
地

域
に
お
い
て
は
、
標
準
的
な
住
区
を
単
位

(
一
蹴
四
方
)

と
す
る
地
区
を
考
慮
し
、
外
郭
部
に
幹
線
道
路
を
配
置
し
、

内
部
に
は
補
助
幹
線
道
路
を
十
文
字
に
配
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
(図
2
)。
こ
こ
で
幹
線
道
路
は
住
区
か
ら
通
過

交
通
を
排
除
し
、
比
較
的
高
い
交
通
負
荷
を
受
け
も
ち
、

補
助
幹
線
道
路
は
住
区
内
か
ら
の
発
生
交
通
を
幹
線
道
路

に
導
く
役
割
を
も
つ
。

こ
う
し
た
、
幹
線
お
よ
び
補
助
幹
線
道
路
の
望
ま
し
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
住
居
系
地
域
で
四
虹
/
蛭
、
商
業

系
地
域
で
五
j
七
虹
/
蛭
、
工
業
系
地
域
で
一
i
二
蝿
/

艦
と
考
え
ら
れ
、
全
国
の
市
街
地
平
均
で
は
長
期
的
に
み

て
三
･
五
m
/
蛭
が
必
要
と
な
る
。
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表 2 街路の多様な機能

大 項 目 小 項 目 内 容

都市交通施設機能 通路としての機能 礒てし,と鵜のめたのきg動の鰯よお人
能

沿道利用のための
機能

ス
み、積

り
の齢の

、

へ
チ
能

等
一
機

物
ロ
の

建
プ
て

、ア
し

設
の
と

施
へ
ス

、ド
一

地
一
ぺ

土
ヤ
ス

の
ク
の

道
ッ
し

沿
ト
卸

都市環境保全機能 を
一鱗⑦l)スき#小磯

の
す

市
持

都
維

都市防災機能 避難路 ･ 救援路 の鋤妙蹴劾饑嶽初
に
し鸚蹴藪硼

災
め

災害遮断 し搬拗る謝巡榔大拡
能鬱増

災
て

都市施設のための
空間機能

他の交通機関のた
めの空間

路鉄蝋衛テのス
め

シ
た

通
る

交
す

新
置、設毅し車ノ

霊モ
面

供給処理施設のた
めの空間

市
空

郡
の、め

房
た

暖
る

冷
す

域
置

地
設道鴬詠ガ

、路
道
瞥

水
理

上
処、物

気
棄

電
廃
間

通信情報施設のた
めの空間

電話
、

C A T V 等を設置するための空間

その他の施設のた
めの空間

一
問

リ
空

ト
の

ス
め熱内す案

置、設
号
を

信
等、ア

ス
ユ

ク
チ

ツ
ニ

ボ
一

話
ァ

電
フ

街区の構成と市街
地化の誘導

街区の構成 状形模規襁のそみ囲を
｣

区
る

街
す廳街を

市街化の誘導 面
え

の
与締饗、影

し
に鞭檮靴規

高
状

の
形

用

、

利
向艶励勤媛

沿
的
る

3

都
市
計
画
道
路
の
現
況
と
課
題

都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
を
見
る
と
、
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
改
良
済
み
の
も
の
は
四
四
%
に
す

ぎ
ず
、
都
市
化
の
進
展
に
対
し
て
著
し
く
立
遅
れ
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

(表
3
)。

ま
た
、
長
期
的
な
整
備
目
標
で
あ
る
市
街
地
面
積
当
た

り
三
･
五
畑
/
煙
に
対
し
、
改
良
済
み
延
長
は
一
･
三
騒

/
燈
で
あ
り
、
二
一
世
紀
に
は
国
民
の
七
割
が
都
市
に
住

む
本
格
的
な
都
市
定
住
社
会
を
迎
え
る
あ
た
り
、
そ
の
整

備
の
強
力
な
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る

(表
4
)。

こ
の
結
果
、
特
に
市
街
地
部

(人
口
集
中
地
区
)
の
交

通
混
雑
は
慢
性
化
し
て
お
り
、
国
道
、
県
道
に
お
い
て
約

五
0
%
の
区
間
が
混
雑
し
て
い
る
な
ど
、
深
刻
な
都
市
交

通
問
題
を
生
じ
て
い
る

(表
5
)。

馴

①

圓
帥

500m

01

01

。
4

0
上

三

街
路
事
業
に
よ
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備

都
市
計
画
法
の
手
続
き
に
従
い
、
都
市
計
画
事
業
と
し

て
の
認
可
を
得
て
道
路
整
備
を
行
う
事
業
を
街
路
事
業
と

い
っ
て

い
る
。

(※
注
)都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
道
路
の
整
備
で
あ
っ
て
も
、

都
市
計
画
事
業
認
可
を
得
な
い
で
整
備
す
る
場
合

(た
と
え
ば
、
国
幹
道
や
国
道
の
整
備
、
市
街
地

外
の
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
の
整
備
な
ど
)
は
、

街
路
事
業
と
は
い
わ
な
い
。

ま
た
、
街
路
事
業
は
、
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
の
新
設
、

改
築
事
業
で
も
あ
り
、
道
路
緊
急
措
置
法
に
基
づ
く
道
路

整
備
五
ケ
年
計
画
の
も
と
に
道
路
特
定
財
源
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。
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図 2 住居系地域における幹線街路および補助

幹線街路のネットワーク (近隣住区)
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表 3 都市計画道路の整備状況の推移

区 分 計画延長 改良済延長
うち幹線街路

計 画 延 長
同改良済延長

49 年度
59 年度
60 年度
61 年度
62 年度
63 年度
H 元年度

km
50,607

59,108

60,23l

61,092

62,075

63,003

63,661

km %

15,877 (31.4)

23,541 (39 .8)

24,306 (40 .4)

25,304 (41 ,4)

26,452 (42 .6)

27,335 (43,4)

28,354 (44 .5)

km

49,401

56,733

57 ,561

58,251

59,040

59,684

60,018

km %

15,451 (31.3)

22,395 (39 .5)

23,072 (40 .1)

23,946 (41.1)

24,961 (42 .3 )

25,703 (43.l)

26,528 (44 .2)

(注) 1 . 都市計画年報による。( )書は、 改良率である。

な
お
、
広
義
の
街
路
事
業
に
は
、
道
路
整
備
特
別
会
計

レ
ー
ル
道
等
整
備
事
業
、
歩
行
者
専
用
道
路
、
共
同
溝
な

蹴
の
整
備
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
総
合
交
通
体
系
の
実

か
ら
補
助
が
行
わ
れ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
市
街

ど
、
多
様
な
道
路
整
備
を
展
開
し
て
い
る
。

現
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
初
頭
を
目
標
年
次
と

地
再
開
発
事
業
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
都
市

す
る
長
期
計
画
と
し
て
、
約
六
万
如
に
及
ぶ
幹
線
道
路
整

整
備
の
根
幹
と
な
る
事
業
で
あ
る
。

1

街
路
事
業
の
長
期
方
針
と
平
成
三
年
度
予
算

備
を
目
標
と
し
て
定
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
六
三
年
度
を

狭
義
の
街
路
事
業
は
、
右
記
の
面
整
備
事
業
以
外
の
、

街
路

(都
市
計
画
道
路
)
は
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
、

初
年
度
と
す
る
第
ゆ
次
道
路
整
備
五
ヶ
年
計
画
に
基
づ
き

道
路
を
単
体
と
し
て
整
備
す
る
も
の
を
言
っ
て
い
る
が
、

円
滑
な
都
市
活
動
を
支
え
る
基
本
的
か
つ
重
要
な
都
市
基

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
道
路
改
良
、
立
体
交
差
、
橋
梁
整
備
、
舗

盤
施
設
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
市
の
発
展
動
向
に
対
応

五
ヶ
年
計
画
で
は
、
狭
義
の
街
路
事
業
と
し
て
事
業
費

装
新
設
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
道
路
整
備
の
他
、

し
て
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
を
形
成
す
る
歩
行
者
専

約
四
兆
五
千
億
円

(広
義
の
街
路
事
業
は
約
六
兆
三
千
億

鉄
道
を
高
架
化
す
る
連
続
立
体
交
差
事
業
、
新
交
通
シ
ス

用
道
路
か
ら
、
都
市
の
基
盤
と
な
る
幹
線
道
路
ま
で
の
、

円
)
を
投
入
し
、
①
都
市
内
道
路
網
の
体
系
的
整
備
、
②

テ
ム
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
モ
ノ

体
系
的
な
道
路
整
備
を
行
い
、
全
国
の
市
街
地
一
七
〇
万

な

-

也

多

、

3
、

る
胚

多

、

4

2 . 幹線街路 ;都市の骨格をなす道路で、 良好な市街地を形成し、 都 用 道 向 っ 事 ら
市生活のための交通を主として受け持っ道路。 都市内 を 新 路 梁 て 業 は
‐ この 靴- の 、 メ商‐ 行 交 整 整 い 以 全には、 この幹線街路の外、 自動車専用道路、 区画街路、
特殊街路がある。

表4 幹線街路の整備状況
(平成 2年 3月31日)

系道て 驚 街
1 ど し

　 　

区 分
市 街 地 その他

調整区域

都市計画

区域合計D I D 内 その他 計

面 積 (km2) 10 ,510 6,603 17,113 76,425 93,538

都市計画決定延長 (km )

改 良 済 延 長 (km )

改 良 率 (% )

27,079

14 ,568

53 .8

16,206

7'001

43 .2

43,285

21,569

49 ,8

16,733

4,959

29.6

60,018

26,528

44,2

建割譲嚢帯残務 2 .6

1.4

2.5

1.1

2 .5

丸3

表 5 国道および都道府県道の交通状況
(市町村道は含まない)

沿 道 状 況

混雑度が 1,0以上の区間延長

および全延長に対する割合

昭和60年 昭和63年

市街地(D I D )
市街地(その他)

市 街 地 計
市 街 地 外
合 計

km
6,239 ,2

4,309,4

10,548 .6

44,496 .6

55,045.2

%
48,8

31.O

39.6

30.3

31,7

km
8,959 ,2

6,335 ,5

15,294 .7

31,818 .7

47,113 ,4

66獲
46 ,1

56 .l

21.6

27 .O

(注) 全国道路交通センサスによる

混雑度 :良好な走行状態として許容できる限度

の交通量を基準に道路の平均的な込み具合いを

指標化したもので、 次式で定義される。

混雑度‐器 墨 ‐良好･“行状態とし‘
許容できる限度の交通量)

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

五
ヶ
年
計
画
で
は
、
狭
義
の
街
路
事
業
と
し
て
事
業
費

約
四
兆
五
千
億
円

(広
義
の
街
路
事
業
は
約
六
兆
三
千
億

円
)
を
投
入
し
、
①
都
市
内
道
路
網
の
体
系
的
整
備
、
②

健
全
な
市
街
地
の
形
成
、
③
活
力
あ
る
都
市
の
形
成
、
④

公
共
交
通
の
利
用
増
進
、
⑤
都
市
防
災
、
⑥
円
滑
な
都
市

交
通
の
確
保
、
⑦
親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
整
備
、

等
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
6
、
7
)。

平
成
三
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
新
た
に
生
活
関
連
重



点
化
枠
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

(単位 :億円)

表 6 第ー0次道路整備五箇年計画達成状況と平成 3年度予算

区 分 欝
醗

五

計

63年度 元年度 2 年度 3 年度

実施額 進捗率 実施率 計
率捗

累
進 実施額 計

率捗
累
進 事業費 計

率捗
累
進

路

路

路

理

発

査

路

独

費

醸
開

計

道
街
街
区
再
調
道
単

整

般

ち

料
方

一
う

有
地
調
合

鱗
㈱卿鱗
蘂

48

62

17

92

17

部
蜷

霧

一
御

%
6

0

0

0

6

0

9

4

一
7

劫

乾

20

36

19

幻
範

卸

-
硯

%
7

4

4

3

3

5

3

4

一
6

却
粥

M

総

芻

蜷
斡

卸

一
の

%
○

8

8

6

3

9

9

4

一
2

94

48

51

組

09

37

12

00

一
節

%
7

あ

お

0

6

4

5

4

一
江

(注) 1 , 一般道路には、 緊急地方道路整備事業および住宅宅地関連を含む。
2 . 地方単独は見込値である.

2

特
色
あ
る
街
路
事
業

=

連
続
立
体
交
差
事
業

連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
鉄
道
を
横
断
す
る
多
数
の
道

表 7 平成 3年度街路事業(狭義)予算
(単位 :百万円)

3 年 度 間 前 年 度 ⑬ 倍 率( A / B )

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費

費

＼
′
′
費

漣
枠
査

穰
化
調

事

舘
窄
通

各

雇
峠
交

屍

う
重

路

街

/
＼
街

罐

“

㈱毬
“

㈱徹
0
1

㈱㈱
0
“

9
0

一

〇

0
0

一

〇

N T T - A 型

蹴 娚 勤 鰄 剱 ㈱
為
)
)

行
債
債

担
国
国

負
地
事

務

用

工

債

ち

ち

庫

ぅ

う

国
(
(

-

-

一

総
猟

-

-

-

鱗
桝

-

-

一

攪
凝(注) 1 . 街路事業費には、 緊急地方道路整備事業を含む。

2 . 上段( )内書は、 N T T - B 型分である。

路
を
立
体
化
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
鉄
道
を
高
架
化
ま
た

は
地
下
化
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
数
の
平
面

踏
切
を
一
括
除
却
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
に
よ
り
分
断
さ

れ
て
い
る
市
街
地
の
一
体
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
道
路

交
通
の
円
滑
化
は
も
と
よ
り
、
周
辺
の
面
的
整
備
と
併
せ

抜
本
的
な
都
市
整
備
に
資
す
る
極
め
て
事
業
効
果
の
高
い

事
業
で
あ
る
。

平
成
三
年
度
に
は
全
国
六
七
箇
所
で
実
施
し
て
い
る
。

の

新
交
通
シ
ス
テ
ム
･
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
は
、
バ
ス
と
地
下
鉄
の
中
間
に
位

置
付
け
ら
れ
る
中
量
輸
送
機
関
で
あ
り
、
道
路
交
通
を
補

完
し
て
交
通
混
雑
の
解
消
と
公
共
交
通
の
利
用
増
進
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
拡
幅
に
よ
る
自
動

車
交
通
空
間
の
整
備
よ
り
も
、
当
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
効
果
が
よ
り
高
い
と
想
定
さ
れ
る
路
線
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
シ
ス
テ
ム
の
通
行
の
た
め
の
下
部
構
造
物

(イ
ン
フ

ラ
)
を
街
路
事
業
に
よ
り
整
備
し
て
い
る
。

平
成
三
年
度
ま
で
に
全
国
一
六
路
線
に
着
手
し
、
現
在

ま
で
に
五
路
線
が
完
成
、
お
よ
び
三
路
線
が
部
分
完
成
し
、

計
六
二
虹
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
年
度
か

ら
は
、
バ
ス
に
誘
導
装
置
を
取
り
付
け
た
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ

バ
ス
も
本
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

③

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
等

近
年
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
求
め
る
国
民
の
声
が
高

ま
る
中
で
、
街
路
事
業
に
お
い
て
も
、
都
市
の
顔
と
な
る

路
線
を
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
定
め
、
沿
道
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
、
質
の
高
い
街
路
空
間
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

本
事
業
で
は
、
豊
か
な
緑
の
形
成
、
広
幅
員
歩
道
、
電
線

類
の
地
中
化
、
歩
道
舗
装
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
を
補
助

事
業
と
し
て
実
施
す
る
他
、
民
間
側
に
お
い
て
も
、
沿
道

7

建
築
物
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
。
形
態
、
色
、
デ
ザ
イ
ン
等
に

セ

つ
い
て
建
築
協
定
等
に
よ
る
美
観
誘
導
を
実
施
し
て
い
る
。

漸

ま
た
、
史
跡
、
伝
統
的
構
造
物
、
歴
史
的
ま
ち
な
み
の

存
在
す
る
地
区
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
特
性
を

劣



保
全
活
用
し
な
が
ら
地
区
街
路
の
整
備
を
行
う
歴
史
的
地

区
環
境
整
備
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

④

駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

本
シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
駐
車
場
の
有
効
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
と
し
、
駐
車
場
の
位
置
、
満
空
情
報
を
自
動
車
利

用
者
に
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
崎
市
や
神
戸
市
の
事

例
に
よ
れ
ば
、
本
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、
駐
車
場
利
用
者
が

一
五
j
二
五
%
増
え
て
お
り
、
極
め
て
大
き
な
整
備
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
平
成
三
年
度
に
は
、
全
国
二
○
都

市
で
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

四

街
路
整
備
の
今
後
の
課
題

街
路
は
単
に
交
通
施
設
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
都
市
形
成
の
骨
格
で
あ
る
と
と
も
に
、
都
市
空
間

と
し
て
、
ま
た
地
下
鉄
や
上
下
水
道
の
収
容
空
間
と
し
て

機
能
を
有
す
る
な
ど
、
極
め
て
多
面
的
な
役
割
を
も
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
街
路
整
備
は
交
通
量
の
増
大
や
都
市
活

動
、
経
済
活
動
の
活
発
化
、
高
度
化
に
著
し
く
立
遅
れ
て

お
り
、
様
々
な
都
市
問
題
を
引
起
こ
し
て
い
る
。

現
在
、
街
路
整
備
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
概
括
す
る
と
、

①
交
通
処
理
能
力
の
著
し
い
低
下
、
②
う
る
お
い
、
や
さ

し
さ
と
い
っ
た
面
に
お
け
る
快
適
な
街
路
空
間
の
不
足
、

③
地
価
高
騰
に
代
表
さ
れ
る
用
地
問
題
へ
の
対
応
、
④
土

地
利
用
の
高
度
化
、
拠
点
開
発
等
と
関
連
街
路
整
備
の
整

合
性
の
確
保
、
⑤
環
境
問
題
に
対
す
る
対
応
、
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決
策
を
早
急
に

確
立
し
、
対
策
を
実
施
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す
る
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。①

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
道
路
の
段
階
的
構
成
の
必

要
性
が
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
主

要
幹
線
道
路
の
都
市
計
画
上
の
位
置
付
け
が
明
確
で
な
い

こ
と
、
幅
員
、
車
線
数
、
立
体
化
等
に
つ
い
て
の
指
針
が

確
立
さ
れ
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
現
実
に
は
、
主
要
幹
線

道
路
も
含
め
信
号
交
差
点
が
増
大
し
、
都
市
内
に
お
い
て

は
い
ず
れ
の
道
路
も
同
様
に
多
数
存
在
す
る
た
め
渋
滞
が

激
し
く
な
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
交
通
処

理
機
能
の
高
い
主
要
幹
線
道
路
の
体
系
的
、
重
点
的
な
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
、
主
要
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
原
則

六
車
線
以
上
の
広
幅
員
を
確
保
し
つ
つ
、
交
差
交
通
を
極

力
排
除
す
る
た
め
立
体
交
差
を
大
幅
に
取
入
れ
た
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ
道
路
と
し
て
整
備
す
る
。
な
お
、
こ
の
重
点
整

備
を
推
進
す
る
た
め
の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
が
必
要

と
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
緑
、
景
観
、
広
幅
員
歩
道
を

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
高
齢
者
に

対
応
し
た
歩
道
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
広
幅
員
歩
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
等
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
主
要
幹

線
道
路
の
整
備
に
お
い
て
も
、
そ
の
機
能
性
の
確
保
の
み

な
ら
ず
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
へ
の
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
都
市
内
で
の
空
間
不
足
、
事

業
費
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
立
体
道
路
制
度
の
活
用

や
、
代
替
地
や
代
替
床
を
機
動
的
に
確
保
で
き
る
制
度
や
、

開
発
利
益
の
還
元
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
街
路
等
の
基
盤
整
備
と
開
発

計
画
の
整
合
性
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
強
化
、

お
よ
び
開
発
に
関
連
し
た
街
路
整
備
に
対
す
る
開
発
利
益

の
還
元
方
策
の
確
立
等
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、

環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
道
路
構
造
と
し
て
地
下
構
造
や

掘
割
構
造
の
活
用
な
ど
配
慮
し
う
る
限
り
の
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
都
市
全
体
の
環
境
改
善
に
効
果
の
高
い
ハ

イ
モ
ビ
リ
テ
ィ
道
路
の
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
道
路
整
備

と
し
て
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
自
動
車
の
技
術
的
改
良
、

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
環
境
保
全
型
の
構
造
へ
の
転

換
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
将
来
の
経
済
社
会
の
一
層
の
高
度
化
を
想
定
す

る
と
き
、
従
来
型
の
街
路
整
備
の
み
な
ら
ず
、
物
流
、
情

報
、
新
シ
ス
テ
ム
等
の
未
来
像
を
想
定
し
つ
つ
、
新
た
な

施
設
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
街
路
整
備
を
と
り
ま
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
都
市
構
造
の
望
ま
し
い
方
向
へ
の
改
編
や
、
総

合
都
市
交
通
体
系
の
実
現
等
を
目
指
し
、
後
追
い
型
の
街

路
整
備
で
な
く
、
先
取
り
型
の
街
路
整
備
を
実
現
し
て
行

く
よ
う
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
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韮
地
区
画
整
理
事
業
と
週
騰

建
設
省
都
市
局
区
画
整
理
課

望
月

の

一
は
じ
め
に

土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、｢都
市
計
画
区
域
内
の
土
地

に
つ
い
て
、
公
共
施
設
の
整
備
改
善
お
よ
び
宅
地
の
利
用

の
増
進
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
土
地
の
区
画
形
質
の
変

更
お
よ
び
公
共
施
設
の
新
設
･
変
更
に
関
す
る
事
業
｣
で

あ
る

(土
地
区
画
整
理
法

(以
下
、
｢法
｣
と
い
う
。)
二

条
一
項
)。
そ
の
た
め
の
手
法
が
換
地
で
あ
り
、
従
前
の
宅

地
の
各
筆
ご
と
に
換
地
を
定
め
、
換
地
処
分
に
よ
っ
て
従

前
の
宅
地
上
に
存
す
る
権
利
関
係
に
変
更
を
加
え
る
こ
と

な
く
そ
の
ま
ま
換
地
上
に
移
行
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
そ
れ

ぞ
れ
の
宅
地
の
面
積
や
位
置
等
に
応
じ
た
減
歩
を
行
い
、

こ
れ
を
道
路
、
公
園
等
の
公
共
施
設
用
地
等
に
当
て
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
関
係
権
利
者
の

公
平
な
負
担
に
よ
っ
て
公
共
施
設
用
地
を
生
み
出
す
も
の

で
あ
っ
て
、
幹
線
道
路
と
一
体
的
に
機
能
す
る
区
画
道
路

の
整
備
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
広
さ
の

地
域
の
面
的
整
備
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
街
地

の
一
体
的
･
総
合
的
整
備
を
図
る
手
法
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
って
お
り
、
第
一
〇
次
道
路
整
備
五
ケ
年
計
画
に

お
い
て
も
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
整
備
目
標
に
つ
い
て
、

｢21
世
紀
初
頭
に
約
一
七
〇
万
m
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
市
街
地
の
う
ち
、
五
七
万
m
が
良
好
な
都
市
環
境
を

確
保
す
る
た
め
面
的
な
基
盤
整
備
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
か
ら
、
こ
の
う
ち
既
成
市
街
地

の
一
三
万
m
、
新
市
街
地

(新
た
に
編
入
さ
れ
る
区
域
を

含
む
)
-
ニ
ニ
万
m
、
計
三
六
万
娩
に
つ
い
て
土
地
区
画
整

理
事
業
を
推
進
す
る
。｣
と
設
定
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成

二
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
た
道
路
延
長
は
、
約
六
万
如
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
公
共
施
設
の

整
備
に
は
、
買
収
、
収
用
等
に
よ
っ
て
整
備
す
る
場
合
と

比
較
し
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

①

一
定
の
地
区
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
道
路
、
公
園
、

排
水
施
設
等
の
公
共
施
設
の
新
設
･
改
善
を
宅
地
の

整
備
と
同
時
に
面
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
度

の
低
い
残
地
が
生
じ
な
い
、
土
地
の
利
用
効
率
を
均

等
化
さ
せ
る
、
既
存
道
路
と
の
変
則
的
交
差
が
生
じ

な
い
、
道
路
･
下
水
道
等
の
整
備
手
順
が
容
易
で
手

戻
り
工
事
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
効
果

が
あ
る
。

②

地
区
に
必
要
な
公
共
施
設
用
地
を
、
各
権
利
者
の

受
益
に
応
じ
た
減
歩
に
よ
る
公
平
な
負
担
に
求
め
る

事
が
で
き
、
各
権
利
者
は
公
平
に
開
発
利
益
を
受
け
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て
有
効
な
土
地
利
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

て
お
り
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
。

行
主
体
は
宅
地
以
外
の
土
地
を
施
行
地
区
に
編
入
す
る
場

③

地
権
者
が
施
行
後
も
地
区
内
に
残
れ
る
と
と
も
に
、

等
で
あ
る
。

合
の
当
該
施
設
管
理
者
の
承
諾
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

土
地
利
用
の
改
善
が
図
ら
れ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
よ
り
良
い
形
で
維
持
で
き
る
。

④

国
･
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
、
公
共
施
設

管
理
者
負
担
金
の
ほ
か
、
保
留
地
処
分
金
を
事
業
費

に
還
元
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
多
様
な
財
源
を
活
用

で
き
る
と
共
に
、
事
業
主
体
も
公
共
団
体
、
公
的
機

関
の
ほ
か
、
地
権
者
た
る
個
人
、
そ
の
集
ま
り
で
あ

る
土
地
区
画
整
理
組
合
も
施
行
者
と
し
て
認
め
ら
れ

等
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
路
は
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
公
共
施
設
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
以
下
で

は
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
道
路
の
管

理
、
引
継
ぎ
等
を
中
心
に
区
画
整
理
法
と
道
路
法
の
関
係

か
ら
生
ず
る
問
題
点
を
若
干
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

用地買収方式と土地
区画整理事業の比較

③土地区画整理事業による整備

二

施
行
地
区
編
…入
の
承
認

個
人
施
行
お
よ
び
組
合
施
行
の
場
合
に
、
宅
地
以
外
の

土
地
を
施
行
地
区
に
編
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

土
地
を
管
理
す
る
も
の
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ

(法
七
条
、
一
〇
条
三
項
、
一
七
条
、
三
九
条
二

項
)、
こ
の
承
認
が
施
行
の
認
可
(法
四
条
一
項
)
お
よ
び

組
合
設
立
の
認
可

(法
一
四
条
一
項
)
の
要
件
と
さ
れ
て

い
る
(法
九
条
一
項
、
二
一
条
一
項
)。
こ
の
承
認
は
、
事

業
計
画
に
関
す
る
関
係
権
利
者
の
同
意
と
異
な
り
、
事
業

計
画
自
体
に
つ
い
て
の
承
認
は
法
上
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
公
共
施
設
管
理
者
と
し
て
は
事
業
計
画
等
を
前
提

と
し
て
承
認
を
す
る
か
否
か
を
決
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
事
業
計
画
等
を
添
付
し
て
施
行

地
区
編
入
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ま
た
こ
の

場
合
、
都
市
計
画
法
三
二
条
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
二

六
条
、
住
宅
地
区
改
良
法
七
条
等
と
異
な
り
、
新
た
に
設

置
さ
れ
る
公
共
施
設
を
管
理
す
る
者
と
の
協
議
は
要
求
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
個
人
施
行
･
組
合
施
行
以
外
の
施

合
の
当
該
施
設
管
理
者
の
承
諾
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
管
理
の
引
継
ぎ
等
事
業
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
に

は
、
法
上
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
実
際
の
運
用

に
お
い
て
は
、
施
行
者
は
事
業
計
画
を
定
め
ま
た
は
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
予
め
設
計
の
概
要
の
う
ち
道
路

法
上
の
道
路
ま
た
は
道
路
と
な
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
道

路
管
理
者
ま
た
は
道
路
管
理
者
と
な
る
べ
き
者
と
協
議
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
｢土
地
区
画
整
理
補
助

事
業
の
実
施
細
目
に
つ
い
て
｣
(昭
和
五
五
年
三

月
一
日

建
設
省
都
区
発
第
四
七
号
建
設
省
都
市
局
区
画
整
理
課
長

通
達
)
に
お
い
て
は
、
公
共
団
体
等
区
画
整
理
補
助
事
業

お
よ
び
組
合
等
区
画
整
理
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
基
本
計

画
作
成
の
段
階
に
お
い
て
、
施
行
地
区
内
に
国
道
、
地
方

道
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
と

協
議
し
、
処
理
方
針
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
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三

事
業
施
行
に種
と
道
路
法
上
の
承
認
工
事

区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
は
換
地
処
分
を
行
う
前
に
仮

換
地
の
指
定
を
行
い

(法
九
八
条
)、
そ
れ
に
よ
っ
て
使

用
、
収
益
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
宅
地
に
つ
い

て
は
そ
の
宅
地
の
所
有
者
お
よ
び
占
有
者
の
同
意
を
得
る

こ
と
な
く
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
(法
八
〇
条
)。
そ
こ
で
一
般
に
施
行
者
は
仮
換
地
の

指
定
後
、
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
公
共
施
設
工
事
等
土
地



区
画
整
理
事
業
の
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
施
行
地
区

内
の
既
存
道
路
は
設
計
の
概
要
に
基
づ
い
て
拡
幅
、
付
け

替
え
等
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
工
事
に
お
い
て
、

道
路
法
二
四
条
の
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
必
要
説
と
不
要
説
に

分
か
れ
て
い
る
。
必
要
説
は
、
道
路
管
理
の
基
本
的
行
為

で
あ
る
工
事
施
行
の
権
限
は
公
物
主
体
た
る
道
路
管
理
者

に
属
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
権
限
に
関
す
る
明
文

の
規
定
を
欠
く
の
で
道
路
法
二
四
条
が
適
用
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
(｢道
路
法
解
説
も
、
と
す
る
の
に
対
し
、
不
要
説

は
土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
は

公
共
施
設
の
新
設
･
変
更
が
そ
の
本
質
的
内
容
を
な
す
の

で
(法
二
条
一
項
)、
区
画
整
理
法
に
従
っ
て
工
事
が
行
わ

れ
る
限
り
道
路
法
の
規
定
は
排
除
さ
れ
る

(昭
和
三
七
年

九
月
五
日
建
都
区
静
第
一
七
号
沼
津
市
長
あ
て
建
設
省
都

市
局
区
画
整
理
課
長
回
答
)、
と
す
る
。

道
路
法
上
、
道
路
工
事
施
行
の
権
限
は
道
路
管
理
者
に

属
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
管
理
者
以
外
の
者
は
道
路
法

二
四
条
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
道
路
法
ま
た
は
軌
道
法
六

条
の
よ
う
な
他
の
法
律
の
特
別
の
規
定
が
な
い
限
り
道
路

に
関
す
る
工
事
を
施
行
で
き
な
い
。
そ
の
上
で
、
他
の
法

律
の
特
別
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
軌
道
法
六
条
の
よ
う
な

明
文
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
限
ら
ず
、
明
文
の
規
定
が
な

く
と
も
管
理
者
以
外
の
者
に
よ
る
工
事
施
行
を
当
然
の
前

提
と
し
て
い
る
規
定
も
含
む
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法

二
条
一
項
に
お
い
て
は
事
業
施
行
者
に
よ
る
道
路
に
関
す

る
工
事
施
行
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

｢他
の
法
律

の
特
別
の
定
め
｣
に
該
当
し
、
道
路
法
二
四
条
の
承
認
に

つ
い
て
は
不
要
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
(軌
道
法
は
特
許
を

得
て
軌
道
を
敷
設
し
、
運
輸
事
業
を
経
営
す
る
際
に
適
用

さ
れ
る
法
律
で
あ
っ
て
、
道
路
に
関
す
る
工
事
は
軌
道
事

業
そ
の
も
の
の
内
容
で
は
な
い
た
め
、
本
来
は
道
路
管
理

者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
軌
道
敷
設

が
各
道
路
に
わ
た
る
た
め
統
一
的
処
理
を
考
慮
し
て
六
条

に
道
路
法
の
特
例
と
し
て
見
徴
し
規
定
を
お
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。)

し
か
し
、
解
釈
理
論
上
は
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
と
し

て
も
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
公
物
管
理
権
と
公
物
警
察

権
と
の
調
整
と
い
っ
た
局
面
に
お
い
て
道
路
管
理
者
の
協

力
が
な
け
れ
ば
事
実
上
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
施
行
者
は
工
事
着
手
前
に
道
路
管
理
者
と
の
間
で

工
事
の
内
容
、
時
期
、
場
所
、
交
通
規
制

(通
行
の
禁
止

ま
た
は
制
限
)
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
付
け
替
え
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

道
路
上
に
仮
換
地
が
指
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
被
指
定
者

が
供
用
廃
止
行
為
が
な
さ
れ
る
前
に
宅
地
造
成
等
の
工
事

や
建
物
の
建
築
を
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
ず
に
行
え

る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
先
の
行
政
実
例

(昭
和
三
七
年
九
月
五
日
建
都
区
静
一
七
号
)
は
、
｢改
廃

す
る
道
路
の
上
に
仮
換
地
を
指
定
さ
れ
た
者
が
宅
地
造
成

等
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

な
い
。｣
と
し
て
い
る
が
、
法
九
九
条
二
項
の
｢特
別
の
事

情
が
あ
る
と
き
｣
に
あ
た
る
と
し
て
使
用
収
益
開
始
日
を

別
に
定
め
、
公
用
廃
止
行
為
が
あ
っ
た
日
と
す
れ
ば
こ
の

よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
い
の
で
、
単
純
な
仮
換
地
指
定
は

な
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
。
し

か
し
、
後
者
の
見
解
に
従
え
ば
現
実
問
題
と
し
て
長
期
間

使
用
収
益
で
き
な
い
状
態
に
お
か
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

四

道
路
用
地
の
帰
属
、
消
滅

①

事
業
の
施
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
道
路
用
地
の
帰
属

は
、
法
一
〇
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
原
則

的
に
は
(②
の
場
合
を
除
き
)、
換
地
処
分
の
公
告
が

あ
っ
た
日
の
翌
日
に
お
い
て
、
公
共
施
設
を
管
理
す

べ
き
者

(当
該
公
共
施
設
を
管
理
す
べ
き
者
が
主
務

大
臣
、
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
)
に

帰
属
す
る
仝
ニ
項
)。
こ
の
場
合
の
道
路
を
｢管
理
す

べ
き
者
｣
は
、
法
一
〇
六
条
=

項
の
規
定
に
よ
っ

て
定
ま
る
。

②

既
存
の
公
共
施
設
を
廃
止
し
こ
れ
に
代
替
す
る
公

共
施
設
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、
新
た
な
公
共
施
設
用

地
は
、
廃
止
さ
れ
る
公
共
用
地
が
国
、
地
方
公
共
団

体
の
所
有
で
あ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
国
、
地
方
公
共

団
体
に
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
に
お

い
て
帰
属
す
る
(
一
項
)。
法
は
国
有
財
産
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
財
産
の
処
分
に
関
す
る
法
令
の
特
例
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を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
従
前
と
施
行
後
と
の
公
共

施
設
の
代
替
関
係
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
面
積
、

財
産
的
価
値
が
同
一
で
あ
る
必
要
は
な
く
機
能
の
点

で
関
連
性
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
数
本

の
認
定
外
道
路
を
一
本
に
す
る
場
合
の
よ
う
に
従
前

に
お
い
て
複
数
の
公
共
施
設
を
一
の
公
共
施
設
に
ま

と
め
る
場
合
も
機
能
的
に
代
替
関
係
が
あ
れ
ば
一
〇

五
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
。
代
替
性
を
判
断
す
る
場

合
は
具
体
的
に
そ
の
位
置
、
起
点
お
よ
び
終
点
、
幅

員
等
機
能
を
判
断
す
る
た
め
の
諸
要
素
を
勘
案
し
て

決
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

③

従
前
の
宅
地
の
換
地
を
宅
地
以
外
の
土
地
に
定
め

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
存
す
る

従
前
の
権
利
は
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
終

了
時
に
消
滅
す
る

(二
項
)。

五

道
路
の
管
理

①

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
公
共

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
法
一
〇
六
条
に
規
定
さ
れ
、

一
項
に
よ
っ
て
換
地
処
分
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
に
、

原
則
的
に
施
設
の
存
す
る
市
町
村
の
管
理
に
属
す
る

こ
と
と
な
り
、
他
の
法
律
ま
た
は
基
準
、
規
約
、
定

･
款
若
し
く
は
施
行
規
程
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

は
そ
の
者
の
管
理
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
｢他
の
法

律
に
別
段
の
規
程
が
あ
る
場
合
｣
と
は
、
公
共
施
設

の
管
理
に
つ
い
て
道
路
法
等
他
の
公
物
管
理
法
の
規

定
に
よ
っ
て
管
理
者
が
定
ま
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る

が
、
道
路
を
拡
幅
し
た
り
バ
イ
パ
ス
を
設
置
し
た
場

合
等
区
域
の
変
更
で
足
る
場
合
は
道
路
法
上
管
理
者

は
定
ま
っ
て
い
る
し
、
道
路
を
新
設
し
た
場
合
も
一

〇
六
条
一
項
に
よ
っ
て
当
該
道
路
が
所
在
す
る
市
町

村
が
原
則
的
に
管
理
者
と
な
る
の
で
、
公
物
管
理
法

上
の
路
線
の
認
定

(指
定
)
･変
更
ま
た
は
区
域
の
決

定

(指
定
)
･変
更
等
の
手
続
き
は
管
理
の
引
継
ぎ
前

に
行
わ
な
く
と
も
よ
い
よ
う
に
理
論
上
は
解
釈
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
公
物
管
理
法
の
観
点
か
ら
す
れ
ば

で
き
る
だ
け
早
く
区
域
決
定
･
変
更
等
を
行
い
公
物

管
理
法
上
の
公
物
制
限
等
を
か
け
て
お
く
べ
き
で
あ

る
し
、
ま
た
一
項
で
原
則
的
管
理
者
が
定
ま
っ
て
い

る
と
し
て
も
管
理
す
べ
き
者
が
特
定
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
法
は
事
業
法
で
あ
り
公
物
管
理
法
と
し
て
の

性
格
は
有
し
て
い
な
い
の
で
、
公
共
施
設
に
関
す
る

工
事
が
終
了
し
た
場
合
は
速
や
か
に
公
物
管
理
者
に

管
理
を
引
継
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
路
線
の
認
定
等
公
物

と
し
て
措
置
す
る
手
続
き
は
管
理
の
引
継
ぎ
ま
で
に

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(昭
和
三
七
年
三
月
二
六
日
建

都
区
阪
第
七
号
大
阪
市
計
画
局
長
あ
て
区
画
整
理
課

長
回
答
も
同
旨
で
あ
る
。)

な
お
、
事
実
上
は
道
路
管
理
者
に
対
す
る
引
継
ぎ

通
知
お
よ
び
現
地
立
ち
会
い
等
具
体
的
な
引
継
ぎ
行

為
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
法
的
に
は
具
体
の

引
継
ぎ
行
為
が
な
く
と
も
法
上
当
然
に
管
理
者
に
管

理
権
が
帰
属
す
る
こ
と
と
な
る
。

②

公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
終
了
し
た
場
合
に
お

い
て
は
、
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
る
日
以
前
に
お
い

て
も
そ
の
公
共
施
設
を
管
理
す
る
者
と
な
る
べ
き
者

に
管
理
を
引
継
ぐ
事
が
で
き
る
(二
項
)。
ま
た
工
事

進
捗
の
事
情
に
よ
り
、
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た

日
の
翌
日
に
お
い
て
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
を
終

了
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

一
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
そ
の
工
事
完
了
時
に
お
い
て
そ
の
公
共

施
設
を
管
理
す
べ
き
も
の
に
そ
の
管
理
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
が
、
工
事
完
了
部
分
に
つ
い
て
そ
の

管
理
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
管
理
を
引

き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(三
項
)。

③

一
〇
六
条
二
項
お
よ
び
三
項
の
場
合
に
、
公
共
施

設
管
理
者
は
施
行
者
か
ら
そ
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

管
理
の
引
継
ぎ
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
事
業
計
画
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
設
計
の
概
要
に
適
合
し
な
い
場
合
を
除
き
、

そ
の
申
出
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
(四
項
)
。

一

項
の
場
合
は
法
上
当
然
に
管
理
が
所
定
の
者
に
移
行

す
る
形
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
二
項
お
よ
び
三

項
の
場
合
は
引
継
ぎ
行
為
が
介
在
し
て
い
る
た
め
引

継
ぎ
拒
否
の
場
合
も
有
り
得
る
の
で
、
引
継
ぎ
義
務

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
四
項
が
置
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
規
定
の
解
釈
に
お
い
て
、
た
と
え
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ば
道
路
構
造
令
の
適
用
を
受
け
る
道
路
の
場
合
、
文

理
解
釈
に
よ
り
設
計
の
概
要
に
適
合
し
て
い
れ
ば
足

り
る
の
か
、
そ
れ
と
も
条
理
解
釈
上
道
路
構
造
令
に

も
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
後
者
の
見
解
は
公
共
施
設
を
管
理
す
べ

き
者
に
引
継
ぎ
義
務
を
課
し
て
い
る
以
上
、
条
理
上

｢設
置
の
瑕
疵
｣

国̂
家
賠
償
法
二
条
)
を
持
つ
道
路

に
つ
い
て
引
継
ぎ
義
務
は
生
じ
な
い
こ
と
を
根
拠
と

す
る
が
、
規
定
の
文
言
上
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ

と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
法
は
設
計
の
概
要
の

技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
法
施
行
規
則
九
条
に
委
任

し
、
そ
こ
で
は
区
画
道
路
の
幅
員
、
道
路
の
す
み
き

り
、
交
差
、
公
園
の
面
積
基
準
等
若
干
の
規
定
を
お

い
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
個
々
の
事
業
の
性
格
、

内
容
に
よ
り
工
事
内
容
、
施
行
規
程
に
差
異
が
あ
る

点
お
よ
び
事
業
目
的
、
事
業
資
金
、
事
業
効
果
を
考

慮
し
て
事
業
計
画
は
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
点
を

考
え
れ
ば
、
公
共
施
設
の
設
計
に
つ
い
て
は
具
体
の

事
業
ご
と
に
公
共
施
設
の
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
設
計
の
概
要
の

技
術
的
基
準
は
最
低
限
の
基
準
で
あ
り
、
管
理
の
引

継
ぎ
に
際
し
道
路
構
造
令
の
適
用
を
受
け
る
道
路
に

つ
い
て
は
、
文
理
解
釈
上
構
造
令
に
適
合
し
た
も
の

で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
施
行
者
は
事
前
に
公
共
施

設
の
管
理
者
ま
た
は
管
理
者
と
な
る
べ
き
者
と
協
議

す
べ
き
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(法
一
〇
六
条
と
道
路

法
一
八
条
の
関
係
に
つ
い
て
の
行
政
実
例
と
し
て
は
、

昭
和
三
六
年
七
月
一
四
日
建
計
区
梨
第
二
号
甲
府
市

長
職
務
代
理
者
甲
府
市
助
役
あ
て
区
画
整
理
課
長
回

答
が
あ
る
。)

な
お
、
公
共
施
設
の
管
理
の
引
継
ぎ
前

(原
則
的
に
は

換
地
処
分
の
公
告
の
日
ま
で
)
に
お
い
て
は
、
法
一
〇
〇

条
の
二
に
基
づ
い
て
施
行
者
が
管
理
す
る
。

六

公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
制
度

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
費
は
原
則
的
に
施
行
者
が

負
担
す
る
が
(法
一
一
八
条
)、
公
共
施
設
管
理
者
は
減
歩

に
よ
っ
て
公
共
施
設
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
施

行
者
と
公
共
施
設
管
理
者
と
の
費
用
負
担
の
調
整
を
図
る

た
め
法
三
一〇
条
で
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
制
度
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
道
路
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
都
市
計
画
に

お
い
て
定
め
ら
れ
た
幹
線
道
路

(法
施
行
令
六
四
条
の
二

第
一
号
)
お
よ
び
道
路
法
に
い
う
道
路

(同
二
号
)
の
用

に
供
す
る
土
地
の
造
成
を
主
た
る
目
的
と
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
を
施
行
す
る
場
合
、
施
行
者
は
公
共
施
設
管
理

者
に
対
し
、
当
該
公
共
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得

に
要
す
べ
き
費
用
の
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
負
担
す
る

こ
と
を
求
め
る
事
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
土
地
区

画
整
理
事
業
が
保
留
地
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
ま
た

は
都
市
計
画
法
七
五
条
一
項
に
よ
り
受
益
者
負
担
金
を
課

す
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
公
共
施
設
管
理
者
に
負
担
さ

せ
る
費
用
の
額
は
区
画
整
理
の
事
業
費
の
額
か
ら
保
留
地

の
価
額
ま
た
は
受
益
者
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
を
超

え
て
は
な
ら
な
い

(法
施
行
令
六
四
条
の
三
)。

な
お
本
制
度
の
運
用
に
お
い
て
は
、｢土
地
区
画
整
理
法

一
一
九
条
の
二
に
規
定
す
る
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
の

取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(昭
和
三
六
年
五
月
一
五
日
建
設
省
計

発
一
四
六
号

建
設
省
計
画
局
長
通
達
)
お
よ
び

｢直
轄

道
路
事
業
に
係
る
土
地
区
画
整
理
法
一
一
九
条
の
二
に
規

定
す
る
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣

(昭
和
四
八
年
一
月
五
日
建
設
省
道
一
発
一
号

道
路
局

国
道
第
一
課
長
通
達
)
が
出
さ
れ
て
い
る
。
(両
通
達
に
お

け
る
法
一
一
九
条
の
二
は
昭
和
五
三
年
の
改
正
に
よ
り
一

二
〇
条
と
な
っ
て
い
る
。
)

(文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ

る
。
)

轢
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一
九
九
一
年

(平
成
三
年
)
三
月
三
一
日
午
前
○
時
、

一
般
有
料
道
路

｢北
九
州
道
路
｣
･
｢北
九
州
直
方
道
路
｣

(以
下
｢北
九
州
道
路
等
｣
と
い
う
。)
が
、
北
九
州
都
市

高
速
道
路
四
号
線
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

は
じ
め
に

過
去
に
道
路
公
団
管
理
の
一
般
有
料
道
路
を
地
方
道
路

公
社
の
有
料
道
路
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
道
路
と
し
て

引
き
継
ぐ
事
例
は
数
例
み
ら
れ
る
が
、
一
般
有
料
道
路
を

指
定
都
市
高
速
道
路
と
し
て
引
き
継
ぎ
を
受
け
、
既
路
線

と
一
体
的
に
管
理
･
運
営
す
る
こ
と
は
初
め
て
で
、
そ
れ

に
関
す
る
手
続
き
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
多

く
の
関
係
者
の
熱
意
と
日
本
道
路
公
団
の
英
断
に
よ
っ
て

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

北
九
州
都
市
圏
並
び
に
市
域
の
自
動
車
専

用
道
一路
の
現
状
に
つ
い
て

北
九
州
都
市
圏
は
、
明
治
三
〇
年
の
官
営
八
幡
製
鉄
所

の
設
立
を
契
機
に
、
鉄
鋼
･
化
学
等
素
材
型
産
業
が
展
開

し
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
る
四
大
工
業
地
帯
の
一
つ
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。

昭
和
三
八
年
に
は
、
都
市
圏
の
中
核
で
あ
る
隣
接
五
市

の
対
等
合
併
に
よ
り
、
人
口
一
〇
二
万
人
、
全
国
六
番
目

の
政
令
指
定
都
市
で
あ
る

｢北
九
州
市
｣
が
誕
生
し
、
一

層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
後

半
以
降
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
の
進
展
に
伴
い
、
素
材

型
産
業
の
国
際
競
争
力
が
低
下
し
た
た
め
、
国
内
の
産
業

構
造
の
高
度
化
が
進
む
中
で
、
本
地
域
に
お
い
て
は
構
造

転
換
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
ま
た
立
地
条
件
等
の
変
化
等

北
九
州
都
市
高
速
道
路
と

｢北
九
州
道
路
等
』
と
の
一体
化
に
つ
い
て

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
計
画
課
課
長

村
山

彬隆
鼈之

開通式(馬場山本線料金所前にて)



か
ら
生
産
拠
点
の
移
転
も
あ
い
つ
い
だ
。
こ
の
た
め
工
業

生
産
の
停
滞
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
悩
み
等
に
よ
り
経

済
地
盤
が
沈
下
す
る
と
と
も
に
雇
用
吸
収
力
の
低
下
な
ど

地
域
の
活
力
も
低
下
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
合
併
後
一
時
一
〇
六
万
人
ま
で
増
加
し
た
人

口
も
、
合
併
時
を
下
ま
わ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
地
域
の
再
生
、
都
市
の

活
性
化
に
向
け
て
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
北
九
州
市
で
は
昭
和
六
三
年
に

｢
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
構
想
｣
を
市
の
基
本
構
想
と
し
て
策
定
し
、
新
し

い
産
業
都
市
と
し
て
再
生
を
目
指
し
て
数
々
の
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
北
九
州
市
は
九
州
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
位
置

に
あ
り
洞
海
湾
と
皿
倉
山
を
主
と
し
た
山
と
に
は
さ
ま
れ

た
空
間
は
福
岡
方
面
の
交
通
路
と
も
な
っ
て
お
り
、
市
内

の
東
西
方
向
に
あ
る
国
道
三
号
は
混
雑
を
き
わ
め
て
い
た

こ
と
か
ら
、
国
道
三
号
バ
イ
パ
ス
と
し
て
｢北
九
州
道
路
｣

(二
五
虹
)
が
昭
和
三
〇
年
よ
り
建
設
に
着
手
さ
れ
た
。
こ

の
年
に
日
本
道
路
公
団
が
設
立
さ
れ
、
有
料
道
路
の
は
し

り
と
さ
れ
、
順
次
供
用
延
長
を
伸
ば
し
、
昭
和
四
八
年
全

線
が
開
通
し
た
。

一
方

｢北
九
州
直
方
道
路
｣
(六
･八
畑
)
は
、
国
道
二

7

0
0
号
の
バ
イ
パ
ス
並
び
に
北
九
州
道
路
と
九
州
縦
貫
目

刷

動
車
道
と
を
接
続
す
る
目
的
で
、
昭
和
四
七
年
に
着
工
、

行道

昭
和
五
四
年
に
完
成
し
、
北
九
州
市
の
都
市
の
発
展
に
伴

′○

い
利
用
交
通
量
も
、
通
過
交
通
に
加
え
域
内
交
通
の
比
重

5

柵

沿学

　

　　

　

　　

　
　

　

轆
戸畑

　

枝光

筏

北九州都市高速道路網図



が
急
速
に
増
え
て
き
た
。

こ
の
北
九
州
道
路
等
の
利
用
交
通
量
は
、
門
司
･
春
日

か
ら
馬
場
山
ま
で
の
全
線
を
利
用
す
る
交
通
は
全
体
の
一

割
程
度
で
あ
り
残
り
は
市
内
に
起
終
点
を
持
つ
こ
と
か
ら

都
市
内
高
速
道
路
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
北
九
州
直
方
道
路
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
幹
線
道
路

の
整
備
を
促
進
し
、交
通
の
円
滑
化
を
は
か
る
目
的
で
｢都

市
高
速
道
路
｣
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
た
門
司
か
ら
鹿
児
島
約
三
四
五
如
を
結
ぶ
高
速
自
動

車
国
道
の
九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
全
通
ま
で
は
、
北
九
州

道
路
等
が
代
替
機
能
を
果
た
し
て
い
た
が
、
北
九
州
市
内

の
小
倉
東
I
C
-
八
幡
I
C
間
の
開
通

(昭
和
六
三
年
三

月
末
)
に
よ
り
、
北
九
州
道
路
等
の
通
過
交
通
は
全
て
九

州
自
動
車
道
へ
転
換
す
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
内
の
交
通

需
要
を
分
担
す
る
都
市
高
速
道
路
と
同
様
の
機
能
を
有
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
九
州
道
路
等
と
都
市
高
速
道
路
と
は
、
ほ
ぼ
中
間
点

の
紫
川
I
C
で
接
続
し
相
互
乗
り
入
れ
が
可
能
で
あ
る
が
、

事
業
主
体
･
建
設
時
期
等
の
違
い
に
よ
り
料
金
体
系
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
乗
り
継
ぎ
が
非
常
に
少
な
く
自

動
車
専
用
道
路
が
一
体
的
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
状

況
に
あ
っ
た
。

二

一体
化
の
概
要

北
九
州
市
内
の
両
有
料
道
路
が
有
機
的
に
機
能
を
発
揮

し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
目
的
で
、
両
道
路
の
管

道行セ 91.7 5 7

表 l 北九州都市高速道路及び北九州道路 ･北九州直方道路の概要

項目 ＼道路名 北 九 州 道 路 北 九 州 直 方 道 路 一 体 化

路 線 名

一般国道3号 (指定区間) 一般国道200号 (指定区間)

号
号
号
号

1▲
n乙
さ̂
4せ

路
路
路

路

道
道
道
道

速
達
速
速

高
高
高
高

市
市
市
市

道
都
都
都
都

市

川
州
井

州

州
九
九
九
九

九
北
北
北
北

北

供 用 延 長 25.0ト師 (本線延長) 6.8K m
(本線延長) 45

,
錐師 (本線延長)

設 計 規 格 第2種第2級･第1種第4級(紫i= ~黒崎) 第1種第3級 第1種第3級 ･第1種第4級･第2種第2級

構 造 高架･平面･隧道 高架･平面 高架一層式･高架二層式･平面･隧道

車 線 往復分離4車線 往復分離4車線 往復分離4 または6車線

幅 員 3
.
25m 3,5m 3.25m または3.5m

設 計 速 度 60K m / h

聯 膨緘膨建 設 費 約37l億円 円憶り乙リム"*! 円億n〉QJa約

料金の車種区分 普通車･大槻車 中寺大車 中鰍蝉胛-大酵普 講◆型大車醤
料金徴収時間 0時~ 24時 時24~時Û 時リム~時nv
料金徴収期間 S 33.10.17 ~ H 16.lo 16 鰯川総 榔H跨

徽
斡
ト

琉

は

S

H

供 用 開 始 H

里
野
崎
谷

川

大
富
黒
大
架
紫

~
~
~
~
高

~

日
半
谷
川
野
野

春
大
大
紫
引
富

山場馬~崎黒83イ,q)



理
一
元
化

(
一
体
化
)
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

都
市
高
速
道
路
の
利
用
状
況
の
分
析
並
び
に
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
公
社
お
よ
び
設
立
団
体

(福
岡
県
、
北
九
州

市
)
と
で
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
新
た
に
学
識
経
験
者
等

か
ら
な
る

｢北
九
州
高
速
道
路
採
算
検
討
委
員
会
｣
を
設

置
し
、
約
二
ケ
年
間
の
検
討
の
結
果
、
昭
和
六
三
年
五
月

委
員
会
提
言
と
し
て
、
公
社
の
自
助
努
力
･
設
立
団
体
の

財
政
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
付
言
と
し
て

｢北
九
州

道
路
等
と
の
一
体
化
｣
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
九
州
地
方
建
設
局
を
中
心
と
す
る

｢福
岡
県

幹
線
道
路
協
議
会
｣
に
お
い
て

｢北
九
州
市
域
の
自
動
車

表 2 九州縦貫自動車道開通前後の利用実績について
北九州道路等の利用交通量の内訳

区 分 縦貫開通前( S 62年度) 縦貫開通後( S 63年度)

実数(台 /日) 構成比( % ) 実数(台 / 日) 構成比( % )

内 々 交 通 56
,
573 62

.
5 58

,
985 73

,
7

内 外 交 通 25
,
520 搬 蝋 獺

通 過 交 通 8
,
423 第 nV nV

合 計 鰄 鰍 纖 脚
I C 交通量

絲 囃
S 62年 7 月 S 63年 7月 H 元年 7 月

北 九 州 道 路

潴 纖 翔北九州直方道路

総 牢 礪都市高速道路

鰡 職 獨九州縦貫自動車道 (小倉束 I C ~ 八幡 I C ) S 63.3,31供用

専
用
道
路
の
あ
り
方
｣
の
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
の
中
で
北

九
州
道
路
等
と
の
一
体
化
の
方
針
が
示
唆
さ
れ
た
。

一
方
、
北
九
州
市
は

｢北
九
州
都
市
計
画
道
路
網
再
検

討
委
員
会
｣
を
設
け
て
、
北
九
州
市
域
内
の
都
市
計
画
道

路
網
の
見
直
し
を
行
い
、
｢両
道
路
の
一
体
化
に
よ
り
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
が
は
か
ら
れ
る
L
と
の
中
間
報
告

が
出
さ
れ
た
。

福
岡
県
、
北
九
州
市
お
よ
び
公
社
の
三
者
間
の
意
志
統

一
を
図
っ
て
対
外
協
議
を
進
め
る
為
、
｢
一
元
化
実
施
対
策

協
議
会
｣
を
設
け
公
団
･
議
会
等
の
対
応
に
あ
た
っ
た
。

各
機
関
毎
と
の
協
議
経
緯
は
、

○

建
設
省

関
係
各
課
と
次
の
基
本
方
針
に
関
し
協
議
を
進
め
た
。

0

一
体
化
の
必
要
性

0
地
元
の
対
応

(周
知
了
解
)

0
料
金
体
系

⑭

日
本
道
路
公
団

公
団
に
対
し
て
、
設
立
団
体
で
あ
る
福
岡
県
･
北
九
州

市
が
陳
情
を
繰
り
返
し
、
｢条
件
が
整
え
ば
、
応
じ
る
｣
と

の
回
答
を
得
て
、
平
成
二
年
一
月
よ
り
本
社
お
よ
び
福
岡

管
理
局
へ
説
明
を
行
っ
た
。

公
団
と
公
社
で
は
、
経
験
年
数
の
違
い
だ
け
で
な
く
管

理
体
制
･
料
金
体
系
･
利
用
交
通
量
予
測
等
い
ろ
い
ろ
な

面
で
考
え
方
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
相
方
で
了
解
点
に

達
す
べ
き
事
項
は
、

①

引
き
継
ぎ

(移
管
)
に
至
る
ま
で
の
諸
手
続
き
の

て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②

引
き
継
ぎ
価
額
お
よ
び
支
払
い
方
法

③

料
金
所
、
料
金
収
受
業
務
等
の
制
度
的
･
実
施
上

の
問
題
点
に
つ
い
て

等
で
あ
っ
た
が
、
公
社
の
考
え
方
を
説
明
す
る
中
で
、

数
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
お
互
い
合
意
形
成
を
行

っ
た
。

特
に
③
に
つ
い
て
は
、

⑦
料
金
徴
収
方
法
の
違
い
に
よ
る
料
金
所
設
置
方
法
に

つ
い
て
!
九
州
縦
貫
自
動
車
道
と
の
接
続
点

(門
司
、

馬
場
山
、
八
幡
)
で
の
合
併
収
受
に
つ
い
て

⑫
九
州
自
動
車
道
の
代
替
機
能
の
確
保
と
し
て
の
道
路

管
理
水
準
の
考
え
方

⑱
交
通
管
制
･
通
信
シ
ス
テ
ム
の
取
扱
い

@
そ
の
他

!
一
体
化
に
必
要
な
工
事
の
内
容
お
よ
び
工
法
に
つ
い

等
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
現
実
問
題
と
し
て
、
現
在
道
路

公
団
が
委
託
し
て
い
る
料
金
徴
収
業
務
･
維
持
補
修
業
務

を
行
っ
て
い
る
業
者
の
取
扱
い
で
あ
っ
た
。

詳
細

(実
務
的
)
な
点
は
、
継
続
協
議
を
行
う
こ
と
と

し
、
平
成
三
年
五
月
三
〇
日
福
岡
県
知
事
奥
田
八
二
、
北

九
州
市
長
末
吉
興
一
両
氏
の
立
合
の
も
と
に
、
日
本
道
路

公
団
総
裁
官
繁
護
と
公
社
理
事
長
稲
見
俊
明
と
で
基
本
協

定
が
締
結
さ
れ
、
同
日
付
で
福
岡
管
理
局
長
と
の
間
に
細

目
協
定
を
結
ん
だ
。



③

道
路
管
理
者
等

北
九
州
道
路
等
は
そ
れ
ぞ
れ
一
般
国
道
三
号

(指
定
区

間
)、
二
〇
〇
号
(指
定
区
間
)
で
あ
り
、
こ
の
国
道
を
北

九
州
市
道
と
し
て
都
市
計
画
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

九
州
地
方
建
設
局
、
北
九
州
国
道
工
事
事
務
所
、
福
岡
県

お
よ
び
北
九
州
市
間
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
一
体
化
時
点

で
北
九
州
市
に
移
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

H

一
･
一
○

都
市
計
画
決
定

H
二
･
六

北
九
州
市
道
と
し
て
認
定

H
二
･
七

自
動
車
専
用
道
路
の
指
定

3
線

ト
号

隔｣概
則
500
桝

　
　
　
　
　

1 ~ 3 号線 :都市高速 1 ~ 3 号線、 春日~ 馬場山 :都市高速 4号線
上記の料金は、 平成 5年 3月31日までの暫定料金です。

250

150

麟

抑
加

趣
300

500

お

鶏
40

60

　
　
　
　
　　　

　
　
　　　
　

滅
戦
端
300

3
線

ト
号

④

交
通
管
理
者

北
九
州
道
路
等
は
、
高
速
国
道
と
し
て
機
能
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
九
州
管
区
警
察
局
お
よ
び
福
岡
県
警
高
速
道

路
交
通
警
察
隊
の
管
理
下
に
あ
っ
た
が
、
公
社
移
管
後
は

福
岡
県
警
の
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、｢
一
体
化
後
の
交
通
流

動
、
工
事
期
間
中
の
交
通
規
制
状
況
に
つ
い
て
し
を
原
案

の
段
階
か
ら
公
団
と
平
行
し
て
説
明
、
協
議
を
行
い
、
短

期
間
に
基
本
的
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

◎

議
会
･
地
元
対
応
に
つ
い
て

昭
和
六
二
年
六
月
北
九
州
市
議
会
に
お
い
て
、｢有
料
道

路
管
理
一
元
化
に
対
す
る
意
見
書
｣
を
建
設
大
臣
に
提
出

す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
六
三
年
九
月
市
議
会
に
お
い
て
、

全
会
派
賛
成
に
よ
る
一
元

(体
)
化
並
び
に
公
社
へ
の
財

政
支
援

(同
じ
福
岡
県
議
会
に
て
も
議
決
)
が
決
ま
り
、

地
方
議
会
で
は
協
力
態
勢
に
あ
り
、
そ
の
後
の
議
会
毎
に
、

建
設
省
･
公
団
と
の
協
議
経
緯
や
一
体
化
実
施
内
容
案
を

説
明
し
た
こ
と
か
ら
、
“
反
対
"
の
声
は
出
て
い
な
い
。

三

一体
化
実
施
内
容

0

実
施
時
期
お
よ
び
事
務
手
続
き

道
路
公
団
と
の
協
定
に
よ
り
、
引
き
継
ぎ
時
期
を
平
成

三
年
三
月
三
一
日
と
し
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
七
条

一
四
に
よ
り
、
新
設
･
改
築
工
事
と
し
て
実
施
し
た
。

ま
ず
、
基
本
計
画

(定
款
)、
整
備
計
画
変
更
に
つ
い

て
、
平
成
二
年
六
月
議
会
で
議
決
、
七
月
建
設
大
臣
の
許

可
後
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
た
。

②
“引
き
継
ぎ
価
額
お
よ
び
範
囲

道
路
の
引
き
継
ぎ
に
あ
た
っ
て
は
、
北
九
州
道
路
等
の

道
路
区
域
を
基
本
と
し
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
イ
ン
タ

ー
と
な
っ
て
い
る
門
司
お
よ
び
馬
場
山
-
八
幡
間
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
決
定
区
域
を
範
囲
と
し
、
道
路
を
構
成

す
る
敷
地
等
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
附
属
物
、

管
理
事
務
所
、
受
変
電
設
備
お
よ
び
給
水
設
備
等
と
し
た
。

引
き
続
き
価
額
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
有
償
譲
渡
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
引
継
ぎ
前
日
に
お
け
る
道
路
の
未

償
還
額
お
よ
び
そ
の
他
の
物
件
の
残
存
価
額
の
合
計
と
し
、

平
成
二
年
度
事
業
決
算
完
了
後
価
額
を
精
算
す
る
も
の
と

し
た
。

③

支
払
い
方
法

引
き
継
ぎ
価
額
の
公
団
へ
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
年
度
か
ら
五
年
年
賦
で
支
払
う
も
の
と
し
、
内
二
年

度
は
そ
の
一
部
を
ま
た
三
年
度
以
降
は
、
残
額
を
原
則
と

し
て
均
等
払
い
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

燭

料
金
体
系

料
金
体
系

(区
間
制
、
均
一
制
)
の
異
な
る
両
道
路
の

一
体
化
な
の
で
、
都
市
高
速
道
路
の
料
金
体
系
を
基
本
と

し
、
今
の
利
用
者
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
方
法
を
模
索
し

た
。ま

ず
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
と
の
接
続
点
に
バ
リ
ヤ
ー

を
設
け
夫
々
の
料
金
収
入
を
分
け
る
こ
と
と
し
、
門
司
･

馬
場
山
お
よ
び
八
幡
に
合
併
収
受
の
本
線
料
金
所
を
建
設

し
た
。



ま
た
北
九
州
道
路
等
は
区
間
別
料
金
制
で
、
全
利
用
者

の
う
ち
単
区
間
一
五
〇
円
利
用
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
か

ら
、
い
き
な
り
均
一
の
三
六
〇
円
に
す
る
に
は
値
上
げ
幅

が
大
き
い
こ
と
等
を
勘
案
し
期
限
付
き
の
緩
和
措
置
を
講

じ
た
。

同

工
事
内
容

④
料
金
収
受
形
態
の
変
更
に
伴
う
工
事

⑫
管
理
を
公
社
管
理
事
務
所
で
一
体
的
に
統
合
す
る
工

事

一体化記念式典

⑳
そ
の
他
の
工
事

(路
線
名
の
変
更
お
よ
び
道
路
法
九

五
条
の
二
に
よ
る
公
案
委
員
会
と
の
協
議
に
よ
る
)

等
が
あ
る
。

全
体
の
工
事
工
程
の
錠
を
握
っ
て
い
た
の
は
、
馬
場
山

本
線
料
金
所
の
新
設
で
あ
ら
た
が
、
管
路
布
設
の
よ
う
に

全
線
に
わ
た
る
工
事
や
、
門
司
･
八
幡
料
金
所
の
よ
う
に

供
用
路
線
を
四
車
か
ら
二
車
線
に
絞
っ
て
行
う
工
事
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
為
、
公
団
下
関
管
理
事
務
所
と
事
前

に
綿
密
な
協
議
を
行
い
、
公
団
の
補
修
工
事
と
の
調
整
も

行
っ
た
結
果
、
実
質
八
ヶ
月
間
の
短
期
間
で
し
か
も
無
事

故
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑧

そ
の
他

引
き
継
ぎ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
一
三
･
八
如
か
ら
四

五
･
六
蹴
と
一
挙
に
三
倍
の
管
理
延
長
と
な
る
こ
と
か
ら
、

①

公
社
管
理
体
制
の
拡
充

②

委
託
業
者
等
の
拡
充

等
、
管
理
水
準
の
確
保
を
前
提
に
検
討
を
行
っ
た
。

お
わ
り
に

一
体
化
工
事
は
平
成
二
年
度
内
に
完
成
し
、
建
設
省
、

日
本
道
路
公
団
、
県
、
市
お
よ
び
公
社
関
係
者
約
二
〇
〇

名
出
席
の
中
で
平
成
三
年
三
月
三
〇
日
記
念
式
典
が
盛
大

に
行
わ
れ
、
同
日
午
後
三

時
半
道
路
公
団
か
ら
当
公
社

へ
の
｢引
き
継
ぎ
式
｣
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
紫
川
J
C
で
の
両
道
路
へ
の
乗
り
継
ぎ
も

大
幅
に
増
え
、
ま
す
ま
す
利
用
者
の
利
便
性
が
増
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
利
用
促
進
と
な
る
こ
と
で
一
般
道
路
の
混
雑

緩
和
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
将
来
の
北
九
州
市
の
都

市
基
盤
と
し
て
の
自
動
車
専
用
道
路
網
の
充
実
へ
の
足
が

か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

60 道行セ 91.7



一
は
じ
め
に

こ
の
と
こ
ろ
、
物
流
に
関
連
し
て
様
々
な
事
柄
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
増
大
す
る
ジ
ャ
ス
ト
イ

ン
タ
イ
ム
輸
送
が
交
通
渋
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
貨
物
自
動
車
で
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
増
大
が
N

仇
の
増
大
を
招
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
物
流
で
の
深

刻
な
人
手
不
足
が
コ
ス
ト
増
大
を
招
き
経
済
成
長
の
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
で
は
な
い
か
等
々
、
物
流
問
題
が
社

会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
一
部
の
民
間
企
業
の
中
に

は
、
物
流
を

｢
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
｣
と
し
て
捉
え
積
極
的

に
合
理
化
、
効
率
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
。
｢

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
｣
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
は

補
給
戦
略
と
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
軍
事
用
語
で
あ
っ

た
が
、
今
日
で
は
、
企
業
経
営
に
お
い
て
情
報
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
戦
略
的
に
物
流
を
捉
え
て
い
く
と
い
っ
た
意
味

合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
企
業
の
物
流
合
理
化
の
必
要
性

か
ら
い
わ
れ
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
の
物
流
合
理

化
は
、
一
般
的
に
は
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
物
流
コ
ス
ト
削
減
は
結
果
的
に
自
動
車
交

通
の
削
減
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
高
度
化
の
推
進
が
、
今
日
の
物
流
問
題
解
決

の
大
き
な
鍵
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
｢
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
｣
は
、
交
通
面
や
施
設
立
地

面
で
こ
れ
ま
で
の

｢物
流
｣
と
大
き
く
異
な
る
特
性
を
有

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
を
単
純
に
踏

襲
し
た
場
合
に
は
様
々
な
問
題
が
派
生
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
我
々
は
、
｢

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
｣
で
の

交
通
や
各
種
施
設
立
地
の
特
性
を
十
分
把
握
し
、｢
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
｣
が
本
格
化
し
よ
う
と
す
る
現
代
に
お
い
て
、

こ
れ
へ
の
対
策
を
包
括
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
建
設
省
で
は
、
｢

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
｣
を

設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
年
の
道
路
貨
物
交
通
が
こ
の
よ
う
な
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
、
併
せ
て
、
今
後
の
道
路
行
政

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

口
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
と
道
路
交
通

ー

道
路
貨
物
交
通
の
現
状

今
日
、
道
路
交
通
に
お
い
て
は
、
渋
滞
問
題
、
N
錢
等

環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
交
通
安
全
問
題
、
ト
ラ

ッ
ク
の
過
積
載
問
題
等
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
貨
物
自
動
車
交
通
と
密
接
に
関
連
す

る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
物
流
対
策
が
今
日
の
道

路
政
策
上
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

事
実
、
交
通
量
の
伸
び
で
み
て
も
、
貨
物
自
動
車
交
通

が
道
路
交
通
全
体
の
中
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
き

て
い
る
こ
と
が
解
る
。
図
1
は
、
乗
用
車
と
貨
物
車
の
交

通
量
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
四
九
年
か
ら

□
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
と
道
路
政
策建

設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

藤
井

健

道イテセ 91.7 6 /



表 1 貨物車類のトリップ長分布の推移

トリップ長
52 年 度 55 年 度 60 年 度

構成比 前回比 構成比 前回比 構成比 前回比

蒿
満
糒

粛
赫
蜘
上

鮭

00

60

以

弓
毬
伊
鯖

郷
鷁
蛎
加

筋
郎
厨
弼

搬
梛
僻
館

閉
肛
撥

"
"
僻
僻

泌
m
栩
鯏

(注) 建設省 ｢道路交通センサスJ

昭
和
六
三
年
ま
で
の
乗
用
車
の
交
通
の
伸
び
が
一
･
五
倍

七
倍
と
な
っ
て
お
り
、
貨
物
車
に
よ
る
交
通
は
乗
用
車
に

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
貨
物
自
動
車
交
通
の
伸
び
は
一
･

よ
る
交
通
と
比
較
し
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

解
る
。

…

…

“

一

こ
の
様
に
、
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
も
、
貨
物
交
通
が
道
路

交
通
の
中
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
裏

禮

度

付
け
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
貨
物
車
の
交
通
の

僻覊
ミ
ミ
ミ
朧

内
訳
を
見
る
と
･

そ
の
特
性
が
近
年
大
き
く
変
化
し
て
き

一

…

+

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
表
1
は
、
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
に

言ミミミミミミ漣

“
g

貨
物
交
通
を
ト
g

プ
長
別
に
分
類
し
･

そ
“
構

成
比
と
伸
び
率
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

…

一

計

)

よ
れ
ば
ト
リ
ッ
プ
長
が
三
○
如
未
満
の
交
通
と
六
〇
〇
如

図 1 貨物自動車交通の走行台キ口の伸び(都道府県道以上)

が淺
49年度

(注)建設省 ｢道路交通センサスJ
団乗用車頸 贓 貨物車類

御

鱒

鱒

300

250

百
万
台
キ
ロ
/
ー
2
h

以
上
の
交
通
が
大
き
く
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

即
ち
、
貨
物
交
通
が
増
加
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
増
加

し
て
い
る
の
は
域
内
配
送
車
に
よ
る
交
通
と
幹
線
輸
送
に

よ
る
交
通
で
あ
っ
て
、
貨
物
交
通
の
伸
び
が
二
極
に
分
化

し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

何
故
、
こ
の
よ
う
な
貨
物
交
通
の
二
極
化
が
進
展
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連

す
る
様
々
な
動
き
が
、
こ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
域
内
配
送
に
つ
い
て
、
道
路
貨
物
輸

送
の
現
状
を
見
て
み
よ
う
。時間指定(43.8% )

　
　

　
　
　　

　

　

　

　
　
　　
　

　

　
　
　　

　

日

定

午

東

2

　

　
　
　

　

(注)東京トラック協会61年度サンプル調査

図 2 時間指定輸送の割合(台数ベース)



台
当
た
り
個
数

314

299 80,9
-------‐--.---‐.-‐･･-‐‐‐-‐‐----‐---の-

/ / /
復3

““/
乙 /

7

ー
猟

-
54レ

/ / /
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一台
当
た
り
口
数

80

70

240
5 5年

図 5 都内路線集配車の輸送効率

6 0年

□個/台 者鬱トロノ台

6 2年

(注)東京路線トランク協議会資料

た
の
に
対
し
て
昭
和
六
二
年
に
は
八
一
口
に
配
送
先
が
増

大
し
て
お
り
、
配
送
ポ
イ
ン
ト
が
増
大
し
て
い
る
か
、
ま

た
は
、
多
頻
度
に
何
度
も
配
送
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

こ
の
よ
う
な
積
載
率
の
低
下
が
、
貨
物
自
動
車
の
交
通

量
の
増
大
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
本
質
的
な
原
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
積
載
率
の
低
下
は
、
満
載

さ
れ
た
状
態
と
比
較
し
、
よ
り
空
荷
に
近
い
形
で
配
送
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
じ
量
の
貨
物
を

輸
送
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
車
両
が
必
要
と
な
る
こ
と

量 て
の こ い

　　　
を う と
引 な が
き 和

と
　　
窺
　
る

を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
積
載
率
が
低
下
し
て
き
て

い
る
の
か
。
そ
の
原
因
は
、
輸
送
の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ

-

ム
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
輸
送
の
ジ
ャ
ス
ト

　

イ
ン
タ
イ
ム
化
に
伴
い
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
化
、
多

…

品
種
化
、
注
文
ロ
ッ
ト
の
小
量
化
と
い
っ
た
輸
送
の
ニ
ー

ズ
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
従
来
か
ら
の

- - 伝票処理 (E o s等電算化によりある程度短縮) 檗
されていないジャストインタイム輸送が 湾積載率低下をもたらす仕組み の

図 6 合理化されていないジャストインタイム輸送が

【輸送がジャストインタイム化していない状況】

* 商品受注から納品までのリードタイムが長く、 注文ロットもケース単位で、 品目数も少

なかったことから、 ピッキング作業が比較的単純であり、 ピッキングにそれほど時間を

要さず、 また、 ピッキング ･ミスが少なく積み込み時の検査が単純であったので、 積み

荷が完了してから発車まで待機可能な時間があった。
* このため、 配送車は積み荷が満載されてから発車することが可能。
* さらに、 少ないピッキング ･ミスにより、 誤配送 ･返品輸送が少なかった。

--一“- - - - - - - - - - -長いリー ドタイムー- -- - - -- - - - - - - - ｢

　 　
商品受注 配送センター 積み荷完了 発車 (道路) 納品

　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　
｣ -ピッキング - 十一配送

･ し-

【輸送がジャストインタイム化した今日の状況】

* 多品種化、 少量化により、 これまでと比較し、 ピッキング作業に多大な時間を要すると

同時に、 膨大化する品種の中で、 注文ロットが少量化することから、 ピッキング ･ミス
が多くなり、 積み込み時の検査が煩雑化し、 積み込みが完了するまで多大な時間が必要。

(r探す、 歩く｣ といった行為が、 ピッキング作業の約 6割。)

* また、 商品受注から納品までのリードタイムが短くなっているにも拘わらず、 多くの品

を混載することから積み卸しに長時間を要する一方、 配送先が多様化し、 配送ルートが

錯綜するとともるこ、 交通渋滞から配送時間が長くなっている。
* このため、 積み荷が完了してから配送車が発車するまでの余裕時間がなく、 緊急配送等

が増大し積載効率が低下。
* さ 拭こ、 ピッキング ･ミスは、 霰配送を増大させ不要な返品配送が発生。

｢
-- - -- -- -短いリードタイム-- - - - - --

｢

商品受注 配送センター 積み荷完了=発車 (道路) 納品

[にこにこ三三ニコニコニニーニここ一二=]

　　 　　　　　
　　

ー L一ピッキング,荷積み (多品種化、少量化により増大)

r -- - - --- -1
一- - 十 --- - - -- -

｢
｣ - - - - - - - - - - - - J - - - - - - - -‐｣
- - し一配送 (配送ルートの錯綜、積み卸し

時間の増大、渋滞等により長時間化)



人
手
中
心
の
物
流
方
式
で
対
応
し
て
い
る
結
果
、
ピ
ッ
キ

ン
グ
･
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
倉
庫
で
の
作
業
時
間
の
増
大
、

配
送
時
の
積
卸
時
間
の
増
大
、
配
送
ル
ー
ト
の
錯
綜
等
に

よ
る
配
送
時
間
の
増
大
等
か
ら
荷
積
み
に
時
間
的
余
裕
が

な
く
な
り
、
荷
物
を
満
載
で
き
ず
に
配
送
車
を
発
車
さ
せ

ざ
る
得
ず
積
載
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
6
は
、
こ
の
よ
う
な
合
理
化
さ
れ
て
い
な
い
ジ
ャ
ス
ト

イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
が
何
故
積
載
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
の

か
に
つ
い
て
、
概
念
的
に
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

輸
送
の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
化
が
進
展
し
て
い
な
い

状
況
で
は

(図
6
上
段
部
分
)、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
、

ま
た
、
商
品
数
も
少
な
い
上
に
注
文
の
ロ
ッ
ト
も
ケ
ー
ス

単
位
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
時
間
的
余
裕
が
あ
り
、

配
送
車
は
積
み
荷
が
満
載
さ
れ
て
か
ら
発
車
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
輸
送
の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
化
が

進
展
し
て
い
る
今
日

(図
6
下
段
部
分
)
に
あ
っ
て
は
、

配
送
時
間
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
時
間
的
余
裕
が
な
く
な

っ
て
い
る
上
、
商
品
数
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
注
文
ロ

ッ
ト
が
小
口
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
人
手
を
中
心
と

し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
配
送
車
を
満
載
さ
せ
て
発
車
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
結
果
積
載
率
が
低
下
し
て
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
多
品
種
化
、
少
量
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
と

比
較
し
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
･
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
作
業
に
多
大
な

時
間
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
注
文
を
受
注
し
て
か
ら
、

積
み
荷
作
業
を
行
う
バ
ー
ス
に
商
品
が
搬
送
さ
れ
る
ま
で

多
大
な
時
間
が
必
要
と
な
る
。
あ
る
大
手
の
食
品
問
屋
の

方
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
最
近
は
、
口
数
で
全
注
文
の
七
割

以
上
が
た
と
え
ば
缶
詰
三
個
と
い
う
よ
う
に

｢ケ
ー
ス
単

位
以
下
L
の
注
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た

(ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
バ
ラ
の
注
文
の
売
上
に
占

め
る
割
合
は
、
一
j
二
割
に
過
ぎ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
激
し
い
競
争
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
の
注
文

に
応
じ
る
こ
と
が

一
種
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
に
応

じ
な
け
れ
ば
競
争
に
勝
て
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
)
ピ

ッ
キ
ン
グ
作
業
の
約
六
割
は
、
｢探

す
、
歩
く
｣
と
い
っ
た

行
為
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
多
品
種
化
で
膨
大
な

数
と
な
っ
て
い
る
商
品
の
中
か
ら
、
多
く
の
注
文
に
応
じ

て

｢缶
詰
三
個
、
調
味
料
二
個
｣
と
い
っ
た
バ
ラ
の
注
文

を
短
時
間
の
う
ち
に
正
確
に
ピ
ッ
キ
ン
グ
す
る
こ
と
は
至

難
の
技
に
近
い
。
た
だ
で
さ
え
手
狭
な
倉
庫
や
配
送
セ
ン

タ
ー
で
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
な
く
こ
の
よ
う
な
作
業

を
行
お
う
と
す
る
と
、
倉
庫
や
配
送
セ
ン
タ
ー
の
中
は
段

ボ
ー
ル
で
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

大
手
の
問
屋
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
中

小
で
は
ピ
ッ
キ
ン
グ
の
作
業
時
間
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
時
間

指
定
輸
送
が
増
大
し
て
お
り
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
縮
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
満
載
し
て
発
車
す
る
た
め
の
時
間

的
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
て
、
｢検
品
｣
の
作

業
時
間
の
増
大
が
積
み
荷
時
間
に
余
裕
を
な
く
し
て
い
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
バ
ー

ス
に
商
品
が
積
ま
れ
て
か
ら
配
送
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
検
品
作
業
を
行
い
な
が
ら
配
送
ル
ー
ト
を
考
え
つ
つ

積
み
荷
を
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る

が
、
多
品
種
･
少
量
化
で
こ
の
検
品
作
業
に
多
大
な
時
間

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
満
載
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
、

こ
の
検
品
作
業
を
簡
略
化
し
た
場
合
に
は
、
誤
配
送
が
増

大
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
結
果
積
載
率
の
低
下
を
招
い
て
し

　　　　
　
　

こ
の
よ
う
な
検
品
時
間
の
問
題
は
、
発
車
の
時
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
配
送
先
で
の
積
み
卸
時
間
に
も
関
係
し

て
い
る
。
配
送
先
で
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
受
け
手
に
商
品
が

引
き
渡
さ
れ
る
場
合
に
、
検
品
が
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
が
、
多
品
種
･
少
量
化
の
結
果
、
そ
こ
で
の
検
品

時
間
も
増
大
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
積
み
卸
時
間
の
増
大
、

し
い
て
は
配
送
車
の
駐
停
車
時
間
の
増
大
を
招
い
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
積
載
率
が
低
下
し
て
い
る
中

で
、
域
内
配
送
に
係
る
交
通
量
の
増
大
が
ど
の
程
度
で
あ

る
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
表
3
は
、
東
京
二
三
区
の

自
動
車
交
通
の
内
訳
を
見
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
東
京
二
三
区
の
自
動
車
交
通
は
、
一
日
七
五
〇

万
台
で
、
こ
の
う
ち
の
三
五
%
に
相
当
す
る
二
六
〇
万
台

が
貨
物
自
動
車
に
よ
る
交
通
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
66 道行セ 91,7



こ
の
う
ち
、
配
送
車
と
考
え
ら
れ
る
二
三
区
内
の
小
型
貨

物
車
は
、
貨
物
自
動
車
の
約
六
割
に
相
当
す
る
約
一
五
〇

万
台
の
交
通
量
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
五
五
年
度
か
ら
昭

和
六
○
年
度
の
伸
び
率
を
見
る
と
、
貨
物
自
動
車
交
通
全

体
の
伸
び
率
が
一
0
･
二
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
三
ニ

区
内
の
小
型
貨
物
自
動
車
交
通
の
伸
び
率
は
三
一
･
九
%

と
な
っ
て
お
り
、
配
送
車
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
が
大
き
く
増

単位 :万トリップ/ 日抄
合

5

1

1

ス

ト

一23区自動車交通の伸び (60 / 55年度、 道路センサス、 トリップベース)

車 種 乗 用 車 内 バ ス 貨 物 計 小型貨物車 普通貨物車 合 計

23区内々 鵬 鰓 無 1
.
129 1

.
040 1

.
141

23区内外 脚 1
.
500 筋 螂 鰡 膨

23区通過 邸 1
.
200 鰡 馴 臘 加

合 計 1
,
160 1 495 臟 鰕 鰓 鱒

(注) 建設省 r道路交通センサス｣

表 3 東京23区自動車交通(60年度センサス)

車 種 乗 用 車 内 バ ス 貨 物 計 小型貨物車 普通貨物車 合 計

23区内々 郷 鯲 175 149 第 560

23区内外 鋭 第 “ 51 れ 166

23区通過 RU ○
,
6 12 “" RU "

合 計 487 15
.
7 259 204 55 746

加
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
従
っ
て
、
貨
物
自
動
車
交
通

の
う
ち
、
配
送
車
の
交
通
の
削
減
が
大
変
重
要
で
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
道
路
交
通
問
題
を
考
え
る
上
で
、

非
常
に
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
。
昨
今
、
交
通
量

を
削
減
す
る
目
的
か
ら
、
都
心
へ
の
乗
り
入
れ
規
制
の
必

要
性
が
各
方
面
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
貨

物
自
動
車
交
通
に
限
っ
て
見
る
限
り
は
、
配
送
車
に
よ
る

内
々
交
通
が
問
題
で
あ
り
、
乗
り
入
れ
規
制
で
は
問
題
の

解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
、
輸
送
の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ

ム
化
に
よ
っ
て
低
下
し
て
い
る
積
載
率
を
い
か
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見

た
よ
う
に
、
積
載
率
低
下
の
大
き
な
原
因
は
、
積
み
荷
の

た
め
の
時
間
的
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
間
的
余
裕
が

生
じ
る
よ
う
に
改
善
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
当
の
交
通

量
を
削
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
時
間
的
余

裕
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の

答
え
は
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
そ
の
も
の
を
見
直

す
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

昨
今
、
人
手
不
足
や
、
物
流
コ
ス
ト
増
大
を
背
景
に
、

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
の
見
直
し
の
必
要
性
が
各
方

面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ス

ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
は
、
通
常
の
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス
内
容

が
異
な
る
と
と
も
に
、
要
す
る
コ
ス
ト
も
異
な
る
の
で
あ

.る
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ
た
物
流
コ
ス
ト
が
商
品
の
受
け
手

側
か
ら
支
払
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
実
に
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
が
商
品
の
受
け

手
、
あ
る
い
は
荷
主
が
負
担
す
る
例
は
極
め
て
僅
か
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
過
当
と
も
い
え
る
激

し
い
競
争
か
ら
、
運
輸
業
者
や
問
屋
等
輸
送
サ
イ
ド
が
ジ

ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
の
コ
ス
ト
を
荷
主
側
に
転
嫁
す

る
こ
と
が
現
実
的
に
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
か
ず
、
コ

ス
ト
を
無
視
し
た
行
き
過
ぎ
た
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸

送
が
行
わ
れ
、
貨
物
自
動
車
交
通
に
し
わ
寄
せ
を
来
し
て

い
る
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ャ
ス

ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
に
応
じ
て
適
切
に
運
賃
が
設
定
さ
れ
、

経
済
原
則
が
働
く
よ
う
に
輸
送
市
場
を
改
変
し
、｢行
き
過

ぎ
た
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
｣
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
運
賃
行
政
や
市
場
政
策

の
実
施
に
よ
っ
て
、
行
き
過
ぎ
た
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム

輸
送
は
な
く
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
そ
の
も
の
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
は
現
実
に
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次

に
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(以
下
次
号
)
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道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で
あ
る
が
、
水
や
空
気

の
よ
う
に
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
一
方
、
明
日
を
め
ざ
し
た
道

路
作
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
道
路
の

意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を

高
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、
｢道
の
日
｣
で
あ
る
。

｢道
の
日
｣
が
八
月
一
〇
日
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
①
大
正
九

年
八
月
一
〇
日
に
我
が
国
で
最
初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
長

期
計
画
で
あ
る
第
一
次
道
路
改
良
計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、

②
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
(八
月
一
日
j
三
一
日
)
の
期
間
中

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の

道
路
審
議
会
の
建
議
に
お
い
て
、｢今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す

る
に
あ
た
っ
て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
道
路
整
備
の
目
標
を
わ
か
り
や
す
い
指
標
で
国

民
の
前
に
示
す
こ
と
や
、
"道

の
日
"を
定
め
る
な
ど
道
路
に
関

す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。｣と
の
指
摘

が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
六
一
年
一
月
二
八
日
に
は
、
全
国
道
路

利
用
者
会
議
か
ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
･円
滑
な

道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等
を
図

る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
｢道
の
日
｣
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て
道
の
意
義
･重
要

性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と

r道の脚』( 8 月鱒圏)について

建設省道路局道路総務課

バ刃 1首ネテセ 91.7



を
目
指
し
た
日
と
す
る
。｣
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省
で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に

向
け
検
討
を
続
け
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を

｢道

の
日
｣
と
し
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心

と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

｢道
の
日
｣
は
昭
和
六
一
年
度
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、
中
央
、

地
方

(地
方
公
共
団
体
、
地
方
建
設
局
、
関
係
公
団
等
)
と
も

｢道
の
日
｣
に
は
毎
年
様
々
な
行
事
や
活
動
を
実
施
し
て
き
た

が
、
中
央
行
事
と
し
て
行
っ
た
も
の
の
う
ち
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
。

六
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
行
事
を
予
定
し
て

い
る
。

平
成
二
年

平
成
元
年

昭
和
六
三
年

昭
和
六
二
年

昭
和
六
一
年

｢道
の
日
｣
記
念
式
典
(｢夢
ロ
J
ド
れ
｣
入
賞
作
品
表
彰
式
、｢道
の
日
｣

の
歌
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
)

｢周
遊
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
｣
実
施

(沖
縄
西
海
岸
周

遊
コ
ー
ス
外

三
一コ
ー
ス
が
入
賞
)

｢道
の
日
｣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

(
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
)
の
愛
称

募
集
(“
こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
"
に
決
定
)

｢道
の
日
｣
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
作
詞
募
集
(｢た
ま
に
は
ー
道
で
｣
に
決

定
)

｢日
本
の
道
一
○
0
選
｣

(第
二
期
"
江
東
区
ほ
か
湾
岸
道
路
外
五
〇

道
)
の
顕
彰

｢道
の
日
｣
制
定
記
念
式
典
、
パ
レ
ー
ド

(銀
座
中
央
通
り
)
の
実
施

｢
日
本
の
道
一
〇
〇
選
｣

(第
一
期
…
中
央
区
中
央
通
り
外
五
二
道
)

の
頭
影

①

｢道
の
日
｣
記
念
式
典

開

催

日

八
月
九
日
錢

開
催
場
所

F
M
東
京
ホ
ー
ル

内

容

各
界
の
方
々
の
出
演
に
よ
り
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

的
な
演
出
展
開
で
｢道
｣
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
を
行
う
｢道

の
日
｣
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
実
施
。

②

｢道
の
日
｣
ヨ
ウ
平
ラ
ン
ド

開

催

日

八
月
一
○
日
田

開
催
場
所

代
々
木
公
園

内

容

青
空
市
の
開
催
に
よ
り
、
生
鮮
食
料
品
、
日
常

品
の
九
九
･
九
%
が
道
路
を
利
用
し
て
輸
送
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
に
密
着
す
る
道
路
の
役
割
に
つ
い
て
P
R
。
ま
た
、
メ

ー
ン
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
ク
イ
ズ
の
実
施
、

ロ
ー
ド
メ
イ
ズ

(迷
路
)
の
設
置
に
よ
り
、
｢お
祭
り
｣
的
な

雰
囲
気
を
演
出
し
、
参
加
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

③

｢N
H
K
ぎ
や
ら
り
-
｣
展
示
会

開

催

日

八
月
八
日
困
ー
一
六
日
黛

開
催
場
所

N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
展
示
プ
ラ
ザ
内

｢N
H

K
ぎ
や
ら
り
-
｣

内

容

人
々
の
生
活
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
道
路
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
展
示
･
解
説
す
る
展
示

会
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
、
道
路
と
環
境
問
題

｢人
に
優
し
い
、

.
自
然
に
優
し
い
、
地
球
に
優
し
い
道
路
づ
く
り
｣。



拗
月
･
日

世

界

の

動

き

0
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
の
鉄
道
用
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
。
開
通

地
点
は
、
英
仏
海
峡
の
ほ
ぼ
中
間
で
、
海
底
か
ら
さ
ら
に
五
0
m

下
の
所
。
一
九
九
三
年
に
全
面
開
通
の
予
定
で
、
完
成
後
は
高
速

鉄
道
が
ロ
ン
ド
ン
ー
パ
リ
間
を
三
時
間
半
で
結
ぶ
。

0
ド
イ
ツ
連
邦
自
動
車
登
録
庁
が
発
表
し
た
今
年
一
ー
四
月
の
旧

西
ド
イ
ツ
地
域
の
新
車
登
録
台
数
は
、
日
本
車
が
計
一
五
万
九
七

〇
〇
台
で
、
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
ニ
マ
ニ
%
と
外
国
車
の

中
で
は
、
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
二
位
は
フ
ラ
ン
ス
九
･
○
%
、
三
位

は
イ
タ
リ
ア
五
,
一
%
。

0
ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ
な
ど
米
三
大
自
動
車
は
日
本
の
ト
ヨ

タ
自
動
車
、
マ
ツ
ダ
が
米
国
内
の
公
正
価
格
を
不
当
に
下
回
る
価

格
で
"
〉
-
バ
ン
を
販
売
し
て
い
る
と
し
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
疑
い

で
米
商
務
省
と
国
際
貿
易
委
員
会
に
提
訴
し
た
。

0
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
は
、
今
年
の
先
進
国
全
体

の
実
質
経
済
成
長
率
が
、
昨
年
の
二
･
六
%
か
ら
一
･
0
%
と
大

幅
に
鈍
化
、
来
年
は
二
･
九
%
に
回
復
す
る
と
の
見
通
し
を
ま
と

め
た
。

0
ド
イ
ツ
連
邦
統
計
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
世
界
最
大
の
輸
出
国

で
あ
る
ド
イ
ツ
の
四
月
の
貿
易
収
支
が
、
一
四
億
マ
ル
ク
の
赤
字

を
記
録
。
一
九
八
一
年
八
月
以
来
初
め
て
の
赤
字
転
落
。

o
ロ
ン
ド
ン
の
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

｢ヒ
リ
ー
･
ア
ン
ド
･

ベ
ー
カ
ー
｣
が
発
表
し
た
世
界
の
目
抜
き
通
り
の
一
平
方
フ
イ
ー

ト

(0
･
0
九
三
評
)
当
た
り
賃
貸
料
調
査
に
よ
る
と
、
世
界
一

の
高
額
は
、
香
港
の
セ
ン
ト
ラ
ル
地
区
で
、
月
額
六
九
〇
ド
ル
(約

九
万
七
、
三
〇
〇
円
)。
第
二
位
が
銀
座
の
六
八
〇
ド
ル
(約
九
万

五
、
九
〇
〇
円
)、
第
三
位
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街
の
四
五
〇
ド

ル

(約
六
万
三
、
○
○
0
円
)。

事

項

14 6

月
･
日

国

内

の

動

き

0
横
浜
税
関
の
平
成
二
年
全
国
港
別
輸
出
入
額
統
計
に
よ
る
と
、

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
日
本
一
の
貿
易
港
と
し
て
君
臨
し
て
き
た

横
浜
港
の
昨
年
の
荷
役
取
扱
額
が
、
成
田
空
港
、
神
戸
港
を
下
回

り
、
第
三
位
に
落
ち
込
ん
だ
。
成
田
空
港
は
、
国
際
航
空
貨
物
が

急
増
、
神
戸
港
は
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
が
好
調
だ
っ
た
。

0
東
京
都
の

｢東
京
の
土
地
一
九
九
0
｣
に
よ
る
と
、
都
内
二
三

区
の
事
務
所
床
面
積
は
、
昨
年
一
月
現
在
で
計
五
、
一
〇
一
転
に

の
ぼ
り
、
前
年
に
比
べ
二
七
〇
搬
増
え
た
。
こ
れ
は
霞
が
関
ビ
ル

約
一
七
棟
分
に
当
た
る
o

o
国
土
審
議
会
が
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
多
極
分
散
型
国

土
の
形
成
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
首
都
機
能
の
移
転
問
題
に
取

り
組
む
べ
き
だ
、
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
海
部
首
相
に
提
出
し

た
。

0
長
崎
県
･
雲
仙
岳
で
、
最
大
規
模
の
火
砕
流
が
連
続
し
て
発
生

し
、
六
日
ま
で
に
報
道
関
係
者
や
消
防
団
員
ら
三
三
人
の
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
。

0
厚
生
省
が
二
一
世
紀
の
日
本
の
人
口
動
向
を
予
測
し
た

｢日
本

の
将
来
人
口
推
計
｣
を
発
表
。
昨
年
の
女
性
の
生
涯
平
均
出
産
数

が
戦
後
最
低
の
一
･
五
三
人
を
記
録
し
た
の
に
基
づ
い
て
予
測
し

た
も
の
で
、
こ
の
結
果
、
総
人
口
は
二
〇
一
〇
年
の
一
億
二
、
九

四
五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
。
二
〇
六
九
年
に
は
九
、
九
九
九
万

八
、
0
0
0
人
で
一
億
人
を
割
る
。

0
経
済
審
議
会
の

｢二
〇
一
〇
年
委
員
会
｣
が
今
後
二
〇
年
の
日

本
経
済
社
会
を
予
測
し
た
長
期
展
望
を
ま
と
め
た
。
労
働
人
口
の

減
少
な
ど
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、
最
悪
の
場

合
一%
台
に
減
速
す
る
と
予
測
。

事

項

6 5
““

~
“
…18 8

月
･
日

道
路
行
政
の
動
き

o
第
一
四
回
、
国
土
審
議
会
開
催

0
O
E
C
D
道
路
セ
ミ
ナ
ー
開
催

0
第
二
六
回
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部
会
開
催

事

項
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頭
だ
け
で
理
解
し
、
体
が
つ
い
て
行
か
な
い
こ
と

を
昔
か
ら

｢畳
の
上
の
水
練
｣
と
た
と
え
る
。
現
在

で
は
何
と
い
う
か
は
知
ら
な
い
。
が
と
も
か
く
動
作

と
い
う
の
は
動
き
の
流
れ
だ
か
ら
、
聞
い
た
り
、
読

ん
だ
り
し
た
だ
け
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
な
い
。

一
番
の
良
い
方
法
は
ゴ
ル
フ
と
同
様
、
上
手
な
八
の

実
演
を
見
て
、
と
に
も
か
く
に
も
体
を
動
か
す
こ
と

で
あ
る
。

戦
後
、
日
本
と
中
国
と
の
文
化
交
流
は
、
昭
和
五

三
年
八
月
の
日
中
友
好
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
よ
り

濃
密
に
な
っ
た
。
長
い
歴
史
を
持
っ
た
太
極
拳
が
日

本
に
入
っ
て
来
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

太
極
拳
は
一
般
に
深
呼
吸
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

演
武
す
る
。
気
忙
し
い
日
本
人
か
ら
見
る
と
、
漢
方

薬
に
も
似
た
神
秘
的
な
ス
ポ
ー
ツ
に
見
え
た
。
本
場

の
太
極
拳
に
は
数
派
が
あ
る
。共
通
し
て
い
る
の
は
、

一
つ
一
つ
の
動
作
が
一
定
の
形
で
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
形
を
体
に
覚
え
込
ま
せ
な
い
限

り
、
太
極
拳
は
で
き
な
い
。

太
極
拳
の
教
科
書
は
戦
後
、
国
交
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
入
っ
て
来
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
全
部
漢
字

で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
各
式
毎
に
動
作
の
イ
ラ

ス
ト
が
付
い
て
い
る
か
ら
、
絵
を
見
な
が
ら
字
を

追
っ
て
い
く
と
、
大
筋
は
つ
か
め
る
。
わ
か
ら
な
い

の
は
形
か
ら
形
に
移
る
ツ
ナ
ギ
の
動
作
と
、
流
れ
の

リ
ズ
ム
で
あ
る
。
日
本
語
訳
を
志
し
た
太
極
拳
の
協

会
幹
部
は
、
疑
問
が
出
る
と
、
北
京
や
上
海
の
公
式

機
関
を
訪
ね
所
属
の
老
師
か
ら
教
え
を
乞
う
た
。
現

代
版
の
遣
唐
使
で
あ
る
。

話
は
変
わ
る
が
、
日
本
史
を
見
る
と
、
西
暦
七
五

四
年
に
唐
憎
鑑
眞
が
来
朝
、
律
宗
を
伝
え
る
と
あ
り
、

そ
の
翌
年
に
は
奈
良
東
大
寺
に
戒
壇
を
建
つ
と
書
か

れ
て
い
る
。
東
大
寺
は
仏
教
に
よ
る
国
家
統
一
を
目

指
す
聖
武
天
皇
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
。
戒
壇
と
は
辞

書
に
よ
る
と

｢憎
尼
に
戒
律
を
授
け
る
た
め
に
設
け

る
石
造
り
の
壇
で
、
鑑
眞
が
東
大
寺
に
設
置
し
た
の

に
始
ま
る
L
と
あ
る
。
こ
れ
は
史
実
で
あ
る
。
な
ぜ

盲
目
の
唐
僧
鑑
眞
が
来
日
早
々
戒
壇
を
設
け
そ
の
壇

上
で
、
戒
授
の
儀
式
を
行
っ
た
の
か
、
以
下
は
私
の

太
極
拳
練
習
の
体
験
か
ら
出
た
推
理
で
あ
る
。

我
が
国
に
中
国
か
ら
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
書

物
に
よ
る
。
な
ぜ
な
ら
あ
の
む
ず
か
し
い
教
義
は
口

伝
で
は
到
底
無
理
で
あ
る
。
伝
来
の
書
物
を
読
む
力

は
同
文
の
誼
み
で
奈
良
の
学
僧
達
に
も
あ
っ
た
。
学

問
の
水
準
は
中
国
と
比
肩
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

わ
か
ら
な
い
の
は
、
中
国
の
高
僧
達
が
持
つ
奥
儀
秘

伝
の
類
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
私
費
渡
航
の
学
生

8
月
号
の
特
集
は
座
談
会

｢新
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
の

実
現
に
む
け
て
｣

に
は
教
え
て
く
れ
な
い
。
遣
唐
使
な
ど
政
府
間
の
手

続
が
い
る
。
も
う

一
つ
、
宗
教
は
儀
式
で
あ
る
。
儀

式
に
は
器
具
と
そ
れ
を
操
作
す
る
動
作
が
必
要
。
大

仏
開
眼
の
器
具
は
輸
入
し
た
。
こ
れ
が
正
倉
院
御
物

で
あ
る
。
律
宗
の
高
僧
鑑
眞
は
、
優
れ
た
弟
子
達
を

伴
っ
て
来
た
。
東
大
寺
の
広
庭
に
一
段
高
く
設
け
ら

れ
た
戒
壇
上
で
演
ぜ
ら
れ
る
戒
律
授
与
の
動
作
は
荘

厳
だ
っ
た
ろ
う
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
日
本
の
僧
侶

達
は
、
書
物
の
上
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
の
動
作
を

息
を
つ
め
て
見
守
っ
た
に
違
い
な
い
。

平
成
の
今
日
、
中
国
高
名
の
太
極
拳
老
師
が
続
々

来
日
さ
れ
、
流
麗
な
技
を
披
露
さ
れ
る
。
そ
の
演
武

を
見
つ
め
る
同
好
の
人
達
の
熱
い
眼
差
し
に
は
、
鑑

眞
和
上
の
儀
式
動
作
を
見
つ
め
た
当
時
の
僧
侶
達
と

共
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(が
)
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